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ギャラリー







　　　　１







　柚ゆの原はら七なな紀きは、追い詰つめられていた。

　いや、押し倒たおされていると云いったほうが言葉としては正しいだろう。さっき掃そう除じ機きをかけたあとに雑ぞう巾きんがけまでして綺き麗れいにしたばかりのフローリングに当たる背中が痛いけれど、いまはそんなことどうでもいい。

「柚原くん、君が好きなんだ」

「な、中なか谷たにさん、ふざけた真似まねはやめましょうよ……」

「ふざけてなんかいない、僕は本気だ。君だって、本当は僕に気があるんだろう？」

　あまり刺し激げきしないようにと半笑いで返すものの、彼の目は真しん剣けんそのものだった。むしろ、思い詰めてさえいるように見える。

　七紀は大学に通いながら漫まん画が家かのアシスタントをしているのだが、いま迫ってきているのはその仕事先の同どう僚りようである中谷だ。

　何がいけなかったのかわからないが、彼は七紀が自分に気のある素そ振ぶりを見せていたと主張してきている。しかし、七紀としては彼を意識したことは一度もないし、特別に気にかけていたつもりもない。そもそも、顔を合わせるのはこれで三回目だ。

　だが、現実に中谷は七紀と両りよう想おもいであると信じ込み、実力行使に出てきた。

（何で、いつもこうなっちゃうんだろ……）

　切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようのわりに七紀がパニックに陥おちいっていないのは、こういったことが初めてではないからだ。

　七紀は幼い頃ころから数えきれないほど変質者に狙ねらわれ、誘ゆう拐かいされかかったことは一度や二度ですまない。

　満員電車に乗れば高確率で痴ち漢かんに遭あうし、夜道であとをつけられたこともある。高校では先せん輩ぱいに押し倒されそうになったこともあるし、無意味に体に触ふれてくるセクハラ教師もいた。大学二年になったいまも、男からのナンパは絶えない。

　原因はよくわからないのだが、何故なぜか自分には同性の気を惹ひきやすいという性質があるようなのだ。自分の容よう貌ぼうや体格が男らしいという言葉から程ほど遠いことは自覚しているが、自分のどこに同性を惑まどわす要素があるのか未いまだにわからない。

　とくに気を惹くような態度を取っているつもりもないため、対応のしようがなく困っているくらいだ。せいぜい、疑わしい人と二人きりにならないことや夜道を一人で歩かないようにするくらいしか対たい抗こうする術すべがない。

　───俺が帰ってくるまで、誰だれも家に上げるなよ。

　この家の主あるじであり雇やとい主でもある加か賀が隆たか也やは、煙草たばこを買いに出る前、七紀にキツく云い含ふくめていった。

　今日訪おとずれる予定があったのは、前回の修しゆ羅ら場ばから臨時でアシスタントに来てもらっているこの中谷だけだ。加賀がキツく釘くぎを刺さしていったのは、中谷に何かしらの危機感を抱いだいていたからかもしれない。

（この人は大だい丈じよう夫ぶだと思ったのに……）

　加賀の云いつけは忘れていなかったけれど、中谷と前回一いつ緒しよに仕事をしたときは何の問題もなく、彼の態度におかしなところはなかった。そのため、約束の時間よりも少し早く到とう着ちやくした彼を、寒い外で待たせるのは可哀かわい想そうだからと部屋に招き入れたのだ。

　そのときの自分の対応は、至って普ふ通つうだったと思う。世間話をし、お茶を淹いれ、作業の手順を伝えたところまでは何の問題もなかったはずだ。

　だが、何気ない会話をしているうちに何故か思わぬ方向へ話が進み、中谷は「君が好きなんだ…！」と云って迫ってきた。どうにか思いとどまらせたいと思って説得を試みたけれど、目の色の変わった中谷に押し倒されてしまったというわけだ。

　ある意味、いまの状況は自分の自じ業ごう自じ得とくではある。けれど、いきなりこんなことになるとは思いもしなかった。誰かに助けを求めたくても、家主が外出しているため自分たち以外誰もいない。つまり、どうにかして自力で現状を打破しなければいけないということだ。

「やめて下さい…っ、俺はあなたのことは何とも思ってませんから！」

　唇くちびるを寄せてくる男の顔を必死に押し返す。間近でかかる生なま臭ぐさい息すら気持ち悪いのに、唇が触れでもしたら死んでしまう。

「噓うそだ。あんなふうに笑いかけてきたくせに、いまさら照れることないじゃないか。僕のことを濡ぬれた瞳ひとみで見つめてきただろう？」

「誰も照れてませんよ!!」

「ああ、ここが加賀先生の家だから気にしてるのか？　でも、加賀先生はしばらく帰ってこないんだろ？」

「だから、そうじゃなくて…っ」

　同じ言語を話しているとは思えないくらい、さっぱり話が通じない。ひょろりとした体形で非力そうに見える体のどこからこんな力が出てきているのかわからないが、押し止とどめるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

（ああもう…！　どうして、俺はこういうやつらに好かれるんだよ…!!）

　力で敵かなわないなら、いっそ油断させてから逃にげ出すしかないだろうか。しかし、唇すら許したくはない。せめて、机の下に転がっているペンに手が届けば反はん撃げきできるのに───。

　逃のがれる方法を必死に考えながら中谷との攻こう防ぼうを繰くり広げていると、がちゃりと玄げん関かんのドアが開く音がした。

「ただいまー」

「！」

「……七紀？」

　家主である加賀隆也が帰宅したらしい。次いで、自分を呼ぶ声が聞こえてくる。すぐに出で迎むかえに来ない七紀を不思議に思ったのだろう。

「た、隆也さん…っ、助けて…！」

　残る力を振ふり絞しぼって叫さけぶと、がさりと何かが落ちる音がして、慌あわただしい足音が仕事部屋に向かってくる。

「七紀!?───ったく、だから誰も上げるなと云っただろう！　どうしてお前は俺の云うことが聞けないんだ!?」

　七紀の置かれている状況を見て、加賀は苛いら立だった様子で髪かみを搔かき回した。云いたいことはわかるけれど、説教ならあとにして欲しい。いまはそんなものを聞いている余よ裕ゆうはない。

「そんなこと云ったって……っ」

　中谷の目には七紀のことしか見えていないようで、強ごう引いんに口づけようとしてくる。彼の頭を押し返す腕うでもそろそろ限界がきそうだった。

「ゆ、柚原くん……」

「隆也さん、早く助けてよ！」

　泣きそうになりながら訴うつたえると、加賀は切羽詰まった状況にも拘かかわらず、交こう換かん条件を出してきた。

「じゃあ、助けて欲しかったら、俺の云うこと何でも聞くって誓ちかえ」

「聞く聞く！　誓うから！」

　何をやらされるのか見当もつかないが、中谷に襲おそわれるよりは気心の知れた加賀に無む茶ちやな命令をされたほうがまだマシだ。

「約束だからな」

　加賀はニヤリと口の端はしを持ち上げたかと思うと、中谷の襟えり首くびを摑つかみ、強引に引き剝はがした。

「え…!?」

　中谷は自分の身に何が起こったのかわかっていないようで、面めん食くらった顔でこちらを見つめている。

「お前、俺の神聖な仕事場で何するつもりだったんだ？」

　加賀の剣けん吞のんな声が低く響ひびく。普ふ段だんはだらしない加賀だが、キツい顔立ちをしているせいか、凄すごむとかなりの迫はく力りよくがある。

「え、あ、せ、先生!?　いつ戻もどって……」

　やっと我に返った中谷が加賀の存在に慌て出した。本気で周りが見えていなかったらしい。

「気づくの遅おせぇよ。寝ねぼけてるなら、外で目を覚ましてこい」

「あの、これには事情が…っ」

　七紀は中谷の生暖かい息が遠ざかったことに安あん堵どし、後あと退ずさるようにして体を起こした。

　よくあることとは云いえ、体は恐きよう怖ふと嫌けん悪お感かんで震ふるえている。押さえつけられていた手足を縮こまらせ、悪お寒かんの走る自分の体をさすった。

「どんな事情があったら、こいつを襲う理由になるって云うんだ？」

「柚原くんが……そう、彼が僕のことを誘さそうからいけないんだ！」

　こともあろうに中谷は自分の所行を棚たなに上げ、七紀が悪いと云ってきた。

（ふざけんな…っ、誰がいつ誘うような真似まねするか！）

　心の中で憤いきどおりつつも、またかとため息をつく。

　責せき任にん転てん嫁かされるのもいつものことだ。七紀が見てきた変質者は、捕つかまると必ずと云っていいほど、人のせいにしてきた。無防備なのが悪い、誘うような目をしていた、と。

　だが、そんなのは加害者の云い訳でしかない。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって厚こう意いを好意と勘かん違ちがいしてしまったのだとしても、いきなり襲ってくるなんて論外だ。

「七紀がお前なんか誘うわけねーだろ」

「先生に何がわかるんですか!?　彼は絶対───」

「黙だまれ」

「はな、放して下さい…っ、僕は彼に話が……！　ぎゃっ」

　加賀は抵てい抗こうする中谷をずるずると玄関に引き摺ずっていき、足あし蹴げにして外に放ほうり出した。そして、彼の荷物を倒たおれ込んだ体の上に投げつける。

「ぐはっ」

「二度と来るな。今度七紀に近づこうとしたら、ただじゃすまないと思え」

　そんな捨て台詞ぜりふと共に、加賀は玄関のドアを乱暴に閉め、鍵かぎをかけた。

　その様子を仕事部屋のドアの陰かげから固かた唾ずを吞のんで見守っていた七紀はこの家が安全な場所になったことを確かく認にんし、肩かたから力を抜ぬく。

　そして、一仕事終えて戻ってきた加賀に礼を云った。

「あ、ありがとう……」

　ついびくびくしてしまうのは、このあと説教が待っているとわかっているからだ。昔からこういう危機が降りかかるたびに、加賀や兄に助けてもらってきた。その都度、もっと警けい戒かいしろ、危機感が薄うすい、と口を酸すっぱくして云われている。

　こういう場合、全面的に加害者が悪いとは云え、隙すきを見せないよう自衛するのも大事なことだ。ただ、自分では充じゆう分ぶん気をつけているつもりなのだが、どうも自分は人より鈍にぶいようで、加賀の目から見ると危なっかしく見えるらしい。

「俺の云うことを聞かないから、ああいう目に遭あうんだ。何であいつを部屋に上げたんだ？」

　仁に王おう立だちで追つい及きゆうされ、七紀は思わず居住まいを正して、その場に正座した。今回は加賀の言葉に反論できない。忠告を守っていれば、いまのような目に遭わずにすんだのだから。

「……ごめんなさい。前に来てもらったときは、普通の人だと思ったから……」

「どんなにまともそうに見えても、お前と二人きりになると血迷うやつが出てくるんだよ！　何度云ったらわかるんだ、お前は…！」

「反省してます……」

　ああした被ひ害がいに遭うのが自分のせいだと云われるのは未いまだに納なつ得とくがいかないけれど、実際に二人きりになった途と端たん豹ひよう変へんする相手も多かったから反論はできない。自分にそうした要因があるというよりは、きっと、不幸な星の下に生まれてしまったのだろう。

「まったく……お前は自覚が足りない、自覚が！　何度も云ってるだろう、お前には妙みような雰ふん囲い気きがあるんだって。飢うえてる男がお前と二人きりになったら、大たい抵てい血迷うんだよ！　お前が悪いわけじゃなくても、自衛しろ！」

「……はい、すみません」

　こんなふうに語気を強めて七紀を叱しかってくるのは、加賀が七紀にとってもう一人の兄のような存在だからだ。本気で心配してくれていると思えば、文句など云えるわけがない。加賀にはいままで数えきれないほど助けてもらった。

　初めて出で逢あったのは、七紀が小学五年、加賀が高校一年のときだった。

　五歳上の七紀の兄、葉は月づきが同級生だった彼を、七紀と話が合いそうだからと家に連れてきたのが出逢ったきっかけだ。

　人見知りの七紀にしては珍めずらしく、すぐに心を開くことができたのは、趣しゆ味みが合っただけでなく、加賀が小学生の自分に対して子こ供ども扱あつかいしなかったからだろう。七紀は加賀から漫まん画がを借りたり、絵の描かき方を教えてもらったりして、どんどん親しくなっていった。

　そして、加賀が高校卒業寸前、漫画家としてデビューしてからは見み様よう見み真似まねで原げん稿こうを手伝うようになり、一人暮らしをするようになってからは、ついに見かねて身の回りの世話をするようになった。

　いまは大学に通いながら、青年誌で連れん載さいを二本抱かかえた加賀のアシスタントもしている。

（アシスタントというより、むしろ母親役って感じだけど……）

　傍はたから見ればわりのいいバイトに見えるかもしれないし、実際人からそう云われたこともある。しかし、加賀のわがままやだらしなさには気苦労が絶えないし、アシスタントの仕事も簡単ではない。

　締しめ切りに間に合うように尻しりを叩たたくのも、作業に没ぼつ頭とうするとすぐに忘れがちになる食事を摂とらせるのも七紀の仕事だ。加賀に連れん絡らくがつかないときは、担当編集者から七紀のほうへ連絡が来たりもする。

　あまりの生活のだらしなさに愛あい想そが尽つきそうになることもあるけれど、それでも見捨てることができないのは、加賀と彼の作品が好きだからだ。

　自分勝手なところも多いけれど、優やさしいところもあるし、何より漫画を描く楽しさを教えてくれたのは加賀だ。彼の作品はいつも七紀を励はげまして元気づけてくれる。

　何だかんだと文句を云いつつも、七紀は加賀の一番のファンを自じ認にんしている。連載作品がドラマ化されたり、大きな賞にノミネートされたりと確実にベストセラー作家になりつつあるけれど、加賀の実力があれば当然のことだと七紀は密ひそかに思っていた。

「……人の話を真面目まじめに聞いてるか？」

　意識を飛ばしていたことに気づかれ、ぎろりと睨にらまれる。ここで機き嫌げんを損そこねてしまうと、説教がますます長引いてしまう。

「き、聞いてたよ！　ちゃんと反省してるって！　あ、そうだ。そろそろ、仕事しないと！　締め切りまでそんなに余よ裕ゆうないし、ほら、アシスタント減っちゃったから、また二人で何とかしないといけないし……」

　耳にたこができるくらい聞いている説教に区切りをつけてもらおうと、無む理り矢や理り話題を変える。現実問題、こんなことで時間を潰つぶしている余裕はない。

　先月から中谷に来てもらっていたのは、アシスタントが七紀一人ではキツくなってきたためだ。だが、今回の一件でまた一人になってしまった。

　締め切りに間に合わせるためには、一刻も早く作業に取りかからなくてはならない。一分一秒も無む駄だにはできないのだ。

「そうだったな。こんなことで無駄な時間を過ごしててもしょうがないな」

「そうそう！」

　勢い込んで頷うなずいた七紀に、加賀は想定外の言葉を口にした。

「じゃあ、早さつ速そく約束を果たしてもらおうか」

「は……？」

「さっき、俺の云うこと何でも聞くって云ったよな？」

「う、うん」

　加賀の問いかけに恐おそる恐る頷いたのは、何だか嫌いやな予感がしたからだ。七紀にとって加賀は正義の味方であると同時にいじめっ子でもあった。

　小さい頃ころはよく揚あげ足を取られてからかわれたものだ。自分よりも年上のはずだが、加賀にはいまでもそういう子供っぽいところがあるのは否いなめない。

「それじゃあ、俺にキスしてもらおうか」

　加賀は七紀の前に屈かがみ、真顔で云った。

「はぁ!?」

「何でもするって約束だろ。貞てい操そうの危機を救ってもらっておいて嫌だとは云わせねぇぞ」

「いや、でも……」

「ほら、早く」

　冗じよう談だんか何かだと思いたいけれど、その真しん剣けんな表情が崩くずれそうな気配は少しも見受けられない。しかし、これはきっと、七紀の困る顔を見て楽しもうという魂こん胆たんだとしか思えなかった。

（また俺で遊ぶつもりなんだ……）

　もしくは、こうやってからかわれたくなかったら反省しろと云いいたいのかもしれない。

　どちらにしろ、さっさとすませてしまったほうがいい。狼狽うろたえれば狼狽えるほど、加賀を楽しませるだけだ。

「───わかった。するから、目瞑つぶってよ」

「はいはい」

　加賀は七紀の前で片かた膝ひざを折った体勢のまま、目を閉じた。髪かみはぼさぼさで無ぶ精しよう髭ひげも生えているけれど、こうして見るとその端たん整せいさに改めて気づく。一見、無愛想だけれど、整った顔立ちに気づくと目が離はなせなくなる。

（そういえば、初めて会ったときは怖こわかったっけ）

　すっと通った鼻筋に真横に引き結ばれた薄い唇くちびる。切れ長の鋭するどい瞳ひとみに見下ろされ、怯おびえていた七紀が気を許せたのは、同じ漫画が好きだと云われたからだ。その作品の面おも白しろさを語り合う相手のいなかった七紀は、加賀が来てくれるのを心待ちにするようになった。

　兄が自分の話し相手になるだろうと思って加賀をつれてきてくれたのだと知ったのは、ずいぶんあとになってからのことだ。

「何だ？　怖おじ気づいたか？」

「いまするつもりだったんだよ！」

　催さい促そくされた七紀は加賀の肩を摑つかむと、大きく息を吸って呼吸を止めた。そして、固く結んだ唇を加賀の頰ほおに押し当てる。

「……っ、したからな！　これでいいんだろ」

　頰に一いつ瞬しゆん触ふれるだけのキス。

　それだけでも、緊きん張ちようで心臓がうるさいほど高鳴った。子こ供ども騙だましかもしれないが、唇にしろとは云われていない。

　文句を云われたら開き直るつもりだ。少しだけびくびくとして反応を待っていたら、加賀は何故なぜか怖いほどに晴れやかな顔をしていた。

「よし！　これで手を出したのはお前からってことになったな」

「は？　ちょ、ちょっと、仕事部屋はそっちじゃないだろ……っ」

　腕うでを摑んで立たされたかと思うと、寝しん室しつに引っ張っていかれ、自分が先ほど替かえたばかりのシーツの上に放ほうられた。

「うわっ、何すんだよ！」

　乱暴に扱あつかわれた腹立たしさに文句を云いながら体を起こそうとした七紀は、加賀の表情にぎくりとした。

（怒おこってる…んじゃないよね……？）

　こんな顔初めて見た。原稿に向かっているときの真剣な表情と似ているけれど、どこか違ちがう。表現する言葉の浮うかばない自分をもどかしく思いながらも、加賀から目が離せなかった。

「あ、あの、隆也さん…？」

「お前は隙すきがありすぎる。誰だれかにいつか食われるくらいなら、俺が先に食ってやる」

「は…？」

　いま、何を云われたのか頭で理解できずに聞き返す。

（食うって云ったよな……？）

　一いつ般ぱん的には食事をするときに使う言葉だが、こうしたシチュエーションでは違う意味を持つ。しかし、頭はその答えを導き出すのを拒こばんでいるかのように上手うまく働かない。

「葉月にさ、俺からは手を出さないって約束させられてたから我が慢まんしてたけど、手を出したのはお前からだから問題ないよな」

「え？　いったい、何の話してんの……？」

　怪け訝げんな顔をしている七紀の上に、加賀はのしかかってきた。

　一八〇センチある長身に押さえ込まれたら、そう簡単には逃にげられない。捕とらえられたという現実に、不安が胸を浸しん食しよくしていく。

「俺が死ぬ気で守ってきた貞操をあっさり奪うばわれそうになりやがって。油断したらどんな目に遭あうのか、身を以もつて教えてやる」

　加賀はぶつぶつと文句を云いながら、ベッドの脇わきにあるチェストの引き出しを漁あさり始めた。

「あ、あの、隆也さん、何して……」

「───あった」

「何それ……」

　枕まくら元もとに放られたアイテムに目を瞬またたく。プラスチックの蓋ふたのついたポリ容器のようなものには、商品名らしきロゴが入っていた。

「ローションに決まってんだろ。いつか使う日が来るかもしれないと思って買っておいた。備えあれば憂うれいなしって云うしな」

「ちょ、な、何考えてんだよ!?」

　嫌な予感が危機感に変わる。慌あわて出した七紀に、加賀は淡たん々たんと告げた。

「云っただろ、食ってやるって。それとも、はっきり云って欲しいのか？」

　七紀は奥手だけれど、漫まん画がや小説、ノンフィクションなど手当たり次し第だいに本を読む雑食なので、使い道が何となくわかってしまった。

「やっぱいい！　云わないでいいから！　と、とりあえず、話し合おうよ」

　ね？　と作り笑いで持ちかけるけれど、加賀は相手にしてくれない。

「話なら、しながらでいいだろ。締しめ切りまで時間ないんだから」

「だったら、こんなこと───むぐっ、んんんっ」

　振ふり回そうとした二の腕をベッドに縫ぬい止められ、いきなり嚙かみつくように口づけられた。そのまま舌を捻じ込まれる感かん触しよくに目を瞠みはる。

（隆也さんにキス、されてる───）

　噓うそか冗談だと思いたい。けれど、そうとは思えないくらい交わりは濃のう厚こうだった。

　唇を触ふれ合わせるだけのキスもしたことがなかった七紀には刺し激げきが強すぎた。ぬるりと舌が擦こすれ合う感覚に、全身がカッと熱くなる。

「んん、ン、んー…っ」

　口こう腔こうを搔かき回され、びくびくと震ふるえてしまう体を加賀は力ずくで押さえ込んでくる。混乱しきった七紀は初め、自分がどうしたいのか、どうすればいいのかわからなかったが、キスに体が反応していくと共に少しずつ意識がクリアになってきた。

（嫌がらせにもほどがあるだろ…!?）

　自らの油断がどんな状じよう況きようを招くのか、実地で教え込むにしたってこれはさすがに洒落しやれにならない。すでにセクハラの域を超こえている。体の自由はきかず、口づけも解けないならせめて傍ぼう若じやく無ぶ人じんに動き回る舌を押し出そうとしたけれど、逆に搦からめ捕られてしまった。

「んっ、ン、ぅ……」

　吸い上げられ、甘嚙みされる舌先がジンジンと痺しびれ、腰こしの奥が甘く疼うずく。七紀は加賀に怒いかりを覚えながらも、濃厚で執しつ拗ような口づけにだんだんと抵てい抗こうできなくなっていった。

　その上、思うように息が吸えず、だんだんと息苦しくなってくる。

「……っぷは！」

「バカ、ちゃんと息しろよ」

「仕方ないだろ！　初めてなんだから…！」　>>>♥

　上手くやれと云われても、どうしたらいいのかなんてわからない。キスどころか、彼女がいたことさえないのだから。

「そうか、そうだよな。悪かった、ちゃんと手て解ほどきしてやらないとな。キスするときは鼻で息したり、唇がずれたときに吸ったりすれば苦しくないから」

「そうなんだ───って、そうじゃなくて！　もういい加減にしろよ！　人をからかうにもほどがある!!」

「何云ってんだ？　別にからかってるわけじゃない。それにまだ序の口だぞ」

「は？　んぐ、んん」

　七紀の文句はやはり口づけに封ふうじられる。教えられた通り、鼻で息を吸えばさっきほどは苦しくないけれど、問題なのはそこじゃない。

　序の口と云っていたということは、さっき取り出したローションを本気で使う気があるということだろうか。

　キスだけでもかなりの衝しよう撃げきなのに、その先の行こう為いなど想像もつかない。

（でも、何で嫌いやじゃないんだ……？）

　加賀の強ごう引いんな行為に腹を立てていても、唇や舌の感触に不思議と嫌けん悪お感かんはない。

　中谷に迫せまられていたときは息がかかるだけで吐はき気すらしていたのに、いまはむしろ、初めて味わう快感に体が蕩とろけていくようだ。

　意識もぼんやりとしてきて、体は熱っぽくふわふわとした感覚に包まれる。絡からみ合う舌が立てる濡ぬれた音すら遠くに聞こえて、まるで夢ゆめ心地ごこちだ。

「ぅ…ん、んん……っ」

　取り巻く状況のせいで奥手になってしまった七紀だが、一応年とし頃ごろの男子としてこういったことに全く興味がないわけではない。

　理性や戸と惑まどいを好こう奇き心しんと欲よく望ぼうが抑おさえ込み、与あたえられる快感に陶とう酔すいしていく。初めて味わうキスの気持ちよさには抗あらがえなかった。

「……ん、ぁ……」

　完全に四し肢しが弛し緩かんした頃ころ、ようやく呼吸が楽になった。唇くちびるが離はなれたのだとわかったのは、ぼやけた視界に加賀の顔が映ったからだ。

　ゆっくりと瞬くと、その輪りん郭かくがはっきりしてくる。名残なごり惜おしさを感じ、半ば無意識に離れたばかりの唇に視点を合わせると、加賀はくっと小さく笑った。

「ずいぶん呆あつ気けないな。そんな無防備な顔、俺以外に見せるなよ」

「え…？　あっ、待っ……隆也さん!?」

　がぶりと首筋に嚙みつかれる。微かすかな痛みに正気が戻もどってきたけれど、もう遅おそかった。嚙まれた部分をねっとりと舐なめ上げられながら、足を膝ひざで割られる。キスで昂ぶった中心を腿ももで擦こすられ、ひとたまりもなかった。

「やっ……」

「何だ、お前も充じゆう分ぶんその気じゃないか」

「違ちが…っ、あ、あ……っ」

　ぐっとキツく股こ間かんを押し込まれながら、鎖さ骨こつを嚙まれる。違うと口で云いいつつも、形の変わり始めた自身はごまかしようがなかった。

　足を押しつけられる感触に、そこはどんどん膨ふくらんでいく。がっちりと押さえつけられた腕うでは解けず、足を閉じることもできない。

　自分に反省を促うながすためにしてはやり過ぎではないだろうか。加賀の苛いら立だちはわかるけれど、これ以上は洒落にならない。

「隆也さん、も、やめ……っ、や、嫌だ……ッ」

「何が嫌だって？」

　耳朶みみたぶを甘嚙みしながら、問い返してくる。その声はいつもより甘さを帯びている気がして、頭の芯しんがぞわりと痺れた。

「……っ、反省、してるから、許し…て……っ」

「どんなに反省したって、お前みたいに鈍にぶかったらまた同じような目に遭うだろ」

「それは───あ…ッ」

　喉のど元もとに嚙みつかれ、高い声が上がる。

　加賀の頭をどかしたくても、両腕を押さえつけられているため叶かなわない。その上、加賀は身み動じろぐことしかできない七紀の股間を膝でぐいぐいと押し上げてきた。

「あ、あっ…！」

「つーか、別に反省を促すためにこんなことしてるわけじゃねーし」

「え…？　じゃあ……」

　想定していた理由を否定され、戸惑いが深くなる。自分に対しての『お仕置き』でないのだとしたら、何故なぜこんなことをするのか理解できない。

「云っただろ、誰だれかに食われるくらいなら俺が食うって。それにお前だって、何でも云うこと聞くって誓ちかったよな？」

「……っ」

　内容を確かめなかったとは云え、約束は約束だ。大人しく従ったほうがいいのだろうか。しかし、はいわかりましたと簡単に承しよう諾だくできることでもない。

　しかし、あのとき加賀に助けてもらっていなかったら、いま頃ごろは中谷に同じようなことをされていたかもしれない。そう考えたら、背筋に悪お寒かんが走った。

　だったら、どこの誰かもわからない相手に無む理り矢や理り奪うばわれるくらいなら加賀が相手のほうがいい。少なくとも嫌悪感はないし、不思議とキスも気持ちよかった。

（……って、そういう問題じゃないだろ！）

　加賀はもう一人の兄のような存在だ。そんな相手と関係を持つなんて、よくないに決まっている。絶対に気まずくなるし、恥はずかしくて死んでしまう。

「考えはまとまったか？」

「え？」

「タイムは終わりだ」

「隆也さ───んぅ……っ」

　我に返った途と端たん、また唇を奪われた。

　簡単に搦め捕とられてしまった舌をキツく吸い上げられ、膝で擦られていた昂ぶりが余計に疼いた。顔を背そむけても、追いかけるようにして唇を捕らえられる。

「んぅ、ン、ぁ……」

　こんなのはおかしい。そう思っていても、体は知ったばかりの快感に酔よっていく。執拗で巧たくみな口づけに根負けし、やがて、抵抗の手を緩ゆるめてしまった。

　すでに張り詰つめた股間が苦しかった。一定のリズムで擦られる刺激が徐じよ々じよに物足りなくなってきて、とうとう自分から腰を動かしてしまう。

「ん、ぅん、ん」

　すると、加賀もそれまでよりも強く膝を押し込んでくる。舌を絡ませながら腰を擦りつけているうちに、頭の中が白くなっていく。イキたい。そればかり考えるようになった頃、搦からめ捕られた舌を痺しびれるほどキツく吸い上げられた。

「ん、ぁン、んー…っ」

　堪こらえきれず、びくびくと体を震ふるわせながら達してしまった。

　溢あふれてしまった体液が下着を濡らす。その上から緩く擦られると、生暖かい濡れた感かん触しよくが纏まとわりついた。

「……あ、や……」

「気持ちよかっただろ」

　貪むさぼられていた唇は、解放されたあとも腫はれぼったくジンジンと疼うずく。

　イカされたばかりの体はぐったりとしていて、加賀を押しのけてまで起き上がる余力もない。荒あらくなった呼吸に胸を上下させながら、動きの鈍くなった頭を必死に動かす。

（何で…こんなことになったんだ……？）

　中谷に襲おそわれそうになっていたところを加賀に助けられた。その見返りに、何でも云うことを聞くと約束した。そうして、加賀からキスしろと命じられた。それがどうして、いまの状じよう況きように結びつくのかわからない。

（そういえば、ヘンなこと云ってた）

　葉月と何か約束をしたらしきことを云っていたけれど、あのときは聞き流してしまった。加賀の云っていた言葉を思い出そうとしていたら、不意に体に乗っていた重みがなくなった。

　不思議に思う間もなく、シャツをたくし上げられ、ズボンと下着を引き下ろされる。

「え？　なに……っあ！」

　外気に触ふれた自身がひやりとし、すぐに我に返ったけれど、七紀が言葉を発する前に、加賀は濡れた昂ぶりをその手で包み込んだ。

　濡れそぼった自身を握にぎられ、羞しゆう恥ちで顔が熱くなった。達したばかりだというのに、まだそこは熱と硬かたさを保っている。

「イッたばっかなのに元気だな」

「バカ、触さわんな…！　やだって……あっあ、あ！」

「嫌いやだって云うわりに気持ちよさそうだけどな」

「あ…っ、や、あ、やめ……っ」

　加賀の長い指が体液を塗ぬりつけるように絡みつく。ぬるぬると擦られていると、あっという間に熱がそこへと集まってきた。

（どうしよう、隆也さんの指が───）

　七紀は加賀の指が好きだった。普ふ段だんは料理一つできないくせに、絵を描かくときだけは自由自在に動く。七紀の憧あこがれる世界を生み出していく様を見ているのが好きで、小さな頃から飽あきることなく眺ながめ続けた。

　あの素す晴ばらしい世界を生み出している手が、七紀の恥ずかしい場所に触れ、それを弄いじり回しているのだと思うと、それだけでおかしくなってしまいそうだった。

「ひぁっ、あっあ、あ……！」

　加賀は七紀の昂ぶりを手の中で弄もてあそびながら、足に絡からみついていた衣服を取り去った。そして、一糸纏わぬ状態になった足を左右に押し開くと、その間に割って入ってくる。足を閉じたくても、加賀の体が邪じや魔まをする。

　いまはもう押さえつけられているわけではないのだから、逃にげようと思えば逃げられるのかもしれない。だが、誰にも触れられたことのなかった体は、生まれて初めて知った快感に囚とらわれてしまっていた。

「あ、あっ…ん、や…だ……っ」

　加賀は、力なくかぶりを振ふる七紀の胸むな元もとに口づけを落としてきた。

「あ……ッ」

　柔やわらかな感触がくすぐったくて思わず身を捩よじると、今度はそれが小さな尖とがりに触れた。

　加賀は微かすかに色づいたそこを舐なめ、舌の上で転がしてくる。そんな場所を弄られるとは思わなくて戸と惑まどっていると、充じゆう血けつするほど強く吸われて肩かたが跳はねた。

「あっ…そこ、や、あ……っ」

　七紀の懇こん願がんなど耳に入っていない様子で、執しつ拗ように責め立ててくる。

　無意識にシーツを握りしめていた手で加賀の体を引き剝はがそうとするけれど、思うように力が入らない。頭だけでも押し返そうとしても、逆に手を取られ、手の平や指の間に舌を這はわされた。

「……っ、んッ」

「感じやすすぎだろ、お前。そういや、昔っからくすぐったがりだったっけ」

「やだ、は、放して……っ」

　くちゅ、と音を立てて丹たん念ねんに指をしゃぶられる。赤い舌が自分の指の隙すき間まから覗のぞく光景に、さらに体温が上がった。顔を背けたいのに、何故か目が離せない。

「あ、や、やめ……っ」　>>>♥

「本当にやめて欲しい？」

　唐とう突とつに、潜ひそめた声で問われた。

「……っ」

　その真しん剣けんな響ひびきに、体がぎくりと強こわ張ばった。加賀は七紀が嫌だと本気で云いえば、すぐにやめてくれるだろう。ただ小さく首を動かして頷うなずくだけですむのに、何故なぜかそれができない。

（俺、どうして───）

　七紀は自分の反応に狼狽うろたえる。何も云えずにいると、加賀は重ねて問いかけてくる。

「いまなら引き返してやる。ここで終わりにして欲しいか？」

　やめてくれとずっと訴うつたえ続けていた。しかし、すでに熱を帯びた体は、あちこちがズキズキと疼いている。それをいまさら放ほうり出されるのも、怖こわい気がした。

「迷ってるんなら、もう遠えん慮りよしないからな」

　長く感じられた沈ちん黙もくは、加賀の一声に断たち切られた。その声にぎくりとした次の瞬しゆん間かん、腰こしの下に枕まくらを押し込まれる。剝むき出しの下か肢しを割り開かれたかと思うと、加賀は枕元に放ってあったローションを取り上げた。

「何、する気───」

　問いかけて、気づく。いくら色いろ恋こいの知識が乏とぼしい七紀でも、その目的くらい察せてしまう。この期ごに及およんで、ローションの使い道など他ほかにあるはずもない。

　しかし、自分の考えていることは間ま違ちがいであって欲しかった。同級生たちの噂うわさ話ばなしや、雑誌などで知ったあんな行こう為いがいまから行われるだなんて信じられない。

　それでも、違う可能性を期待していた七紀は、加賀のいやらしい笑えみとその返答に微かな望みすら断ち切られた。

「もっと気持ちいいことに決まってんだろ」

　加賀は歯でローションの容器の蓋ふたを開け、足の間にとろりとした液体を垂らしてくる。

「冷た…っ」

　香こう料りようが混じっているようで、やけに甘ったるい匂においがした。そして、それを塗り込めようとするかのように、加賀の指がその奥に忍しのび込んでくる。

「……っ!?」

　誰だれにも触れられたことのない後ろの窄すぼまりを指で探さぐられ、思わず息を吞のむ。加賀は無ぶ遠えん慮りよにそこをぬるぬると撫なで回してきた。

　先ほどの七紀の無言を合意の返事として受け止めたのだろう。

「や、やだ、や……っ」

　逃げたくても、高められて力の入らなくなった下肢は自分の意思では動かない。そうこうしているうちに、怯おびえて硬くなった窄まりにローションに濡ぬれた指が押し込まれた。

「あ……っ」

「かなりキツいな。ほら、力抜ぬけ」

　そんな場所に指を入れられるなんて思いもしなかった。戸惑いと困こん惑わくでパニックに陥おちいる。

「うそ、やだ、やめ……っ、や───」

　加賀は懇願する七紀の唇くちびるを塞ふさいでくる。嫌だという言葉は甘い口づけに封ふうじられてしまった。柔らかく啄ついばまれる感触に意識が逸それた隙すきに、指が奥へと進んでいく。

　七紀のそこは侵しん入にゆうしてくる異物を拒こばもうとするけれど、たっぷりと使われたローションのせいで、加賀の指は根本まで入ってしまった。

「ん、んん…っ」

　加賀は埋うめ込んだ指を抜ぬき差しさせながら、強張ったそこを解ほぐし始める。やがて、入り口を強ごう引いんに拡ひろげられ、中を探る指を増やされた。

　体の中を他人に搔かき回される不快感と云いようのない不安に眉まゆを寄せるけれど、舌が絡み合う気持ちよさに半分意識を持っていかれる。

「ン、んぅ……ぁ、隆也…さ……」

　蠢うごめく指の感かん触しよくに少し慣れかけた頃ころ、ようやく唇が解放される。酸素を求めて大きく息を吸った瞬間、加賀が中で指を折り曲げた。

「ひぁ…っ」

　内ない壁へきを強く押され、自分のものとは思えないような声が出た。そんな七紀の反応に、加賀は口の端はしを持ち上げて笑った。

「見つけた」

「ぁあっ、な…んで？　あっ、あ…！」

　そこを刺し激げきされると、全身に電流が走ったみたいになった。高められた結果ではなく、強制的に快感を与あたえられてるみたいで怖くなる。

「男はここが感じるようにできてんだよ。知らなかったか？」

「知らな……っ、あ、ぁあ…っ」

　ぐりぐりと執拗に刺激され、そのたびに体が跳ねる。体内を探られる違い和わ感かんに萎なえかけていた昂ぶりも、あっという間に力を漲みなぎらせ、いまにも弾はじけてしまいそうなほどに張り詰つめている。

「ぅあ、あ、あ───や……!?」

　限界を迎むかえる直前、自身の根本を締しめつけられ、衝しよう動どうを無む理り矢や理り抑おさえ込まれた。

　イキたかったのに───そう視線で訴える七紀の中から、ずるりと指が抜かれる。その指はファスナーを下ろすのももどかしげに、ジーンズから加賀の欲よく望ぼうを引き出し、それに避ひ妊にん具のパッケージを破り、薄うすいゴムを被かぶせた。

（どうしよう───）

　加賀は再び七紀の股こ間かんにローションを滴したたらせ、自身にもたっぷりと塗ぬりつけている。

　こうなることは頭の隅すみではわかっていたはずなのに、実際に目まの当たりにすると恐きよう怖ふが込み上げてくる。あんな大きなものが入るはずがない。

「む、無理、そんなの……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ゆっくりやるから」

「やだ、できない、怖い……っ」

　七紀は表情を強張らせたけれど、加賀は足をさらに深く押し上げ、容よう赦しやなく先せん端たんを窄まりに宛あてがってきた。さっきまで執拗に解されていたそこは、欲望の切っ先を押し当てられてひくついている。

「……や、やめ……」

「大丈夫」

　そう繰くり返され、ぐっと先端を押し入れられた。

「ん……っ」

　歯を食い縛しばっていた七紀は、酷ひどい圧あつ迫ぱく感かんに眉を寄せつつも、思っていたような痛みがなかったことに拍ひよう子し抜ぬけした。むしろ、強引に折り曲げられた足のつけ根のほうが痛いくらいだ。

　それでも、あんな場所を無理矢理押し開かれているという事実が、七紀の体を強張らせる。

「七紀、息を止めるな」

「だっ…て、苦し……っ」

「大丈夫だ、ゆっくりするから」

「あ……っ」

　汗あせで貼はりついた前まえ髪がみを搔き上げられ、露あらわになったおでこに口づけを落とされる。その柔やわらかな感触に目を瞬またたいていると、今度は眦まなじりやこめかみにキスされた。

　子供をあやすような仕草に、少しだけ肩かたの力が抜ける。加賀は頰ほおや耳朶みみたぶを啄みながら、囁ささやいてきた。

「そのまま力抜いてろよ」

「え？───あ、ぁあ……っ」

　加賀は体重をかけ、ゆっくりと自身を七紀の中に埋め込んでいく。執しつ拗ように解されたお陰かげか、七紀のそこはぎりぎりまで拡がり、脈打つ欲望を飲み込んでいった。

「あ、く……ぅん…っ」

「わかるか？　全部入った」

「う…そ……」

　指だけでも相当キツかったのに、それよりも大きなものが自分の中に収まったなんて信じられなかった。かといって、自分でそれを確かく認にんするのも怖くて目を向けられない。

　引き攣つるような痛みもあるけれど、それよりも違和感のほうが強かった。あまりの圧迫感に息苦しささえ覚える。

　繫つながりを意識すればするほど、下肢に力が入ってしまう。自おのずと自分を穿うがったものの形を感じ取ってしまい、余計困惑する。

（どうしよう、どうしたら───）

　いまさらどうしようもないことくらいわかっている。だけど、狼狽うろたえずにはいられなかった。

　泣きそうな気持ちで視線を彷徨さまよわせた七紀は、自分を組み敷しく加賀の表情にドキリとした。軽く息を弾はずませ、いつになく余よ裕ゆうのない顔をしている。

　滴るような色気とはこういうことを云いうのだろうか。欲よく情じようして艶つやめく瞳ひとみが獲え物ものだと認識しているのが自分なのだと思ったら、一層体が熱くなった気がした。

「七紀ん中、すげーいい」

「……ッ」

　吐と息いき混じりに甘ったるく囁かれ、加賀を咥くわえ込んだそこを締めつけてしまう。そんな自分が恥はずかしくてたまらなかったけれど、七紀の反応は加賀を喜ばせたようだった。

「マジで感じやすいな。怖こわいなら俺の首に摑つかまっとけ」

　シーツを摑んでいた手を首にかけるよう促うながされる。おずおずと加賀の云う通りにすると、首筋に唇を押し当てられた。

「いい子だ」

「ん……っ」

　優やさしく頭を撫でられたかと思うと、突つき上げるように体を軽く揺ゆすられた。その動きは徐じよ々じよに大きく、速くなっていく。

「やっ、あ…あ……っ」　>>>♥

　繰り返し揺さぶられているうちに、息苦しさの中に甘い感覚が生まれる。繫がった部分から伝わってくる振しん動どうが、七紀の体をわななかせた。

「あ、あっ……や、何か、ヘン……っ」

「気持ちよくなってきたんだろ」

「や…っ、わかんな……ぁあ…ッ」

　たっぷりと使われたローションが、加賀の動きを滑なめらかにする。徐々に律動が大きくなっていき、動きが大きくなるにつれ、内壁と昂ぶりが中で擦こすれ合うようになった。締しめつけが緩ゆるんできたのを見計らって、加賀は硬かたい先端で感じやすいあの部分を抉えぐるように擦ってきた。

「ぁあ…ッ、あっ、あ！」

「感じるようになってきたか？」

「や…ぁ、なん…で？　あっ、あ、あ…！」

　穿たれた衝しよう撃げきで萎えかけていた自身も再び反り返り、加賀の腹部に当たっている。先端が律動と共に擦れ、ますます感じてしまう。

「すげぇな、そんなに締めつけんなよ」

「ぁ、ん、あ……っ」

　小さく笑いながら揶や揄ゆしてくるけれど、自分で意図した反応ではないため、どうすることもできない。いまの七紀は休みなく与えられる快感に、ただ喘あえぐことしかできなかった。

　体の内側を硬いものでひっきりなしに擦られ、行き場のない熱が溜たまっていく。突き上げに合わせて聞こえてくるぐちゅぐちゅという水音も、七紀の欲望を煽あおり立てた。

「あ、ン、ぁあっ、や、待っ……」

「いまさら待ったはねぇだろ。何年指咥えて我が慢まんしてたと思ってんだ」

「ぁあ…ッ」

　不意に奥を穿たれた衝撃に背筋が大きく撓しなった。びくりと反応した七紀の体を貪むさぼるように、加賀は激しく腰こしを打ちつけてくる。

　内臓がせり上がってくるような荒あら々あらしい突き上げにまともに息もできない。律動は勢いを増していく。体がばらばらになってしまいそうな激しさは、七紀を心こころ許もとなくさせた。

　七紀は、加賀の首に必死にしがみつく。

「や…っ、あ、も、ぁあ…っ」

　一ひと際きわ強く突き上げられた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。気がつくと、七紀は深く貫つらぬかれた体を小刻みに震ふるわせながら、白はく濁だくを吐はき出していた。

「……あ……」

　下腹部が生暖かいもので濡ぬれている。直じかに触ふれられることなく達してしまった自分が信じられなかった。いまもまだ、びくびくと下か肢しが小刻みに痙けい攣れんしている。そんな自分に戸と惑まどっていると、加賀が息を詰めた。

「……ッ」

　体の奥で大きな震えを感じ取り、七紀は思わず飲み込んだそれを締めつけてしまう。七紀の中で最後を迎えた加賀は、やがて大きく息を吐いた。

　七紀も全力疾しつ走そうをしたあとのように胸を上下させている。終わりを迎えたことにほっとしているはずなのに、何故なぜか体が物足りなさを訴うつたえていた。意思に反して尚なおも快感を求めている。

（何で……？）

　困こん惑わくと動どう揺よう、ひりつくような痛みと熾おき火びのように消えない快感の名残なごりを持て余していると、加賀は七紀の足の裏をすくい上げた。再び足を折り曲げられ、体重を乗せられる。

「や、噓うそ……!?」

　最奥を抉られ、悲鳴じみた声を上げる。加賀は戸惑う七紀の足に指を食い込ませ、欲よく望ぼうのままに腰を打ちつけてくる。

「まだ食い足りない」

　縋すがるような視線は加賀の獣けものじみた眼まな差ざしに搦からめ捕とられ、七紀は引きずり込まれるようにして、快感に溺おぼれていった。










（やっちゃった……んだよな……？）

　寝しん室しつに一人残された七紀は、ベッドに座り込んだまま呆ぼう然ぜんとしていた。

　決して合意の上ではない。しかし、抵てい抗こうらしい抵抗もはっきりとした拒きよ絶ぜつもしていない。いまとなってはそんな自分が信じられなかった。

　快感に流されたのか、好こう奇き心しんに押されたのか、最後はもうよくわからなかった。執拗に責め立てられているうちに意識を失い、気がついたらベッドに一人寝ねかされていた。

　汗あせまみれだった体は洗ったばかりのパジャマに包まれ、ぐちゃぐちゃになっていたシーツも取り替かえられていた。

　そんな状じよう況きように一いつ瞬しゆん、あれは夢だったのかとも思いかけたけれど、体に残る気怠さと鈍どん痛つう、そして、甘い疼うずきの残ざん滓しに行こう為いの激しさを教えられた。

（しかも、気持ちよかったってどういうことだよ…！）

　全すべてが強ごう引いんに進められたのなら、加賀を非難することもできる。しかし、最終的にやめろと云えなかったのは七紀のほうだ。

　引き返すチャンスを与あたえられたのに、中ちゆう途と半はん端ぱなままの快感を手放したくなくて、その先を望んでしまった。

「いやだって俺も男だし、生理的な欲よつ求きゆうには敵かなわないっていうか……！」

　自分で自分に云い訳をしてしまうが、云っていて途中で虚むなしくなる。どう云い繕つくろったって、過ぎてしまったことはもうどうしようもない。

　それにしても、セックスがあんなに気持ちのいいものだとは思いもしなかった。痴ち漢かんや変質者の被ひ害がいに遭あってきた七紀には潔けつ癖ぺき性しようの気があるのに、加賀には体中弄いじり回されても何の嫌けん悪お感かんも湧わくことなく、むしろ触れ合う体温が心地ここちよかった。

「これから、どんな顔すればいいんだ……」

　過ぎたことは仕方ないと割り切れるような事こと柄がらではない。まず第一に気き恥はずかしさが先に立ち、加賀の顔をまともに見られない気がする。

（あ…あんな声出しちゃったし……）

　鼻にかかった甘ったるい自分の声を思い出すだけで死にそうだ。元々くすぐったがりなせいもあるだろうけれど、あんなふうになってしまったのは加賀のせいに違ちがいない。

　自分の体を見下ろすと、パジャマの隙すき間まから充じゆう血けつして赤くなった乳ち首くびが見えた。加賀は何故かそこを執しつ拗ように弄り回していた。

　女の子のように膨ふくらみがあるわけでもないのにと不思議に思ったけれど、くすぐったさ以外の感覚を覚えたことも事実だ。

　男の体でも感じるようになっているのか、相手が加賀だったからなのか。疑問に思い、そろそろと自分の指を近づけてみる。

「…………」

　もう少しで触れそうになった瞬間、寝室のドアがいきなり開いて心臓が飛び上がった。

「七紀、起きてるか？」

「……っ!?　ノックもしないで入ってくんな！」

　動揺を押し隠かくすため、枕まくらを加賀に投げつける。枕は加賀に届く前にドアによって阻はばまれ、床ゆかに落ちた。深刻に悩なやんでいた自分がバカみたいに、加賀は普ふ段だんとほとんど同じ調子だ。

　我に返った七紀は、自分のしようとしていたことが恥ずかしかった。きっと、加賀のせいで、体も頭もおかしくなってしまったのだ。

「あ、悪い。体大だい丈じよう夫ぶかなーと……」

　七紀のご機き嫌げんが悪いことはわかっているらしい。再びドアが開き、加賀が室内に入ってくる。投げるものが手近に見つからず、やむなく布ふ団とんを被かぶってその中に引きこもる。いますぐなんて顔を合わせられるわけがない。

「大丈夫なわけないだろ、バカ！」

　加賀の家はマンションの一室だが、仕事場として何人も出入りするだろうことから壁かべを防音にしてあるため、遠えん慮りよなく怒ど鳴なりつけた。

　怒ど声せいを投げつけたのは半ば八つ当たりのようなものだ。自分にも非があることはわかっているけれど、だからといって大人な対応などできるはずがない。

「何であんなことしたんだよ！」

「したかったから」

「ふざけんな！　それじゃ理由にならないだろ!?」

　あまりに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな理由に、七紀は泣きそうになりながらさらに声を荒あららげた。だが、加賀は開き直った返答をしてくる。

「ふざけてねーよ。云いっとくけど、お前が本気で泣いたらやめてやるつもりだったんだからな」

「な……っ」

　云い返され、言葉に詰つまる。それを云われてしまうと、強く反論できなくなってしまう。

「やめるかって聞いたとき、頷うなずかなかったのは───」

「それ以上云ったら怒おこるからな！」

　そんなこと云われないでもわかってる。だけど、あのときの自分はどう考えてもおかしかった。でも、あんなふうになってしまったのは、やっぱり加賀のせいだとしか思えない。

「もう怒ってるだろうが。……まあ、がっついたことは謝っとく。大人げなくてごめんな」

「…………」

　謝るところはそこじゃないと云いたかったけれど、追つい及きゆうすると自分とも向き合わなくてはならなくなってしまう。七紀は複雑な気持ちで押し黙だまった。

「今日は体辛つらいだろうから寝ねてろ。仕事は俺一人でやってるから。大丈夫、締しめ切りには間に合わせる」

　それだけ云うと、加賀は寝室を出ていった。離はなれていく足音に、七紀は体の力を抜ぬいた。

　本当に一人で原げん稿こうが間に合うのだろうかと心配になったけれど、いまは椅い子すに座ることさえ辛いだろう。それ以前に、まだ加賀の顔をまっすぐ見られそうになかった。

　どうしていいかわからずに、七紀は布団の中で膝ひざを抱かかえて丸まった。不ふ貞て寝ねして全てを忘れてしまいたくても、加賀の匂においがするこのベッドではそう簡単にはいかない気がする。

「隆也さんのバカ……」

　たしかに他ほかの誰だれかにやられるくらいなら、加賀が相手のほうがいい。しかし、加賀に抱だかれたかったわけでは決してない……はずだ。

（だって、あんなこと隆也さんとするなんて考えたことなかった）

　小学生のときからのつき合いで、いまでは家族のような存在なのだ。そんな人と一線を越こえることなんて、絶対にありえないことだった。

　なのに───。

「……？」

　そのときふと、頭の中で何かが引っかかった。はっきりとは思い出せないけれど、記き憶おくの奥底に押し込めたできごとがあったような気がする。

　自分にとっても重大なことだったように思うのに、喉のどに刺ささった魚の小骨のように、飲み込んでしまうことも、取り出すこともできない。

（何だろう……何か引っかかってるんだけど……）

　もやもやとしたものが残っていて気持ち悪いけれど、いまはどんなに考えてもそれを思い出すことはできない。

「～～～～っ、夜でもないのに寝てられるか！」

　七紀は布団を撥はねのけて起き上がった。真っ昼間から眠ねむくもないのに横になっているから、妙みようなことを考えてしまうのだ。

　過ぎたことを悔くやんでも仕方ないし、思い出せないことはどうしようもない。もやもやとした気持ちは否いなめないけれど、いまは原稿の進行状況も気になる。

　加賀は仕事は一人でやると云っていたけれど、締め切りに間に合うとは到とう底てい思えない。そもそも、臨時のアシスタントを頼たのんだのは、現実的に人手が足りなかったからだ。

　少々気怠さはあるけれど、このくらいのことで大人しく寝ていられる性しよう分ぶんではない。七紀は服を着き替がえて寝しん室しつをあとにした。

（あれとこれとは別問題だ）

　自分にそう云い聞かせながら、仕事部屋になっているリビングのドアの前で、緊きん張ちようを解ほぐすために深呼吸する。

　正直、居たたまれなさはあるけれど、だからといってこれから顔を合わせずに過ごすわけにもいかない。思い切ってドアを開けると、加賀が驚おどろいた顔で振ふり返った。

「七紀？　今日は休んでろって云っただろ。俺一人で大丈夫だから心配すんな」

「心配するに決まってるだろ。締め切り前なのに、隆也さん放って寝てられると思う？　いいから原稿貸して」

　まっすぐに手を出して催さい促そくすると、加賀は毒気を抜かれた顔で目を瞬またたかせた。

「お前……」

「何ぼんやりしてるんだよ。背景入れるから早く」

「じゃあ、頼む」

　毒気を抜かれた顔でペンの入りきらない原げん稿こう用よう紙しを差し出してきた加賀に、一応釘くぎを刺しておく。

「云っとくけど、まだ怒ってるんだからな！　これが終わったら、反省してもらうからね！」

　睨ねめつけながら云うと、加賀は小さく吹ふき出した。

「……お前ってホントお人ひと好よしだよなぁ」

　感心したように云われ、カチンとくる。

「隆也さんにだけは云われたくない！　無む駄だ口ぐち叩たたいてる暇ひまあったら手動かして」

「はいはい、すみません」

　口では謝っているけれど、笑いを必死に堪こらえていると云わんばかりの顔をしている。その表情が腹立たしい。

（何で俺のほうが気まずい気分にならなくちゃいけないんだよ！）

　理り不ふ尽じんさを感じながらも専用の机に向かい、無む理り矢や理り作業に没ぼつ頭とうした。







　　　　２







「───今日はここまで。来週がレポートの提出期限だから、忘れないように」

　教授が手元のノートを閉じると同時に、教室内が賑にぎやかになる。昼前ということもあって、空腹に耐たえていた学生も多かったらしく、学食へ誘さそい合う姿も多く見受けられた。

（俺も飯食って帰ろう）

　帰ると云っても、自宅にではなく加賀のところへ行く予定だ。

　この間の原稿は無事に締め切りに間に合った。居たたまれなさを払ふつ拭しよくしようと、ムキになって手を動かしていたせいか、いつになく作業時間が短かった気がする。お陰かげでいつもより少し余よ裕ゆうを持って仕上げることができた。

　一つ原稿が片づいたため、加賀はいまもう一つの連れん載さいのネームをやっている。しばらくアシスタントの仕事はないけれど、放っておくとキッチンが荒あれ放題になるし、洗せん濯たく物ものも溜たまってしまう。二日に一度は顔を出さないと、あとが大変なのだ。

（一応、怒ってたはずなんだけど……）

　三日間の修しゆ羅ら場ばを乗り越え、締め切りを無事に守れたことでほっとしてしまったせいで、それより前のことは何となく有う耶や無む耶やになってしまった。だが、先日の加賀の所行を許したわけでは決してない。

　あんなことをされて、何とも思わない人間などいるはずがない。しかも、相手は兄のように慕したっている相手だ。

　むしろ、そういう相手だったからこそショックな面もある。何より困こん惑わくしているのは、不快感一つ抱いていない自分自身にだった。

　あれ以来、目が合うだけで心臓が跳はね、指先が触ふれようものなら電流が走ったみたいに体が震ふるえる。風ふ呂ろ上あがりの加賀の半はん裸らもやけに意識してしまうし、下手へたをすると加賀と抱だき合っている夢まで見てしまう。

　七紀はこんなにも動どう揺ようしているにも拘かかわらず、加賀の態度にあまり変化は見られなかった。

　触れてくる回数が増えた気はするが、自分が意識するようになったからそう感じるだけかもしれないし、視線がよく合うのも見られているからではなく、自分が見てしまうせいだとも考えられる。

（ああもう、わけわかんない！）

　何であんなことをしたのか───加賀から、その明確な答えはまだ聞けていなかった。「したかったから」では何の答えにもなっていない。

　七紀の感覚では、ああいうことは好きな人同士でするものだと思っていた。けれど、『大人のつき合い』という言葉もあるくらいなのだから、恋れん愛あいとは違ちがった位置づけにある人もいるかもしれない。つまり、加賀がそういう考え方の持ち主であるという可能性もある。

　しかし、加賀がどういう人とつき合ってきたか、七紀は全く知らない。

　彼の口から色いろ恋こいの話を聞いたことは一度もないし、いつでも七紀と遊んでくれていた。よく考えてみたら、これまでにちゃんとした彼女がいたかどうかもわからない。しかし、七紀に触れてきたあの手管を思えば、それなりに経験を積んではいるのだろう。

（欲よつ求きゆう不ふ満まんだったとか？）

　だからと云いって、七紀を相手にしなければいけない理由が思いつかない。普ふ段だんはだらしないけれど、本当はカッコいいのだから、その気になれば彼女はできるはずだ。

　これまでに手伝いに来た女性のアシスタントは一人残らず加賀に逆上のぼせ上がり、仕事にならなくなったために辞やめてもらったほどなのだから。

　───何で、俺だったの？

　そういうふうに訊きいたら、自分の知りたいことを教えてもらえるだろうか。「したかったから」というのは行動の理由だ。七紀が訊きたいのは、何故なぜ『自分』を選んだのかだ。

　その場の勢いのようなものはあっただろうけれど、酔よっていたわけではないのだから、勢いだけで同性を抱けるとは思えない。

　でも、それは自分自身にも云えることだ。散々、嫌いやだと云っておきながら、やめてもらえるチャンスを自ら不意にしてしまった。

（流されやすいところはあるけどさ……）

　雰ふん囲い気きに流されただけ、では説明がつかない。あのときのことを思い出すだけで、茹ゆで上がってしまう。何日経たっても、指の感かん触しよくや熱っぽい眼まな差ざしがリアルに蘇よみがえってくる。なかったこととして振る舞まえればいいのだろうが、初体験をそうそう簡単に忘れることなどできやしない。

　熱くなった頰ほおを手の甲こうで擦こすってごまかしながら、板書を書き写し終わったノートをカバンの中にしまった。

　加賀がどういう気持ちでいるのかわからないけれど、このまま何となくなかったことになるのは、どうかと思う。とにかく、今日こそきちんと話をつけなければ。そして、二度とあんなことをしないようにと云っておかなくては。

　加賀にとっては取るに足らないことだったとしても、七紀としては簡単にできる行こう為いではない。ファーストキスを奪うばわれたことだけでも衝しよう撃げきなのに、一気に全すべてを奪われてしまったなんて、いまでも信じたくない。

　しかし、どう切り出したらいいのだろう。まともに目も合わせられなくなっているというのに、普ふ通つうに話すことなどできるだろうか。もしまたヘンな空気になったらと思うと、それも不安の種だった。

「どうしたらいいんだろ……」

「何か悩なやみごと？」

　ため息混じりに独り言を呟つぶやくと、同じ講義を取っている先せん輩ぱいに声をかけられた。

「あ、いえ、来週のレポートがまだできてないから、どうしようかなぁと思って」

　まさか聞かれていたとは思わず驚おどろいたけれど、何とかてきとうに云い繕つくろう。

（びっくりした……）

　のんびりと帰り支じ度たくをしていたため、もう周りには誰だれもいないと思っていた。独り言を他人に聞かれるのは、ちょっと気き恥はずかしい。

「そんなに難しく考えなくていいと思うよ。いい加減なものを出さなければ、単位を落とされることはないし。俺はもう終わらせたから、手伝おうか？」

　先輩は眼鏡めがねを指で押し上げながら協力を申し出てくれる。

「いえ！　そこまでしていただかなくても大だい丈じよう夫ぶです！」

　彼は何回目かの講義で隣となりの席になった人なのだが、すいぶんと親切でよくこうして気にかけてくれるのだ。

（そんなに俺、頼たよりなく見えるのかなぁ…）

　兄や幼なじみの女の子からは、ぼんやりしていると指し摘てきされる。加賀や加賀の担当編集者からはしっかりしていると褒ほめられる。いったい、どっちの評価が本当の自分なんだろう。

「じゃあ、俺が使った参考資料を貸してあげるよ。返すのはいつでもいいから」

「あ…ありがとうございます……」

　いまさら完成の目め処どはついているとも云えず、差し出された本を受け取った。厚こう意いを無下にするのは心苦しい。

「そうだ、今日時間ないかな？　飲み会でキャンセルが出たんだけど、柚原来ない？」

「あー…せっかくですけど、すみません。今日はバイトがあるんで」

　正確には、今日「も」だ。同じような遣やり取りを先々週あたりにした気がする。度たび々たび誘いを断るのも心苦しいけれど、気乗りのしない飲み会に参加するくらいなら、加賀の原げん稿こうの手伝いか自分の漫まん画がを描かいていたい。

　社交性のなさは自覚しているけれど、いまさら性格は変えようがない。七紀の気のない返事に、先輩はがっかりした様子で訊いてきた。

「バイトばっかしてるみたいだけど、学費でも自分で稼かせいでるの？」

「いや、その、知り合いの仕事を手伝ってて……」

　漫画家のアシスタントをしていると話すと説明が面めん倒どうになるため、言葉を濁にごす。加賀の作品はテレビドラマにもなったため、漫画を読まない層でも知っている人は多いと思うが、彼の名前は出したくなかった。

（ヘンに興味持たれても困るし）

　高校生のとき、加賀が知り合いだと漏もらしたら、同級生からしつこく紹しよう介かいしてくれと云われたことがある。連載を始めたばかりで余裕のなかった加賀を困らせたくなくてどうにか断ったけれど、あれ以来、不用意な発言をしないよう心がけている。

「自営業か何か？　学生だからって、安くこき使われてるんだろ。たまには休みもらって遊びに行けよ」

「あー…そうですね」

　アシスタント代は充じゆう分ぶんすぎるほどもらっているけれど、それを詳くわしく話すわけにもいかないため、笑ってごまかした。

（遊びに行きたいとこもないし、欲しいものも本と画材くらいしかないしなぁ……）

　基本的に人込みが苦手なので、テーマパークなどにも行きたいとは思えない。遊園地などより、むしろ閑かん散さんとしている動物園でスケッチをしているのが好きだ。人見知りするため、飲み会は苦手だし、一応まだ二十歳はたちにはなっていないので酒も飲めない。

　我ながら地味な性格だ。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、先輩は何故か照れた様子で切り出してきた。

「そうだ、あのさ、俺、柚原の携けい帯たい知らないんだけど、教えてくんない？　休講とかあったとき便利だろ」

「え、携帯ですか？　そうですね、そのほうが───」

「七紀！」

　いいですね、と云いかけたそのとき、自分を呼ぶ声が聞こえた。

　声をかけてきたのは、幼なじみの瑞みず香かだった。今日は膝ひざ丈たけのワンピースに白のダッフルコートを羽織っている。小首を傾かしげるその仕草に、高い位置で結んだ髪かみがふわりと揺ゆれた。

　一番親しい友人でもあり、姉のように頼りになる存在で、いまは同じ大学に通っている。小さな頃ころからずっと世話を焼いてもらっているせいで、七紀は彼女に頭が上がらなかった。

「こんなところにいたのね。いつまで私を待たせる気？」

「あ、ごめん」

　待ち合わせをしていたわけではないけれど、講義が終わっても校舎から出てこない七紀を心配して見に来てくれたのだろう。

「何か急ぎの用事ですか？」

　瑞香にそう問われた先輩は、気まずそうに謝った。多分、瑞香のことを七紀の彼女なのだと思っているのだろう。そう周囲に思わせていたほうがヘンな虫は寄ってこないからと、大学入学時に瑞香が提案してきたのだ。

「いや、別にいつでもいいんだ。ごめん、柚原を引き留めちゃって」

　そそくさと立ち去った彼の後ろ姿が見えなくなると、瑞香はがらりと態度を変え、大げさにため息をついた。

「これだから、目を離はなせないのよね。やっぱり、同じ講義を取っておくんだった」

「え、何が？」

　苛いら立だった様子で云いう瑞香に、七紀は目を瞬またたく。自分は何か彼女の気に障さわるようなことをしただろうか。

「いまの彼、明らかに七紀狙ねらいじゃない。下心見え見えの目だったもん」

「そ、そうだった？　全然気づかなかった……」

　いつもやけに親切にしてくれるとは思っていたけれど、まさか彼にまでそういう目で見られているとは思わなかった。

　今日はいつもよりちょっと強ごう引いんな気はしたけれど、他意があるとは思えなかった。

「しっかりしてよ。でも、みんな七紀のそういうぽやぽやしてるところに弱いのよね、きっと」

「すみません……」

　一応、自分がその気のある人間に目をつけられやすいことは自覚していて、気をつけてはいるけれど、あからさまな態度を取られないと自分ではわからない。常に瑞香に鈍にぶい鈍いと云われているが、これでは否定もできない。

「そんなふうに悩ましい顔してたら、食べて下さいって云ってるようなものじゃないの」

「え…？」

　瑞香の言葉に、胸がひやりとする。加賀に食べられてしまったことが瑞香にバレることはないだろうけれど、何となくイケナイことをしてしまったようで後ろめたい。

「もう、自覚がないから困るのよ！　だいたい、どうして男って下心丸出しの顔で近づくわけ？」

「男がみんなそうってわけじゃないと思うけど…。ほら、ウチの兄ちゃんとかさ」

　一応、七紀も男だけれど、瑞香曰いわく、下心丸出しの顔で近づかれている立場では答えようがない。

「そりゃそうよ。葉月さんは紳しん士しで上品だもん」

「あー…」

　七紀の兄、葉月は弟の目から見ても完かん璧ぺきな人間だと思う。成績は優ゆう秀しゆう、運動もできて高校生のときは剣けん道どう部の主将を務めていたくらいだ。

（俺とはちっとも似てないんだよな）

　目元や口元など、パーツだけを見れば似ていると云えるかもしれないけれど、それぞれの性格のせいか、雰ふん囲い気きが全然違ちがう。

　性格も穏おだやかで優やさしくて、五歳も下の出来の悪い弟の面倒もよくみてくれている。社会人になったいまは家を出て一人暮らしをしているけれど、ちょくちょく顔を見せに帰ってきてくれるし、たまに食事などにも連れて行ってくれる。

　瑞香はそんな葉月に、小さな頃から憧あこがれている。七紀の世話を焼いてくれるのも、彼から「七紀のことをよろしくね」と云われているせいもあるだろう。

　小学生の頃、葉月の言葉を真に受け、強くならなければと思って空手を習い始めたりもした。そのため、見た目の華きや奢しやさに反してかなり強かったりする。

　七紀も一いつ緒しよに習いに行ってみたけれど、めきめきと上達していく瑞香に気け圧おされてすぐに辞やめてしまった。

　女の子に守られているなんて情けないと落ち込んだこともあるけれど、瑞香に「葉月さんに会う大義名分なんだから、七紀に強くなられたら困る」と云われてから、まあいいか、と思うようになった。根は楽観的なのだ。

「今日も加賀さんのところに行くの？」

「うん、アシスタントの仕事はいまはないけど、洗せん濯たく物ものが溜たまってたから。あと、ご飯も作らないとまともな食事してくれないし」

「何だかアシスタントって云うより、奥さんみたいね。いっそ、お嫁よめさんにしてもらったら？　七紀なら似合うんじゃない？　ウエディングドレス」

「はあ!?」

「いいと思うけど、永久就職」

「なっ、バカ、何云ってんだよ！」

　瑞香のからかいの言葉に思い切り狼狽うろたえて、声が上うわ擦ずってしまう。冗じよう談だんを云っているのはわかっているが、いまは何となく洒落しやれにならない。

「いいじゃない、永久就職。あ～私も葉月さんと結けつ婚こん式しきしたい！　素す敵てきだろうなぁ、白いタキシードの葉月さん……」

　瑞香が自分の妄もう想そうの世界へトリップしてしまったため、動どう揺ようを深く追つい及きゆうされずにすんでほっとした。

（あんな人のところに永久就職なんて冗談じゃない…）

　自分は誰だれかに養ってもらうつもりはないし、主夫をして暮らしていくつもりもない。第一、あんなだらしない人の面めん倒どうを一生見ていくなんてまっぴらだ。

　しかし、内心憤ふん慨がいしながらも、否定しきれない面があることも自覚していた。

　食事も洗濯も掃そう除じもしていて、お金の管理もある程度任されている。その上、体の関係も持ってしまった。瑞香の云うように『奥さん』の条件は満たしてしまっている。

（いや！　あれは隆也さんが無む理り矢や理り…！）

　自分に云い訳するが、加賀だけを悪者にもできない。最後まで抱だかれたのは一度だけだが、不意打ちでキスされたりするのを拒こばみきれない自分がいることもわかっている。

（やっぱ、流されやすいのかも……）

　瑞香が男なら相談もできるかもしれないが、残念ながら女の子なのだ。

「……ちょっと真面目まじめに聞いてる？」

「え、あ、ごめん、ぼーっとしてた」

「もう！　私が理想の将来像を聞かせてあげてたっていうのに」

　瑞香は性格はさばさばしているくせに、けっこう夢見がちなところがある。かと思えば、現実的なことを云い出したりもするから、女の子は難しい。

（こっちの考えてることはすぐ見み抜ぬかれるのになぁ）

　それは自分が単純すぎるせいかもしれないが。

「真面目に聞くから、どっかお昼食べに行こうよ。お詫わびにご馳ち走そうするからさ」

「じゃあ、許してあげる。あ、期間限定のハンバーガー食べに行きたい！」

「わかった」

　すぐに機き嫌げんを直してくれた瑞香にほっとしながら、二人で大学をあとにした。










「おじゃましまーす」

　いつもより少し緊きん張ちようしながら、合い鍵かぎで加賀の家に上がり込む。加賀が一人暮らしを始めてからずっと通ってきているため、ここはすでに二つ目の実家のような感覚だ。

　多分、加賀よりも七紀のほうが家の中のことに詳くわしいだろう。調理器具や洗せん剤ざいの置いてある場所、食洗機の使い方など、七紀がいなければ何もわからないはずだ。

（料理なんてしないから困らないだろうけど）

　せめて、ご飯くらい炊たけるようになってくれればいいのだが、加賀が自主的にやることはないだろう。そもそも、加賀が家事にマメだったら、七紀があれこれ世話を焼く必要はない。

「隆也さん、ハンバーガー買ってきたけど───あ、御み法のり川かわさん、こんにちは」

　平静を装いながら仕事部屋になっているリビングに顔を出すと、加賀の担当編集者である御法川彰あき之ゆきが来ていた。

　彼は兄や加賀と高校の同級生で、七紀とも長いつき合いだ。加賀が漫まん画が家かとしてデビューしたことで出版に興味を持ち、いまの会社に入ったと聞いている。

　丁てい寧ねいな口調で物もの腰ごしの柔やわらかい、加賀とは対照的なタイプで、声を荒あららげて怒おこるようなところは見たことがない。メタルフレームの眼鏡めがねが理知的な雰囲気を醸かもし出しているけれど、加賀に云わせれば「見た目だけだ」そうだ。

「七紀くん、こんにちは」

「えーと、御法川さんも食べますか？」

　一応訊きいてみたけれど、御法川から返事が来る前に加賀が寄よ越こせと云わんばかりに手を伸のばしてきた。

「こいつにやる必要はない」

　ファストフードの袋ふくろを当たり前のように受け取り、ハンバーガーやポテトを食べ始める。その様子に啞あ然ぜんとしていると、御法川が苦く笑しようしながら教えてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は食べてきたから。こいつは腹空すかしてたみたいだから食わせてやってよ。さっきからすごい音立てててさ」

「え、隆也さん何にも食べてないの!?　これ、おやつのつもりで買ってきたんだけど……ていうか、一昨日おととい作っていったカレーは？」

「昨日全部食った」

「あんなにいっぱいあったのに……」

　加賀がプロットやネームをしているときは邪じや魔まにならないよう、ここへ来るのを控ひかえている。その間の食事を事前に作り置きしていくのだが、今回はずいぶんと消費が早かったらしい。

　こんなことなら、スーパーに寄ってきたほうがよかっただろうか。

「走り込みしてきたから腹減ったんだよ」

「だったら、冷れい凍とう庫この中のもの食べればいいじゃん」

「仕方ねぇだろ、七紀の作った飯以外食いたくなかったんだから」

「そんなこと云いってハンバーガー食べてたら本末転倒だと思うけど……」

「七紀がいれば問題ない。それより、お茶淹いれてくれ。インスタントコーヒーはもう飽あきた」

「……もう、わけわかんないんだけど。あ、御法川さんもお茶飲みますか？」

　きっと何を云っても屁へ理り屈くつで返されるだろうと反論を諦あきらめ、横で自分たちの遣やり取りを見守っていた御法川に声をかける。

「お願いできるかな。そうだ、七紀くん。よかったらこれ、お茶ちや請うけにどうぞ」

「わ、ありがとうございます！　いつもいつもすみません」

　御法川が持ってきてくれたのは、バウムクーヘンだった。たしか、瑞香が並ばないと買えないと云っていた評判の店のものだ。

「いえいえ、こちらこそいつもお世話になってます」

　二人で頭を下げ合っていると、ハンバーガーをあっという間に食べ終わった加賀が不満そうな顔をしていた。

「何で七紀に渡わたすんだよ」

「だって、彼がいなかったら君の原げん稿こうは上がらないだろ？　まさか、世話になってるつもりはないとか云わないよね」

「…………」

　御法川に云い返され、加賀が押し黙だまる。

　基本的にわがままで口の悪い加賀だが、御法川に口答えするとやり込められるのがわかっているため反論できないのだろう。

（御法川さんといい、兄ちゃんといい、何か弱みでも握にぎってんのかな）

　以前、担当していた編集者とは揉もめることが多かったけれど、御法川に変わってからはそういったことは一いつ切さいない。高校からのつき合いの彼は、加賀のコントロールのコツを知っているようだ。

　お茶を淹れに行こうとしたら、御法川が思い出したかのように訊たずねてきた。

「そうだ、七紀くんはもう聞いた？」

「何がですか？」

「秋しゆう芳ほう社しや漫画賞の話」

「えっ、もしかして、もう結果出たんですか!?」

　御法川の表情から、悪いニュースではないことがわかる。身を乗り出して聞こうとすると、何故なぜか加賀が慌あわてて遮さえぎろうとしてきた。

「おい、御法川！　それは俺があとで───」

「何もったいぶってるんだか。昨日の夜、受賞が決まったんだよ。正式な発表はこれからになるけどね」

「受賞って、もしかして大賞ですか!?」

「そう。優ゆう秀しゆう賞でも審しん査さ員特別賞でもなく、大賞。加賀が一番ってこと」

　驚おどろきを隠かくせない七紀に、御法川はまるで自分のことのように誇ほこらしげに告げた。

　秋芳社漫画賞とは雑誌の投とう稿こう窓口である新人賞とは違ちがい、権けん威いある賞だ。その候補に加賀がノミネートされたのは、しばらく前のことだ。

　過去一年間に雑誌、新聞、コミックスなどで発表された作品を対象としているため、過去の受賞作は主に連れん載さい中の作品が多くを占しめている。そんな大きな賞の候補に挙がっていると聞いたときも驚いたけれど、本当に受賞してしまうなんて、改めて加賀はすごいと思う。

（隆也さんのが一番面おも白しろいって思ってたけど）

　それでも、受賞が決まったことは純じゆん粋すいに嬉うれしい。加賀のほうを見たら、柄がらにもなく照れくさそうにしていた。

「すごいね！　おめでとう！」

「……おう」

　普ふ段だんは「俺の漫画が面白くないわけがない」などと横おう柄へいなことを云っているけれど、こうして受賞という形で認められることは加賀にとっても嬉しいのだろう。

　衣食住はだらしないし、時間にはルーズでわがままも多いけれど、やっぱりクリエーターとしては一流なのだ。世間では奇き才さいだの天才だのと云われているけれど、七紀は彼が努力していることも知っている。

　いつでもアンテナを張り巡めぐらせていて流行はやりには敏びん感かんだし、古典から新作まで、漫画だけでなくあらゆる種類の映画や小説に目を通し、興味を持ったことは後先考えずに体験しに行く。

　そういったことに問答無用でつき合わされる自分にしてみたら迷めい惑わくなときもあるけれど、それが漫画家・加賀隆也を作っているのだとしたら文句を云う気にはなれなかった。

「すぐ教えてくれればよかったのに」

「直接云いたかったんだよ。結局、こいつに先に云われたけどな」

　こんなことなら電話するんだった、とぶつぶつ文句を云っている。

　どうやら、七紀が驚くところを直じかに見たかったらしい。思おも惑わくが外れて不ふ貞て腐くされているけれど、そんなふうに思っていてくれたのかとくすぐったい気持ちになった。

「ほら、拗すねてないで打ち合わせするよ」

「はいはい」

「ネームはどこまでできた？」

「大まかな部分はできてるけど、ちょっと相談したいところがあるんだ。ラストの決めのシーン、二パターン描かいてみたんだが、どっちがいい？」

「うーん、大ゴマ取ってるこっちのほうが目を惹ひくけど、台詞せりふ回まわしはこっちのほうがいい気がする。この前のページのここを削けずって、こっちにその台詞を持ってきたらどうだ？」

「ああ、なるほど。それなら、このコマも───」

　二人でネームについて話し合っている様子を横で見ていて、つい見み蕩とれてしまった。

（こういうときだけはカッコいいんだよな……）　>>>♥

　素す直なおに認めるのは悔くやしいけれど、やっぱり憧あこがれの人なんだと再認にん識しきした。

　御法川に対して文句ばかり云っている加賀だが、打ち合わせのときはいつになく真しん剣けんになる。普段のだらしない姿のときとは中身が入れ替かわってるのではないかと思うほど、表情もきりりとしている。

（……何で今日はこんなにドキドキするんだ？）

　いつもとは違って、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打ち、顔のあたりが熱くなってきた。何となくその理由に気づいてはいるけれど、認めたくなくてキッチンへと逃にげ込んだ。

　動どう揺ようを押し隠そうと、お茶の準備に集中しようとする。だが、そうしている間もどうしても耳に彼らの会話が入ってきてしまう。

「次は巻頭カラーだからな。締しめ切り早いから気をつけろよ」

「わかってるって。見開きに受賞の煽あおりをでかく入れるんだろ？　昨日、散々聞いたって」

　御法川はいつも落ち着いていて、テンションが変わることのない人だけれど、担当として加賀の受賞に浮うかれているのだろう。

「この機会に既き刊かんも宣伝して売らないとな。そういえば、本当に新しいアシスタントを手配しなくていいのか？」

　アシスタントという単語に、七紀は思わずぎくりとした。

　御法川は、七紀のせいで新しいアシスタントを追い出すことになったことを知っているのだろうか。

（ていうか、だいたいいつも俺のせいなんだけど……）

　七紀にばかりちょっかいを出してきて仕事が進まなかったり、中谷のように態度が急変したりするせいで、加賀のところにはアシスタントが居着かない。

　中には腕うでもよくまともな人もいたのだが、そういう人に限ってすぐにデビューが決まり、アシスタントを卒業していってしまう。

　男性ばかりに来てもらっているのがいけないのかと思い、女性に来てもらっていた時期もあったのだが、そのときは加賀に夢中になってしまい、水面下で牽けん制せいのし合いが始まり、仕事にならなくなってしまったので辞やめてもらった。

「いらん。この間だって締め切りに間に合わせただろうが」

「毎回調子がいいってわけじゃないんだから、保険をかけておくって意味でも───」

「しつこいな。俺が必要ないって云いってるんだからいいんだよ。こないだのやつだって、背景描けるって云うから来てもらったのに、パースの取り方もわからないって云いやがったんだぞ」

「あー、彼のことはごめん。サンプルが描けてたから大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだけど、あとで聞いたら写真トレースで二日かかってるって云われてさ」

「笑いごとじゃねーだろ。とにかく、いまは補ほ充じゆうは必要ない」

　加賀は補充は必要ないと云っているけれど、毎回スケジュールはぎりぎりだった。トーンなどの少ない画風だから何とかなっているものの、余よ裕ゆうがあるに越こしたことはない。

　連載を二本抱かかえている加賀が仕事から離はなれられるのは、買い物に出ているときくらいだ。睡すい眠みんすら、仕事のために決まった時間だけきっかり眠ねむるという生活だ。よほど漫画を描くことが好きでなければ、漫画家なんて仕事はできないと思う。

　加賀は家事一つまともにできないダメ人間だが、仕事だけは手を抜ぬかない。色々とわがままや無む茶ちやなことを云って七紀や担当編集者を困らせはするけれど、締め切りを破ったり落としたりしたことは一度もない。そういった仕事に対する姿勢は、さすがプロだと思う。

　行き詰づまったときなど、ふらりと出かけて行方ゆくえ不明になることがあっても、戻もどってきたときにはネームが完成していたりする。

　服を脱ぬぎ散らかしたり、夜中にいきなり手作りのプリンが食べたいと云い出したり、編集者から逃げるために黙だまっていなくなったりするのはどうにかして欲しいけれど。

「お前がそこまで云うなら俺も何も云わないけど、やばくなったら正直に云えよ。最悪、ベタくらいなら塗ぬりにきてやるから」

「遠えん慮りよしとく。お前、平気ではみ出して塗るじゃないか。ウチは七紀さえいればいいんだよ」

「そりゃ、七紀くんは優秀なアシスタントだけど、いつまでも頼たよってるのはどうかと思うよ」

「……わかってるよ。いつまでもこの状じよう況きようを続けるつもりでいるわけじゃない」

　加賀の殊しゆ勝しような返答に驚き、七紀は手にしていた茶ちや筒づつを落としてしまった。茶葉の散らばったキッチン台の上を慌てて布ふ巾きんで綺き麗れいにしつつも、動揺していた。

　いつまでもこのままではいられないことは頭ではわかっていたけれど、加賀の口からそういった言葉が出てきたことがショックだったのかもしれない。

（確かに、いつまでもこのままってわけにはいかないよな……）

　いつかは独り立ちしなければいけない。だけど、七紀の中ではそれが加賀の傍そばを離れることと結びついていなかった。

　現実問題として、そろそろ本気で将来のことについて考えなければならない。

　就職するなら、そろそろ就職活動の準備をしなければならないだろうし、かといって漫画家になる夢はまだ捨てられない。しかし、過去に一度持ち込みをしたときは散々な評価だった。

　しばらくペンを握にぎる気も起きなくなるほどボロクソに云われ、兄や加賀に心配されたものだ。あれ以来、個人的な趣しゆ味みでネームを練ったりはしているけれど、投とう稿こう作品は描いていない。

（……時間がないせいもあるけど）

　七紀が大学生になってから、加賀の仕事も忙いそがしくなった。学業とアシスタントを両立させていると、自分の原稿にかけられる時間がなくなってしまう。それもあって、いまは色んな意味でも勉強をする時期なのだと思うようにしていた。

　しかし、もう少し自信がついたら、暇ひまができたら、と思ううちに時間が過ぎていく。迷いなど微み塵じんも感じさせない加賀をすぐ近くで見ていると、自分には漫画家など務まらないのではないだろうかと不安に思うこともあった。

　漫画家としてデビューするまでも大変だけれど、もしデビューできたとしても、仕事を続けていく大変さはずっと加賀を見てきたから知っている。フリーでやっていく精神力が自分にあるのかどうか、それも心こころ許もとない。

　ため息をつきかけたそのとき、ヤカンがピーッと派手な音を立てた。

「わ……っ」

　我に返った七紀は、ネガティブになりがちな思考を振ふり払はらう。

　加賀のアシスタントだっていますぐ辞めるわけではないし、投稿だって何度もチャレンジしてみなければ結果は出ない。何だかんだと自分に云い訳をして足あし踏ぶみしているのは、踏み出して失敗するのが怖こわいだけなのだ。

（自分にできることから始めるしかないよな）

　運動も勉強もそこそこしかできないのだから、できることをがんばるしかない。前向きな気持ちを取り戻した七紀は、胸むな元もとで小さくガッツポーズをして自分に気合いを入れた。

　お茶を淹いれて二人のところへ持っていくと、秋芳社漫画賞の授賞式についての話をしていた。ネームの打ち合わせは一段落したらしい。

「詳くわしい日時がわかったら連れん絡らくする。授賞式のあと、軽い立食パーティーがあるから、そのときに選考委員の先生方にきちんとお礼云うんだぞ」

「わかってるよ、そのくらい」

「あと、名めい刺しも持ってこいよ。主役がもらいっぱなしじゃ話にならないからな」

「名刺ねぇ……」

　加賀の返答には何のやる気も感じられない。

　受賞自体は嬉うれしかったようだが、式典などは億おつ劫くうなようだ。さっきまでの真剣な面おも持もちが噓うそのように、いまは怠だるそうにしている。

「そうそう。チェック入れるから、週明けまでにスピーチの原稿考えておいて」

「スピーチなんかやるのか？　めんどくせぇなぁ……」

「カッコいいところを見せて見直してもらうチャンスなんだから、ここはがんばるところなんじゃない？」

「……見直してくれると思うか？」

　いちいち怠そうにしていた加賀だったが、御法川の言葉に何故なぜか居住まいを正した。

「スピーチの出来次し第だいかな。たまにはビシッと決めたところを見せたほうがいいと思わないか？」

「わかった。何とかする」

「……？」

　七紀には二人の会話の意味がよくわからなかった。加賀はいったい誰だれに見直してもらいたいのだろうか。

　しかし、そこまで意識している相手なんて思い当たらない。誰の前でもほとんど態度を変えることはないような人なのに。

（違ちがうとしても、俺の前じゃとくにだらしないってくらいだもんな）

　素すの姿を見せられるくらい気を許しているのだと云えば聞こえはいいけれど、それはただ単につき合いが長いせいだ。

　修しゆ羅ら場ば明けのダメ人間っぷりは、きっと御法川も知らないだろう。それまで張り詰つめさせていた気持ちが一気に緩ゆるむせいか、まともに会話が成立しないときさえあるくらいだ。

「その意気、その意気。ついでにネームの直しもよろしく。面おも白しろいって云ってもらえるもの描かかないとな」

「当たり前だろ」

　御法川からの言葉に、加賀は鷹おう揚ように返す。「面白いものを描け」だなんて、自分が云われたらプレッシャーに感じてその場に立ち竦すくんでしまいそうだ。

「じゃあ、俺はそろそろ戻るな。七紀くん、加賀のことお願いします。ちゃんと仕事するよう、見張っておいて」

「あ、はい」

「お前が七紀に命令すんな！」

「命令じゃないよ、頼たのんでるだけ。お前を思っての親心だっていうのに……」

「俺はお前に育てられた覚えはない。帰るならさっさと帰れ」

「はいはい。わかりましたよ」

　加賀の口の悪さを気に留とめる様子もなく、御法川は慣れた様子で笑っている。初めのうちはハラハラしたけれど、これが二人のコミュニケーションの仕方なのだとわかってからは大人しく見守ることにしている。

「あ、七紀くん、葉月にもよろしく。暇があったら飲みに行こうって云いっておいて下さい」

「伝えておきます。お疲つかれ様でした」

　御法川を玄げん関かんまで見送ってから仕事部屋に戻ると、さっき打ち合わせをしていたネームをがりがりと直していた。

　邪じや魔まをしてはいけないだろうとキッチンへ引っ込もうとしたら、加賀に呼び止められた。

「そうだ、七紀。明日大学昼までだろ？　ちょっとつき合えよ」

「何に？」

　つき合えと云われなくとも、ここには来るつもりでいた。

「買い物。授賞式に出るならまともな服買わないとなんねーだろ」

「そっか、そうだよね……」

　加賀の持っている服は、Ｔシャツとジーパンとジャージがほとんどだ。どこかにジャケットらしきものがしまってあるはずだけれど、すでに古い型になってしまっているだろう。

　漫画家なのだから殊こと更さらめかし込む必要はないが、あまりにラフすぎるのは審しん査さ員の先生方の心証を悪くするかもしれない。

「よくわかんねぇから、お前選んで」

「えっ、俺だってよくわかんないよ！」

　普ふ段だんの加賀よりはマシなセンスをしているかもしれないが、ファッションに詳しいわけではないため、選べと云われても困ってしまう。

　そもそも、どこに買いに行けばいいのかもわからない。兄の葉月か瑞香に相談しておいたほうがいいかもしれない。

「いいんだよ、お前がよければ。待ち合わせはＳ駅の改札前に二時な。遅おくれんなよ」

「それはこっちの台詞せりふだっ」

　いつも遅ち刻こくするのはどっちだと思ってるんだよとぶつぶつ云いながらも、加賀の誘さそいは嬉しかった。

（隆也さんと出かけるなんて、すごく久しぶりかも）

　そう思ったら、何だか楽しみになってきた。

　昔はよく二人で漫画の新刊を書店に買いに行ったり、画材を見に行ったりしていたのだが、加賀がデビューしてからはもっぱら七紀が買い出しの役目を担になっている。加賀が自ら外出するのは、煙草たばこを買いに行くときとネームに詰まったときくらいだ。

「ついでに飯でも食いに行こうぜ。夕飯に好きなもん食わせてやるよ」

「じゃあ、中ちゆう華か！　テーブルが回るやつ！」

「おし、任せとけ」

　約束を交かわした七紀は上じよう機き嫌げんでキッチンへ行き、冷蔵庫の中の残り物で何が作れるかと思案し始める。野菜の種類を確かく認にんしながら、ふと思い出した。

（そういえば俺、隆也さんに怒おこってたんじゃなかったっけ…？）

　秋芳社漫画賞の話などに気を取られているうちに、すっかり頭の隅すみに追いやられていた。

　どうでもよくなったわけではないけれど、いまさら蒸むし返すのも気まずいし、どう切り出していいかもわからない。

　加賀のほうは、まるでこの間のことなんてなかったかのような顔をしている。七紀にとっては世界がひっくり返るくらいの衝しよう撃げきのできごとだったけれど、加賀にしてみたら大したことではないのかもしれない。

　あのとき、加賀は自分の云いつけを守らなかった七紀に怒っていた。やはり、あれは世間知らずで警けい戒かい心の薄うすい七紀へのお仕置きでしかなかったのかもしれない。

　だからこそ、加賀はもう『なかったこと』として振る舞まっているのだとしたら、自分から話題に出したらやぶ蛇へびになる可能性もある。

　そう考えると加賀と同じように、忘れたふりをしているのが一番いいのかもしれない。

「───うん、そうだよな」

　胸のあたりがもやもやとしたけれど、七紀は無む理り矢や理り自分に云い聞かせた。
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　掲けい示じ板ばんの前に立っていたら、腰こしのあたりに拳こぶしが当たる感かん触しよくがした。自分にこんなことをしてくるのは一人しかいない。振ふり返ると、予想通り瑞香が立っていた。

「何してるの？」

「休講の確認。瑞香はこの時間、講義入ってなかったっけ？」

「いきなり休講になって時間が空いちゃったから時間潰つぶしてたの。七紀はもう終わりだよね？」

「うん。図書館寄ってから帰ろうかと思って」

　加賀との待ち合わせにはまだ少し時間があるため、大学内の図書館に行ってレポート用の参考書を借りてくるつもりだった。

「今日も加賀さんとこ？」

「隆也さんの手伝いはないけど、買い物につき合うことになってる」

「そっか。暇ひまなら時間潰すのにつき合ってもらおうと思ったんだけど、用があるならいいや」

「まだ少し余よ裕ゆうあるから、三十分くらいならつき合えるけど。図書館はまた今度でもいいし、瑞香に相談したいことがあるんだ」

　瑞香の顔を見ていて思い出した。加賀の服を買いに行くに当たってのアドバイスをもらおうと思っていたのだ。

　中学生の頃ころまでは男子とそう変わらない格好をしていた瑞香も高校に上がってからお洒落しやれに気き遣づかうようになった。メンズファッションについて詳くわしいわけではないだろうが、七紀よりは知識があるだろう。

「じゃあ、学食行こっか？」

　二人で校舎の斜ななめ前にある学生食堂へと向かった。もう講義が始まっている時間だから、席は空いているだろう。

「あ、私、飲み物買ってくる」

「俺も喉のど渇かわいたから、買いに行ってくるよ。瑞香は席取っといて。いちごオレでいい？」

「うん、じゃあお願い！」

　長いつき合いのため、お互たがいの好みは熟知している。

　外の自じ動どう販はん売ばい機きコーナーで紙パックのいちごオレとカフェオレを買い、学食の中へ向かおうとしかけたそのとき、誰だれかが七紀に声をかけてきた。

「柚原くん、ちょうどよかった」

「あ、こんにちは」

　自動販売機の前で声をかけてきたのは、七紀が履り修しゆうしている現代美術史の講師をしている白しら川かわだった。前々から七紀に目をかけてくれていて、よくこうして声をかけてくる。

（あんまり真面目まじめな学生でもないのにな……）

　加賀のアシスタントを優先しがちなため、進級に困らない程度の講義しか取っていない。講義自体は真面目に受けているけれど、修しゆ羅ら場ば中はよく自主休講することもある。とくに必修ではない現代美術史は個人的な興味から履修していて、サボることも少なくないのだが。

「この間のレポートよかったよ。君のが一番読み応ごたえがあった」

「あ、ありがとうございます」

　講義を休みがちなぶん、せめてレポートには力を入れようと思って書いたせいで、彼の目に留まったのかもしれない。

「ああいった題材に興味があるなら、僕の研究室に遊びにおいで。なかなか出回ってない資料があるから、見せてあげるよ」

　親しげに誘いをかけられ、困こん惑わくする。七紀よりも熱心な学生は他ほかにいるし、珍めずらしい資料を持っているのなら七紀一人ではなく講義を取っている学生全員に見せるべきではないだろうか。

「ええと、そうですね、そのうち機会があったら……」

　そこまで興味があるわけでもなかったので、曖あい昧まいな言葉でお茶を濁にごす。すると、彼は残念そうな顔をした。

「今日は忙いそがしいの？」

「あ、はい、ちょっと用事があって」

「いつでもいいから声かけて。何なら、次の講義のあとはどう？　あ、どうしてもってわけじゃないから、気が向いたらでいいんだ」

「はあ……」

　そろそろ解放してもらえないだろうかと落ち着かない気分になっている七紀に、彼は胸むな元もとから取り出したチケットらしきものを差し出してくる。

「そうだ、現代美術の展覧会のチケットが余ってるんだけど行かないかい？　今週末までなんだけど、あまり現代美術に興味がある学生がいなくてね」

「ええと、すみません。お気持ちは嬉うれしいんですが、俺は行けるかどうかわからないので、よかったら他の子にあげて下さい」

「チケットならたくさんあるから遠えん慮りよしないでいいよ。僕は土曜日に顔を出すつもりなんだけど、もしよければ───」

「いえ、本当にけっこうですから！　すみません、いま友達待たせてるんで…っ」

　このままでは埒らちがあかないと判断した七紀は、申し訳ないと思いつつ、一方的に会話を打ち切った。講師の覚えが悪くなるのはあまりいいことではないけれど、瑞香をこれ以上待たせるわけにはいかない。

「ゆ、柚原くん」

　ぺこりと頭を下げて踵きびすを返すと、呼び止める声が追いかけてきた。けれど、聞こえないふりで学食へと逃にげ込んだ。

　あたりを見回して瑞香の姿を捜さがすと、窓まど際ぎわの丸テーブルで退たい屈くつそうな顔で七紀を待ち侘わびていた。早足で彼女の下もとへと急ぎ、いちごオレを渡わたしながら謝った。

「ごめん、遅おそくなって……」

「もしかして、自販機並んでた？」

「いや、人はいなかったんだけど、現代美術史の先生に摑つかまっちゃって…。レポートを褒ほめてもらったんだけど、話が長くてさ」

　瑞香の隣となりの椅い子すに入り口に背を向けて腰を下ろしながら事情を話すと、瑞香は途と端たんに渋しぶい顔になった。

「やっぱり私が買いに行けばよかった……。その先生も七紀狙ねらいなんじゃないの？」

「そ、そんなことないと思うけど……」

「下心がなさそうならいいんだけど。気をつけなさいよ。もし研究室なんかに呼ばれることがあったら、絶対に一人で行かないこと。わかった？」

「う、うん…」

　すでに誘さそわれたとは云いい出しにくくなってしまった。やはり、彼も七紀のことをそういう目で見ているのだろうか。違ちがうと思いたいけれど、自分の目は当てにならない。居たたまれなさをごまかすために、七紀は自分からわざとらしく話題を変えた。

「あ、そうだ、大ニュースがあるんだ」

「大ニュース？」

「隆也さんが秋芳社漫まん画が賞の大賞を受賞したんだ！」

「秋芳社漫画賞受賞？　それってすごいの？」

　紙パックのいちごオレを飲みながら瑞香が首を傾かしげた。驚おどろいてくれるだろうと思っていた七紀は肩かたすかしを食ったけれど、めげずにそのすごさをアピールする。

「すごいよ！　すごくすごいんだってば！」

　ピンとこない様子に苛いら立だちながらも、上手うまく説明できない自分ももどかしい。

　歴代の受賞者の名前を云ったところで、漫画に詳しいわけではない瑞香にはわからないだろうし、その成り立ちを語ったところで興味はないだろう。

「よくわからないけど、七紀が喜んでることだけはわかった。とりあえず、おめでとうって伝えておいて」

「……ありがとう。って、俺が礼を云うことじゃないんだけどさ」

「でも、よかったね。私は漫画のことはよくわかんないけど、加賀さんの描かいてる話は面おも白しろいと思うし」

　初めのうちこそ、七紀が手伝っているのだからという理由で買ってくれていたのだが、最近は続きが気になるからと、純じゆん粋すいに作品のファンとして読んでくれている。

「でも、あんなにだらしない人が、あんなに細かい絵描けるなんていまでも信じられない」

「あはは……」

　瑞香には、猫ねこの手も借りたいほど酷ひどい進行の修羅場のときに、何度か簡単な作業を手伝ってもらったことがあるのだが、最近はこれ以上幻げん滅めつしたくないからと云って来てくれない。その気持ちは痛いほどわかるため、また来てくれとはなかなか云いづらい。

「でさ、その授賞式に着る服を買いに行くのにつき合うことになったんだけど、どこに買いに行けばいいと思う？」

　相談しようと思っていたことを思い出し、瑞香にアドバイスを求める。

「服？　加賀さんに好きなブランドとか、スタイルとか……ないわよね、きっと」

　修羅場中の悲ひ惨さんな姿を思い出したのか、瑞香は自分で答えを出した。こだわりがあるような人なら、高校のときのジャージを着続けてはいないはずだ。

　毎日同じ服ばかり着ているのを見かねて、量販店で日用品を買うついでにＴシャツなどを買ったりしているのだが、クローゼットの中身を入れ替かえても加賀が気づく様子はない。

「そうねぇ、無難にデパートに行くのがいいんじゃない？　色んなブランドが入ってるし、店員さんに聞けばコーディネイトもしてくれるから」

「そっか、デパートか。行く機会なんてないから、思いつかなかった」

　画材を買いに行くときに目の前を通り過ぎるけれど、中に入ったことは一度もない。何となく、場ば違ちがいな気がするのだ。

「元はいいんだから、たまには素材を活いかさないと！　背が高いんだし、スーツとか似合うんじゃない？」

「スーツかぁ。隆也さんがスーツ着てるところなんて想像つかないな……」

　加賀の高校は制服が学ランだったから、ネクタイを締しめているところは見たことがない。成人式も漫画の締め切りに追われていて参加していなかった。

「似合わなかったらやめればいいんだから、試着はしてもらってきてよ。私も見てみたいから、写真送ってね！」

　瑞香は受賞自体よりも、加賀の変身のほうに興味があるらしい。しかし、彼女の頼たのみを叶かなえるのはいささかハードルが高い。昔から写真に撮とられるのを極きよく端たんに嫌いやがっていて、卒業アルバムなどの記念写真は大たい抵てい仏ぶつ頂ちよう面づらで写っている。

　煽おだてに乗ってくれる人ではないから、気づいていない間に撮るしかないだろう。

「隆也さん写真撮らせてくれるかな……。授賞式のときにこっそり撮れればいいけど。あ、あとさ、何かお祝い買いたいんだけど、何がいいと思う？」

「七紀からなら、どんなものでも嬉しいんじゃない？」

「たしかに、何のこだわりもない人だけどさ……」

　できたら、気の利きいたものをプレゼントしたい。今回の記念になるようなものにしたいのだが、いいアイデアはなかなか思いつかないものだ。

「そういう意味じゃなくて、七紀がくれるってことが大事なんだってば」

「どういうこと…？」

　云われた意味が理解できずに目を瞬またたくと、瑞香は大げさにため息をついた。

「加賀さんも報むくわれないわね……。まあ、あれじゃ仕方ないか」

「報われないって何が？」

「何でもない、こっちの話。お祝いかぁ。加賀さんにお花あげても仕方ないしね。あ、スーツ買うなら、ネクタイは？　そのくらいなら、七紀にも買えるんじゃない？」

「あ、それいいかも」

　それなら一いつ緒しよに買い物してるときに目星をつけることができるし、授賞式でつけてもらえるかもしれない。

「ありがと、瑞香。参考になった」

「どういたしまして。このお礼は加賀さんの変身後の写真ね」

「何とかがんばるよ」

　もしかしたら、ずいぶん高くついてしまったのかもしれない。苦笑いをしていたら、リクルートスーツの集団が学食へと入ってきた。たしか今日は、三年向けの就職説明会が講堂で開かれていた。

「就活かぁ……。七紀は将来どうするの？」

　瑞香は憂ゆう鬱うつそうにため息をつき、七紀に話を振ふってきた。

「え？」

「ほら、この間、就活の説明会があったじゃない？……って、七紀はその日アシスタントで来られなかったんだっけ」

「うん、あとでプリントだけもらったけど……」

「もう下準備始めてる子もいるし、私もそろそろ下調べくらい始めようかなと思って。七紀はそのまま加賀さんのところの専属になるの？　それとも、漫画家になるの？」

　まさに七紀が悩なやんでいることそのものな問いかけに、一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせる。逡しゆん巡じゆんし、自分に云い聞かせている云い訳を口にした。

「……漫画家になれればいいけど、なりたいからなれるってものじゃないし」

　がんばれば確実に報われるという世界ではない。とくに加賀のような卓たく越えつした才能を間近で見ていると、それを強く思い知らされる。人よりも才能もセンスも持っている加賀でさえ、人一倍努力し、生活のほとんどを捧ささげるようにして漫画を描いている。そんな姿を見ていると、自分には無理なのではないだろうかと思ってしまうのだ。

「そうかなぁ？　七紀ならなれると思うけど。ほら、前に見せてくれた原げん稿こうあったじゃない。あれ、私好きだよ」

「でも、あれは持ち込みしたとき、あんまりいい評価をもらえなかったんだよね……」

　加賀の描いている雑誌のライバル誌と云いわれている雑誌の編集部に持ち込みをしたのだが、原稿を見てくれた編集者は、加賀の影えい響きようを受けている絵え柄がらがとくに気に入らなかったらしく、オリジナリティが見えないと歯に衣きぬを着せぬ言葉で「使えない」という評価を下してきた。

　すぐに採用されるなどとは露つゆとも思っていなかったけれど、あそこまで自分の描いていたものを全否定されたことはかなりショックだった。

「私はすごくいい話だったと思うけど？　七紀らしさが出てたし、主人公がカッコよかったし」

「ありがと。瑞香にそう云ってもらえると、少し自信持てる気がする」

「加賀さんは何て云ってたの？」

「隆也さんには見せてない」

「どうして？　加賀さんなら、的確なアドバイスをしてくれるんじゃないの？」

「そうだろうけど、何か恥はずかしくて」

　漫画家・加賀隆也は、七紀の憧あこがれで目標のような存在なのだ。加賀の足あし下もとにも及およばないことは、自覚している。見てもらうには、まだまだ未熟な作品だった。それにあの話の主人公のモデルは加賀だ。本人に見られるのは恥ずかしすぎる。

「加賀さんに見せられないなら、担当の人は？　あの人も葉月さんの同級生なんでしょう？」

「そうだけど、だからって無理云うわけにはいかないし……」

「もう、ヘンなところで謙けん虚きよなんだから。ちょっとくらい図ずう々ずうしくなってもいいと思うけど」

「そうだね」

　七紀は苦笑いで返しながら学食の柱にかかっている時計を見てぎくりとした。どうやら、あまりのんびりしている暇ひまはなさそうだ。自じ動どう販はん売ばい機きのところで足止めされたせいで、ずいぶん時間を食ってしまった。

「ごめん、俺もう行かないと」

　そう云って、飲み終わったカフェオレといちごオレの紙パックを持って立ち上がる。まだ少し早いけれど、加賀に偉えらそうなことを云った手前、絶対に遅おくれられない。

「もう行くの？」

「うん、二時に待ち合わせしてるんだ。じゃあ、またね。あとで報告するから」

　瑞香に別れを告げ、七紀は足早に学食をあとにした。










　七紀の乗った電車がＳ駅のホームに着いたのは、待ち合わせの十分ほど前だった。人の波に乗りながら、改札へと向かう。

（時間通り来るかなぁ……）

　加賀は約束をすっぽかすようなことはしないけれど、時間にルーズなところがあるため、十五分くらいの遅ち刻こくはしょっちゅうだ。下手へたをすると、待ち合わせ時間に家で寝ねていたりすることもあるから油断ならない。

　念のため、メールを入れておくかと思いながら携けい帯たい電でん話わを取り出した七紀は信じられない光景を目まの当たりにした。

「……噓うそ……」

　まだ待ち合わせ時間にもなっていないというのに、加賀が改札近くの柱の前で待っている。目の錯さつ覚かくではないかと思い、目を擦こすって確かく認にんしてみるが、人ひと違ちがいではなかった。

　しかも、普ふ段だんは無ぶ精しよう髭ひげを生やし、よれよれのＴシャツとジャージを着ている加賀が珍めずらしくまともな姿をしてる。

「七紀、早かったな」

「隆也さんこそ……。まだ待ち合わせの時間になってないけど、時間間違えたとか？」

「バカ、七紀とデートだから気合い入れてきたんだよ」

「なっ…何がデートだよ！　ただの買い物だろ」

「買い物して、飯食うのって、普ふ通つうデートって云わね？」

「そ、そんなの人に拠よるだろ」

　放っておいて伸のびた髪かみはワックスで緩ゆるくまとめてるせいで、いつもは隠かくれがちの顔がよく見える。無ぶ愛あい想そうにしていると怖こわいと云われるキツい容よう貌ぼうも、笑えみを浮うかべているせいか、いまはずいぶん柔やわらかい。

「どうした？　俺の顔に何かついてるか？」

　呆ぼう然ぜんと加賀の顔に見入っていたことに気づかれてしまったことが気き恥はずかしくて、つい云い訳をしてしまう。

「べ、別に！　まともな格好久々に見たからヘンな感じがするだけ」

　無精髭もなく、髪に櫛くしが入った姿を見たのは本当に久しぶりだ。通り過ぎていく女の子たちがちらちらと加賀のほうを振り返っていく。

（そうだった、この人本当はカッコいいんだよな……）

　頰ほおを染めて囁ささやき合っている子たちは、加賀が漫画家だと知ったら驚おどろくに違いない。

　以前、アシスタントに来てくれていた女性陣じんも、大たい抵てい顔を洗って無精髭を剃そり落としてきたあとの加賀の姿に落ちていた。きっと、このギャップにやられるのだろう。

「あー、そういやそうだな。久しぶりに真面目まじめに髭剃ったからちょっとひりひりする」

　加賀は落ち着かない様子で顎あごを撫なでる。七紀も妙みように落ち着かず、加賀から視線を逸そらした。

「授賞式の前に髪も切ってきたほうがいいんじゃない？」

　いまの長さも似合ってはいるけれど、一生に一度の晴れの舞ぶ台たいなのだからきちんとした格好をしたほうがいいだろう。

「てきとうにまとめとけば何とかなるだろ」

「ダメだって！　せっかくの授賞式なんだから！」

「仕方ねぇなぁ。当日の朝行ってくるよ。それでいいだろ」

「そんなこと云っておいて、寝ね坊ぼうして行けなかったとか云わないでよね」

　お風ふ呂ろに入ったら洗せん濯たく機きのスイッチを入れておいてと云っても実行された例ためしはないし、食べたあとの食器は水につけておいてと頼たのんでもすぐに忘れてしまう。そのたびに何だかんだと云い訳を口にする。ごめんごめんと云っておけば何でも許されると思ってるから質たちが悪い。

（許しちゃう俺も悪いんだけどさ）

　普段は横おう柄へいで俺様な加賀が小さくなっているのを見ると、「仕方ないなぁ」という気分になってしまうのだ。

「ちゃんと行くって。七紀に嫌きらわれたくないからな」

「何だよ、それ。俺のせいにしないでよ」

　唇くちびるを尖とがらせて、素知らぬ顔をしている加賀を睨ねめつける。

（まったく……。素材はいいのに、無む頓とん着ちやくすぎる）

　それなりの格好をすれば、ちゃんとして見えるのに。いくら人に会わない生活をしているからと云っても、最低限のことくらい気き遣づかってもらいたい。

「で、どこ行けばいいんだ？」

「ええと、デパートに行っちゃったほうが無難だって瑞香に云われた。服買うなら、靴くつとか小物も買わないといけないし」

「なるほど。しかし、久々に聞いたな、その名前。最近、全然ウチに来ないけどどうしてる？　せっかくトーンが貼はれるようになるまで仕込んだのに」

　瑞香が漫まん画がに興味がないことはわかっていたため、消しゴムかけやベタ塗ぬりをしてもらうつもりで呼んだのだが、思った以上に手先が器用で、すぐにスクリーントーンも貼れるようになった。このまま立派な『猫ねこの手』になってくれないだろうかと期待していたのだが、技術の素質があっても、修しゆ羅ら場ば中の荒すさんだ空気には耐たえられなかったらしい。

「隆也さんに幻げん滅めつして、漫画が楽しめなくなると困るからもう絶対行かないって云われた」

「はは、そりゃそうだ」

「笑ってる場合じゃないだろ！　少しは反省してよ……」

「事実なんだからしょうがない。俺はお前に見捨てられなきゃ、それでいい」

　しれっと答える加賀にため息をつく。

「……何か俺だけ苦労が多い気がするんだけど」

「感謝してる」

「だったら、脱ぬいだ服くらい洗濯機に入れてよ」

「前向きに検討しとく。ほら、行こうぜ。こんなところに突つっ立ってても時間の無む駄だだろ」

「うわっ」

　混ぜっ返された答えに怒おこる暇もなく、手を摑つかまれ引っ張られた。強ごう引いんに指を絡からめられ、ぎゅっと強く握にぎられる。

「た、隆也さん、手……！」

「人多いし、はぐれたら困るだろ」

「子供じゃないんだからはぐれないよ！」

「俺がはぐれる。ていうか、お前の指冷たいな」

「隆也さんの手が熱いんだよ…っ」　>>>♥

　一本ずつ絡んだ指は振ふり解ほどけず、じわじわと加賀の体温が移ってくる。いわゆる恋こい人びと繫つなぎというものだと気づいたら緊きん張ちようしてきた。汗あせばんでくる手の平が気になってたまらない。

（ていうか、何で緊張してるんだ!?）

　むしろ、人目を気にするほうが先ではないだろうか。そう思ってあたりを見回してみて後こう悔かいした。近くにいた女の子たちが七紀たちのほうを見て、何やらひそひそと囁き合っている。

　こんなに目立つのは、加賀がまともな格好をしているからだろう。見目がいいことが仇あだになるなんて。

「方向こっちでいいのか？」

「い、いいけど、その前に手…！」

　動どう揺ようしているせいか、振り払はらうことができない。どんどん鼓こ動どうが速くなっていき、顔も熱くなっていく。意識すればするほど、周囲からの視線が突き刺ささってくるようだ。

「誰だれも見てねーよ」

「すごく見られてると思うんだけど…っ」

「見てない、見てない」

「隆也さん！」

　無責任な慰なぐさめを口にしながらも、加賀は絶対に手を離はなしてはくれなかった。










　繫いでいた手はデパートの前でやっと離してもらえた。大学を出たときは吹ふきつけてくる北風の冷たさに首を竦すくめていたのに、羞しゆう恥ちで上気した頰のせいで、いまは寒さなど感じない。

　あの日からずっと、意識しないよう努めているというのに、手を握られただけで、これまでの苦労が消え失うせてしまった。

（何のイジメだよ、もう……）

　駅からここまでの道のりだけで、どっと疲つかれてしまった。

　そんな七紀とは対照的に、加賀は妙に生き生きとしている。もしかして、徹てつ夜や明けでテンションが高くなっているのだろうか。

「メンズのフロアに行けばいいのか？」

　加賀は案内板を見ながら、問いかけてくる。

「多分。隆也さんはどんな感じの服がいいの？」

「七紀はどんなのがいい？」

　加賀から誘さそってきたくせに、買い物自体は人任せのつもりらしい。

「俺だってよくわかんないけど、授賞式なんだからスーツとかのほうがいいんじゃない？　面めん倒どうくさがらないで試着もちゃんとしてよ。あとでサイズが合わないってことになったら困るんだからね」

　瑞香の言葉を思い出して念を押す。放っておくと、

「わかってるよ。スーツってことは七階だな」

「わかったって、ちょっと隆也さん…!?」

　案内を確かく認にんし終えた加賀は、エスカレーターのほうへと歩いていく。せっかちな彼は、エレベーターを待つのが嫌いで、黙だまって待っているくらいなら時間が余計にかかっても階段のほうがいいらしい。

　今日は七紀が一いつ緒しよにいるため、間を取ってエスカレーターにしてくれたのだろう。

「そうだ、お前の服も買ってこうぜ」

「は？　何で？」

「だって、お前も授賞式来るだろ」

「い、いいよ、俺は留守番してるから」

　加賀の言葉に尻しり込ごみする。興味はあるけれど、人込みは苦手だし、華はな々ばなしい席に自分が行っても邪じや魔まなだけだ。

　しかし、七紀の返事に加賀は、急に臍へそを曲げた。

「お前が行かないなら俺も行かない」

「は？　いまさら何云いってんだよ！　服買いに来てるっていうのに！」

　授賞式に主役が欠席するなんて以もつての外だ。

「まだ買ってないんだから問題ないだろ」

　頑かたくなな加賀の態度に、七紀が折れるしかなかった。

「もう、わかったよ……。行けばいいんだろ、行けば！」

　仕方なく答えつつも、悪い気はしなかった。

　こう見えて加賀は人見知りな部分もあるから、一人でも知り合いがいたほうがいいというだけのことかもしれないが、必要としてもらえるのは嬉うれしい。

　話をしているうちに辿たどり着いた七階のメンズフロアを、二人でぐるりと回る。七紀でも知っているような海外ブランドが並んでおり、そこに立っている店員は皆みな自社のアイテムを着こなしている。

「何かいいと思うのあった？」

「俺にはどれも同じに見える」

　やる気なく呟つぶやく加賀に肩かたを竦める。期待はしていなかったけれど、案の定な回答だ。

「俺はさっきの角のお店に飾かざってあったスーツとか似合いそうだと思ったけど」

　トルソーに着せてあった細身のスーツに目を惹ひかれた。加賀くらいの長身なら、ああいったものも着こなせるのではないだろうか。

「そうか？　なら、その店でいい」

「え、本当にいいの？」

　何気なく云っただけなのだが、加賀は即そつ決けつしてしまった。逆にこちらが慌あわててしまう。

「女の買い物じゃあるまいし、行ったり来たりするのは面めん倒どうだ」

　加賀はそう云って、いま歩いてきた通路を戻もどり始めた。七紀は慌ててそれを追いかけ、名前だけはよく知っている海外ブランドの店に、生まれて初めて足を踏ふみ入れた。

　真っ白い内装に、モノトーンの服がずらりと並んでいる。

（一、十、百、千……え、噓うそだろ!?）

　近くに置いてあったカットソーの値札をこっそりと見て、ゼロの数の多さに思わずぎょっとする。想像していた価格よりもずっと高い。インナー一枚でこの値段なら、スーツ一式揃そろえたらいったいいくらになるのだろう。

　二の足を踏んでいる七紀をよそに、加賀は堂々と店の奥へと進んでいく。目立たない位置に控ひかえていた店員が、さりげなく近寄ってきた。

「どんなものをお探しですか？」

「ちょっとしたパーティーに着ていけるようなスーツってないですか？　何も持ってないんで、全身揃えたいんですが」

　加賀が鷹おう揚ように答えると、店員はにこやかに案内してくれた。

「かしこまりました。よろしければこちらへどうぞ」

　応接セットのようなソファが置いてあり、座るよう勧められる。七紀は明らかに場ば違ちがいだったけれど、店員の応対はあくまで穏おだやかで思ったほどの居い心地ごこちの悪さは感じない。

「色やスタイルにこだわりはありますか？」

「スタイルって云われてもよくわからないからな。そのへんは任せます。色はそうだな……七紀、スーツは何色がいい？」

　あちこち見回していた七紀に聞いてくる。七紀は、もう一度店内に視線を巡めぐらせてから考え込んだ。

「え、そうだなぁ……。隆也さんならやっぱり黒かな」

　黒と云ったのは、未いまだに出で逢あったときの学ランの印象が残っているせいかもしれない。髪かみも瞳ひとみも深い漆しつ黒こくだから、モノトーンのほうが似合う気がする。

「スーツ自体は黒で。あとは自分に似合いそうなものを合わせてもらえますか」

「タイはどうなさいますか？　あまりかしこまった席でないなら、ドレスシャツを合わせるのも悪くないと思いますよ」

　店員の問いかけのあと、加賀はこちらに視線を投げかけてくる。それも七紀の好みで決めろと云いたいのだろう。

「うーん、ネクタイはして欲しいかも……」

　どうしてもというわけではないけれど、一度くらいネクタイを締しめているところを見てみたい。

「ネクタイはありで。あ、普ふ通つうのやつでお願いします」

「幅はばタイということですね。かしこまりました、少々お待ち下さい」

　店員は加賀の注文に合わせて、てきぱきと服の上下を揃えていく。

「フォーマルなお席でしたら、光こう沢たくのあるタイプがお薦すすめです。あまりかしこまらないほうがいいようであれば、こういった感じのものもお似合いになるかと」

　問いかけられた加賀は視線を七紀に流し、答えるよう促うながしてくる。

「うーん、俺は左のほうが好きかなぁ……」

「じゃあ、左で」

「かしこまりました。お足あし下もとはいかがいたしましょう？　お持ちのもので合わせていただいてもかまいませんが……」

「持ってるのスニーカーばっかりだから、靴くつを置いてるなら一緒にお願いします」

「ご用意いたします。一度お試ためしになりますか？　あちらに試着室がございますので、よろしければ。サイズのお直しもいたしますので」

「そうですね、着てみます。七紀、これ持ってろ」

　ジーンズのポケットに無造作に突つっ込んであった財さい布ふと携けい帯たい電でん話わを投げて寄よ越こし、加賀は店員と共に試着室へと向かった。

（俺、いなくてもよかったんじゃ……）

　加賀の応対を見ていて、そんな気分になった。張り切ってついてきたのはいいけれど、ほとんど役に立っていない。

　落ち込んだ気分で加賀の着き替がえを待っていると、ふと芳こうばしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。さっきまでレジの横に控えていたもう一人の店員がトレーを手に立っていた。

「よろしければ召めし上がって下さい」

「あ、ありがとうございます」

　上品な所作でコーヒーとチョコレートが目の前に置かれる。自分はただのつき添そいでしかないのにと恐きよう縮しゆくしてしまうが、店内を見て回る気にもなれなかったので、大人しくコーヒーに手を伸のばした。一口飲んで、インスタントとは違ちがう深い味わいに驚おどろいた。

　慣れない場所に緊きん張ちようしていた体から、無む駄だな力が抜ぬけていく。

「……美味おいしい」

「ありがとうございます。お口に合ったなら何よりです」

　場違いな気がして落ち着けないでいる七紀に対し、店員はあくまで一歩引いた態度で接してくれるため、必要以上に気負わずにすんでいる。それでも、沈ちん黙もくが続くのは居たたまれない。

　その空気を察したのか、彼のほうから話しかけてくれる。

「失礼ですが、お二人はご兄弟でしょうか？」

　間を持たせるための何気ない問いかけだったのだろうが、七紀は返答に窮きゆうしてしまった。

（そうだよな、こんだけ歳が離はなれてたら友達って感じでもないし……）

　端たん的てきに云えば加賀は兄の友人で、いまは漫まん画が家かとアシスタントという雇こ用よう関係にある。しかし、それだけでは自分たちの関係は説明しきれない気がして曖あい昧まいに返す。

「ええ、まあ、そんな感じです」

　こう云っておけば、きっと、従兄弟いとこか何かだと思ってくれるだろう。実際、家族ぐるみのつき合いをしているし、遠くに住んでいる親しん戚せきよりももっと近しい間あいだ柄がらではある。

「差し支つかえなければ、どういったパーティーかお聞きしてもよろしいですか？」

「ええと、彼がちょっとした賞をもらうことになったので、その授賞式があるんです」

　もう新聞などでは発表になっていることだし、概がい要ようを話すぶんには問題ないだろう。むしろ、服を選んでもらう前に事情を伝えておいたほうがよかったかもしれない。

　個人的には完かん璧ぺきな正装をしてもらいたいけれど、これまでの受賞者の記念写真の記事をインターネットで検けん索さくしてみた限りではノータイの作家も多いようだった。あまり気合いを入れすぎても、周りから浮ういてしまいかねない。

「それはおめでとうございます。でしたら、もう少し華はなやかな印象のネクタイでもよかったかもしれませんね。他の色も合わせてみましょうか」

「そうですね、お願いします」

　そうして彼と言葉を交かわしていると、試着室のドアが開いた音がした。加賀が着替え終わったのだろう。素す早ばやく店員がエスコートしに行った。

「お疲つかれ様でした。着き心地ごこちはいかがですか？」

「悪くはないですね」

　聞こえてきた加賀の声に、ドキリとする。期待と不安の入り混じった気持ちで、試着室から出てくる加賀を待った。

「どうだ、七紀。ヘンじゃないか？」

「……っ」

　上下黒のスーツを身につけて出てきた加賀に、七紀は思わず息を吞のんだ。プロの手によってコーディネイトされた加賀は、すっかり別人だった。

　カッコいい。語ご彙い力が乏とぼしいせいか、そんな言葉しか頭に浮かばない。加賀の予想以上の変身ぶりに、七紀の心臓はどんどん落ち着かなくなっていく。

「とてもよくお似合いです」

　店員は少し驚いた様子で、心からの賛辞を贈おくっている。彼の云いう通り、加賀は本当によく似合っていた。

　長身で体格もいいから、海外ブランドの服でも見み栄ばえがする。机に向かってばかりの仕事をしているわりに姿勢がいいのは、学生時代、ずっと剣けん道どうをやっていたお陰かげだろう。

（やっぱり、元がいいから似合うんだよな）

　これでは好きなアイドルを前に胸を高鳴らせている女の子のようだ。内心の動どう揺ようが顔に出ないよう、必死に唇くちびるを引き結ぶ。

「何か肩かたが凝こりそうだな……」

「着慣れないうちは違い和わ感かんがあるかもしれませんが、当店のものは上質な素材を使っておりますので長く着ていても疲れにくいですよ」

「たしかに服自体は軽いですね」

「お足下失礼します。裾すそのお直しは必要なさそうですね。袖そでも…そのままで大だい丈じよう夫ぶそうですね。靴のサイズはいかがですか？」

「ぴったりみたいです。七紀、感想は？」

「い、いいんじゃないの？　あ、ええと、ネクタイ締めないの？」

　見み蕩とれていたことを悟さとられないよう取り繕つくろいながら、問いかけでごまかす。シャツのボタンはいくつか外したままで、店員がコーディネイトしてくれたネクタイは肩にかけられている。

「締め方がわからないんだよ」

「あ、そうか」

　ネクタイを締めているところを見たことがないのだから、結び方も知らなくて当然だ。

「お手伝いしましょうか？　パーティー用とおっしゃっていたので、ノットにボリュームの出る結び方がいいかと」

「お願いします。七紀、結び方覚えておけよ」

「何で俺が？」

　当たり前のように命じられて、つい唇を尖とがらせる。

「俺は不器用なんだよ。覚えられると思うか？」

「…………」

　そんなことを人前で、偉えらそうに宣言しないでもらいたい。

　仕方なく、店員が器用にネクタイを結ぶ様子に目をこらす。

「後ろを通して、この部分にできた輪の中に入れて……こうやって形を整えます。わかりましたか？」

「すみません、もう一度やってもらえますか？」

「実際にやってみますか？　手順をお教えいたしますので」

「あ、はい」

　加賀の前に立ち、一いつ旦たん解かれたネクタイの両端を手に持つ。

「間ま違ちがえて首絞しめるなよ」

「そういうこと云うと手滑すべらせるよ」

　上うわ目め遣づかいに睨にらみつける。ニヤニヤと笑って返してきた加賀を無視して、教えられる通りにネクタイを形作っていく。

　細かい作業は得意なはずなのに、今日は思い通りに上手うまく動かせない。

（もう、何でこんなにドキドキするんだよ……っ）

　ただネクタイを締しめているだけなのに、加賀の喉のど仏ぼとけを目の前にしているだけで緊張する。その上、あの日この首に縋すがりついていたのだと思い出してしまい、無む性しように居たたまれなくなった。

「……できた。あの、これでいいですか？」

「ええ、ここのノットの下にディンプルという窪くぼみを作るのがポイントです」

「へえ、そうなんですか」

　高校の制服のネクタイはてきとうに締めていたから、細かいマナーなどは知らなかった。今度、兄に詳くわしく教えてもらったほうがいいかもしれない。

「チーフを挿させば、ずいぶん華やかになりますよ」

　店員は器用に形を作り、加賀の胸むな元もとに白いチーフを挿した。

「ホントだ。ずいぶん印象が変わりますね」

「上に羽織るコートはお持ちですか？」

「いや、いまはあのコートしか持ってない」

「でしたら、このチェスターフィールドコートはいかがでしょう。ボタンを外したままでも襟えり元もとのシルエットが綺き麗れいですし、素材がいいのでとても軽いんですよ」

「ああ、そういうのが一着あれば重宝しそうですね」

　加賀はそう云って、広げられたコートに袖を通す。ときによって横おう柄へいに映りがちな加賀の態度も、こうした格好をしていると堂々とした紳しん士し然としたものに見えるから不思議だ。

「詐さ欺ぎだ……いつもはよれよれのＴシャツに無ぶ精しよう髭ひげなのに……」

「惚ほれ直しただろ」

「直す前に惚れてない！」

　七紀は思わずムキになって否定する。

　そのはずだ。多分。

　自信満々に云われると、こちらの自信が揺ゆらいでくるから困る。

　店員にヘンに思われていないだろうかと不安になり、横目で様子を窺うかがってみると、相変わらず彼は穏おだやかな笑えみを浮かべたまま自分たちを見守っていた。

「素す直なおにうんって云えよ。つーか、首が苦しい。世の中のサラリーマンは毎日こんなのしてんのか？」

　初めて着るスーツは窮きゆう屈くつだったようで、加賀は締めたばかりのネクタイを緩ゆるめてしまう。普ふ段だんはＴシャツばかり着ているから、首回りが苦しく感じるのだろう。

「あっ、いま締めたばっかりなのに！　我が慢まんしなよ。隆也さん、主役なんだから……」

「そうは云ってもな。すみません、もう少し楽な格好ってないですか？」

　店員は加賀の要望に、逡しゆん巡じゆんしてから応こたえる。

「そうですね、ノータイのほうが楽なようでしたら、こちらのジャケットはいかがですか？　もっとくだけてしまっても構わないようでしたら、このレザーのジャケットもお似合いかと思いますが」

　新たに店員が薦すすめてきた二点を見比べてみた。明るい色のものよりは、黒いレザーのほうが似合いそうだ。だが、授賞式に着ていくには、いささかカジュアルすぎるようにも思えた。

（ていうか、普段こういう格好すればいいのに）

　せっかく元がいいのに、常にぼろぼろの姿では宝の持ち腐ぐされだ。

「七紀、どう思う？」

「こっちのレザーのほうが似合うと思うけど───」

「じゃあ、これも着てみるから待ってろ」

　加賀は、七紀が全すべてを云い終わる前に決めてしまった。

「え、でも、授賞式にはちょっとまずいんじゃ……」

「俺に似合うって思ったんだろ」

「う、うん」

　躊躇ためらいがちに頷うなずくと、加賀は上じよう機き嫌げんで七紀の頭をがしがしと搔かき回し、再び試着室へと消えた。試着が楽しくなったのかもしれない。

　これでファッションに少し目覚めてくれたのならいいのだが。

（そうだ。お祝い、どこで買おうかなぁ……）

　加賀に乱された髪かみを手て櫛ぐしで直しながら、思案に暮れた。

　あのスーツに合うネクタイを選ぶ自信はないし、かといって他ほかに何がいいのか見当もつかない。さっきの靴くつを自分が買って贈おくる、というのも考えたけれど近くにディスプレイされているブーツの値段を見て無理だと諦あきらめた。

　悩なやみかけ、ふと気がついた。この店でいまのスーツに合うものを見み繕つくろってもらえばいいのではないだろうか。そうすれば、大失敗は免まぬかれそうだ。

　七紀は加賀に聞こえないよう声を潜ひそめ、躊躇いがちに店員に問いかけた。

「あ、あの、ちょっと相談させてもらってもいいですか？」

「もちろんかまいませんよ」

「彼に今回のお祝いを贈りたいんです。せっかくなので、スーツに合わせたものがいいかと思ったんですが、何がいいかわからなくて……」

　七紀の言葉に、彼は笑みを深めた。

「それは素す敵てきですね。プレゼントでしたら、タイバーやカフリンクスなどはいかがですか？　実際にご覧になりますか？」

「はい、お願いします！」

　店員は快くガラスのショーケースの中から取り出して、いくつか七紀の下もとへ持ってきてくれた。透とう明めいな石が埋うめ込まれたものや個性的なデザインのものの中にあったシルバーのタイバーに目を惹ひかれる。

　シンプルで無機質な形は、加賀の好みにも合いそうだ。

「……これ、いいですね」

「こちらですと先ほどのタイにも合いますし、どんなシーンにも使えて重宝すると思いますよ。オプションで別料金がかかってしまいますが、お名前か短いメッセージをお入れすることもできますし」

「本当ですか？」

　店員の言葉に、さらに心を動かされる。恐おそる恐る値段を確かく認にんしてみたけれど、ぎりぎり予算の範はん囲い内だった。オプションでいくらか高くなっても、足は出ずにすむだろう。

「あの、取り置きしてもらえますか？　隆也さん…彼には内ない緒しよにしておきたいので、あとで取りに来たいんです」

　どうせなら、当日に渡わたしたい。加賀ならいつでも喜んでくれると思うけれど、やはり少しくらいは驚おどろいて欲しい。

「かしこまりました。でしたら、こちらにサインとご連れん絡らく先さきだけいただけますか？　でき上がりましたら、こちらからご連絡差し上げますので」

「はい、よろしくお願いします！」

　思いがけなく、いいプレゼントを見つけることができてほっとした。これで懸けん案あん事じ項こうが一つ減った。

「メッセージはいかがなさいますか？　お名前のイニシャルでもかまいませんが」

「あ、じゃあ、イニシャルで。Ｔ・Ｋでお願いします」

　気の利きいたメッセージを入れられればいいのだろうが、いい言葉も思いつかないし、あとで恥はずかしくなってしまいそうだ。

　予約票を書き終わったところで、試着室から加賀の声が聞こえてきた。

「七紀、着き替がえ終わったぞ」

「い、いま行く！」

　店員は七紀に共犯者の表情で目配せし、予約票をカウンターの内側へしまった。その直後、試着室のドアが開き、加賀がジャケットを羽織りながら外へ出てきた。

「うわ」

　七紀はさっきとは違ちがった意味で絶句する。加賀はスーツを着ていたときとはまた別人になっていた。

（……何て云いうか、遊び人っぽい……）

　スーツを着ているときはストイックな空気を纏まとっていたけれど、いまは云うなればフェロモンを垂れ流している状態だ。

　こんな格好で歩いていたら、ホストか何かと間違われてしまいかねない。間違っても授賞式になど行かせるわけにはいかないだろう。

（どうしよう、どうしてさっきよりもドキドキするんだよ！）

　いかにも『悪い男』と云わんばかりの出いで立ちが、七紀を狼狽うろたえさせる。

　思わず見み蕩とれてしまいそうになる自分を内心で諫いさめ、平静を装おうとするけれど熱くなってしまう頰ほおは隠かくしようがない。

「こちらもよくお似合いです。このままですとカジュアルな印象が強いですが、先ほどのコートを羽織ると、少し雰ふん囲い気きが変わりますよ」

　店員の薦めるままにコートに袖そでを通すと、派手さが落ち着き、幾いく分ぶんシックな印象に変わった。

「ああ、悪くないですね。七紀、お前はどう思う？」

「に、似合うと思うけど……」

「何赤い顔してんだ？」

　案の定、上気した頰を指し摘てきされる。七紀は視線を泳がせながら、云い訳を探した。

「これはちょっと暑くて…っ」

「ふぅん？」

　加賀の口元に笑みが浮うかべられる。

（絶対にバレた……）

　からかわれることを覚かく悟ごして身を硬かたくしていたけれど、加賀は七紀にそれ以上の追つい及きゆうをすることなく、コートを脱ぬいで店員に手て渡わたした。

「いま着てるものとこのコート、それから、さっき試着した服も一式いただきます」

「ありがとうございます。ただいまご用意いたします」

「七紀、着替えてくる」

「う、うん」

　七紀は拍ひよう子し抜ぬけして、試着室に入っていく加賀を見送った。

（見蕩れてたんだろう、とかって云われると思ったのに）

　人目があるから控ひかえたのだろうか？　不思議に思って首を傾かしげていると、再び試着室のドアが開いた。

「おい、七紀。ちょっと手伝え」

「何？」

　着替えに手伝いが必要な複雑な作りの服ではないように見えたけれど、どうかしたのだろうか。ファスナーが嚙かんでしまったのかと考えたけれど、さっき加賀はジャケットの前は閉めていなかった。

「いいから、入れって」

「わっ」

　問答無用に試着室の中に引きずり込まれる。加賀は意地の悪い笑えみを浮かべて、七紀を抱だき寄せてきた。まともに目を合わせられずに目を逸そらすと、外には聞こえないくらい潜めた声で問いかけられる。

「お前さ、もしかして、こういう格好に弱い？」

「ち、違うよ！」

　ムキになって反論してしまってから後こう悔かいした。これでは肯こう定ていしたも同じだ。変身後の姿がカッコよすぎて緊きん張ちようしてるだなんて、加賀には知られたくなかったのに。

（ていうか、何で俺が隆也さんにドキドキしなくちゃいけないんだよ！）

　不可解な感情に理り不ふ尽じんさを感じつつも、意思でどうにかなることではない。腹立たしさを感じながらも、高鳴る胸はどうしようもなかった。

「違うなら俺のほう見ろよ」

「……っ」

　ニヤニヤと笑いながら見下ろしてくる加賀から顔を背そむけていたけれど、顎あごを摑つかまれて正面を向かされた。視線が合った瞬しゆん間かん、また派手に赤面してしまった。こんなとき、ポーカーフェイスができない自分が恨うらめしい。

「ほら、やっぱり意識してんだろ」

「違───んっ!?」

　否定しようとした瞬間、唇くちびるを塞ふさがれ、思わず目を瞠みはった。柔やわらかで強ごう引いんな感かん触しよくにあの夜の記き憶おくが一気に蘇よみがえる。

（何考えて……っ）

　こんなところでキスしてくるなんて、人をからかうにもほどがある。

　拒こばまなければと思うのに、今日の加賀には強く逆らえない。唇を啄ついばまれて甘い吐と息いきが零こぼれ、ぬるりと忍しのび込んできた舌の感触に、背筋がぞくりとおののいた。

　加賀の体を押し返そうとしていた手から、どんどん力が抜ぬけていく。それどころか、立っているだけでも辛つらくなってきた。

「ン、ぅ……」

　全身が溶とけて崩くずれ落ちていきそうなほど巧たくみなキス。加賀の変身ぶりに鼓こ動どうが高鳴っていたこともあって、七紀はあっさりと加賀の腕うでの中で陥かん落らくした。

　どうして、唇を触ふれ合わせるだけのことがこんなに気持ちいいのだろう。食事を摂とり、言葉を伝えるためのものなのに、舌が絡からむだけで頭の芯しんが甘く痺しびれる。

　その痺れはじわじわと体中に伝わっていき、あちこちで疼うずきに変わる。下腹部に溜たまっていく熱は、とうとう七紀の欲よく望ぼうに火をつけた。

「……ん……」

　髪かみを梳すく指の感触も心地ここちいい。キスに酔よいかけていた七紀は、外から聞こえてきた店員の声に我に返った。

「お客様、どうかなさいましたか？」

「……ッ!!」

　状じよう況きようを思い出し、後ろめたさに心しん拍ぱく数すうが一気に上がる。動どう揺ようする七紀の代わりに、加賀が何食わぬ様子で返答した。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶです。袖の金具が髪に引っかかってしまったんですが、何とかなりました」

「左様ですか、大変失礼いたしました。何かございましたら、お声をおかけ下さい」

「わかりました」

　恥ずかしさのあまり涙なみだ目めで睨にらみつける七紀に、加賀は囁ささやく。

「このくらいで意識してくれんなら、毎日こういう服着るかな」

「隆也さんのバカ！」

　小声で悪態をつき、唇を手の甲こうで擦こすりながら試着室を逃にげ出した。試着室の外で心配そうにしていた店員に頭を下げる。

「すみません、お騒さわがせして」

「こちらこそ申し訳ございませんでした。不良品ということも考えられますので、いま新しい商品をお持ちします」

「いえ！　大丈夫です！　俺が不器用だっただけなんで！」

「念のため、確かく認にんしておきましょう。後々、不具合が出る可能性もありますし」

　店員に謝りながらも、気はそぞろだった。一度熱を持ってしまった体はどうしようもなく、意識すればするほどそこが張り詰つめていくような気がする。

　鎮しずまるのを待っていても埒らちが明かなそうだ。こうなってしまった以上、自分でどうにかするしかないかもしれない。席を外すなら、加賀が着き替がえているいまのうちだ。

「あの……」

　店員に手洗いの場所を訊たずねようとしたそのとき、何故なぜか試着室のドアが開いた。もう着替え終わったのかと驚おどろいたけれど、加賀はまだそのままの格好だった。

「やっぱり、これ着ていきたいからタグ切って下さい」

「え、それ、着てくの？」

「着替えるの面めん倒どうになった。あ、それと、さっきのスーツに合わせてネクタイを何本か見み繕つくろってもらえますか」

「かしこまりました。それでは、念のため袖そでの金具を確認させていただきたいので、失礼してよろしいでしょうか？」

「服のほうには問題ないと思いますよ。さっきのは俺の扱あつかいが悪かったんでしょう」

「でしたら、ネクタイを選ばせていただきます。そうですね、こちらの三本でいかがでしょうか？　こういったプレーン地があると使い勝手がいいでしょうから」

「じゃあ、それで。会計はカードで」

　てきぱきと会計をすませている加賀の後ろで、七紀はそわそわと様子を窺うかがう。

（ちょっと先に……なんて云いったら怪あやしまれるよな、きっと……）

　加賀にキスで反応したことがバレてしまうのだけは避さけたい。こっそりと深呼吸を繰くり返し、熱が引くのを待っていたら、顔を覗のぞき込まれて息を吞のんだ。

「七紀？」

「だ、大丈夫、何でもない」

　何を問われたわけではないのに、自分から云い繕つくろってしまう。

「───すみません、ちょっとトイレに行ってくるんで、それ包んでおいて下さい。こいつが気分悪いみたいなんで」

「お客様、大丈夫ですか？」

「そんなに大したことないと思いますから大丈夫です」

　加賀は勝手にそんなことを云いながら、七紀を強引に引っ張っていく。

「ちょ、ちょっと、隆也さん!?　誰だれも気分が悪いなんて……」

「いいから」

　そうこうしているうちに誰もいない男子トイレに連れて行かれ、一番奥の個室に押し込まれた。ゆったりとした空間になっているけれど、二人で入るには少し狭せまい。

「た、隆也さん？」

「隠かくすなよ。ここが疼いて困ってたんだろ」

「!?」

　加賀にはすっかり見み抜ぬかれていたようで、コートの上から股こ間かんを撫なでられた。思わず息を吞んで硬こう直ちよくした隙すきにコートの前を開かれ、反応して膨ふくらんだそこを暴あばかれてしまう。

「待っ、あ……っ」

　服の上から股間を摑まれたかと思うと、そのまま揉もみしだかれ、語ご尾びが掠かすれる。反応しかけていたそれは、一気に力を漲みなぎらせた。

「ずいぶん辛そうだな」

「や…っ、だ……こっ……」

　誰のせいでこうなったと思ってるんだ。そう云いたかったけれど、無む闇やみに喋しやべるとヘンな声が出てしまいそうだった。

「俺のせいだな。だから責任取る」

　わざとらしく甘く囁いてくる加賀が腹立たしいのに、その声こわ音ねに首筋がぞくりと震ふるえる。もうここまできたら、放っておいてどうにかなるものではない。

「自分でする、から……っ」

「遠えん慮りよすんな、俺のほうが上手うまい」

「なっ……」

　手早くベルトの留め金を外され、ファスナーを下げられる。そして、窮きゆう屈くつな下着の中から芯を持った自身を引き出された。握にぎられているせいで隠すこともできず、七紀は硬直してしまう。

「こんなでよく我が慢まんしてたな」

「……っ、だっ…て、んん…！」

　絡みついた長い指が、七紀の昂ぶりを弄もてあそぶ。敏びん感かんなそこは軽く撫でられるだけで感じてしまうのに、加賀は巧みに強弱をつけて扱しごいてくる。

　しばらく衝しよう動どうを我慢していたせいか、限界はすぐに来てしまいそうだった。

「や、ぁ、だめ、服、汚よごしちゃ…っ」

　七紀は加賀の腕に爪つめを立て、必死に訴うつたえる。買ったばかりの服をこんなことで汚すわけにはいかない。

「もう一着買ってあるんだから気にすんな。そんなに心配なら、こうすりゃいいだろ」

「わっ……」

　ぐるりと体の向きを変えられ、背中から抱だき竦すくめられる体勢になる。腰こしをがっちりと抱かかえ込まれ、身動きが取れなくなる。

「ちょっと目を離はなした隙に店員にまで色目使われやがって、油断も隙もあったもんじゃねぇ」

「あ…っ、あれは違ちが……っ」

　彼と加賀へのプレゼントのことで内ない緒しよ話ばなしをしていたせいで、誤解されたのかもしれない。だが、目配せの理由をいま話すわけにもいかず困ってしまう。

（でも、何であれだけで隆也さんが怒おこるんだ？）

　たとえ、彼が七紀に気のある素そ振ぶりを見せていたのだとしても、中谷のときのように実際に何かあったわけではない。加賀が苛いら立だつ理由がよくわからなかった。

「鈍にぶいお前に違いがわかんのか？」

「あ……ッ」

　苛立った様子で首筋をキツく吸い上げてくる。痛みと共に甘い痺れが走り、びくんっと体が跳はねた。ねっとりと舌が這はう感かん触しよくがして、辿たどり着いた耳朶みみたぶに歯を立てられる。

「あ、隆也さん、やだ……っ」

「やだって云っても、このままじゃどうしようもないだろ」

「でも、こんなとこで……」

「静かにしてりゃわかんねぇよ」

「そんなの無理───んっ」

　どんなに我慢しても吐と息いきは漏もれてしまう。トイレに誰か入ってきたら、気づかれずにすむわけがない。

　加賀の指は感じやすい場所ばかりを刺し激げきしてくる。どこが不器用なのだと文句を云いたかったけれど、いまは口を開けなかった。

「う、ん……っ、く……」

　必死に歯を食い縛しばり、漏れそうになる声を押し殺す。理性をフル稼か働どうさせているというのに、快感は増していく一方だった。

　耐たえている七紀を嘲あざ笑わらうかのように、加賀は容よう赦しやなく追い詰めてくる。

「ほら、さっさと出しちまえ」

　絶頂を促うながす指の動きに、どうしても抗あらがうことができない。先せん端たんを軽く引っかかれた弾はずみに、溜たまっていた欲よく望ぼうが決けつ壊かいした。

「……ッ！」

　七紀が吐はき出した体液は、加賀の手に受け止められる。声が出ないよう歯を食い縛しばり、加賀の腕うでに爪を立てる。

　強い衝動が収まるのを待って、止めていた息を吐いた。

（……信じられない）

　こんな場所で手を出してくる加賀も、それに抗えない自分も嫌いやだった。

　色々と云いたいことはあるけれど、とりあえずはこれで終わった。しかし、それは七紀の願望でしかなかった。

　荒あらくなった呼吸を落ち着けようとしていたのに、加賀は尚なおも濡ぬれた指を動かしてくる。

「あ、や、何…で……」　>>>♥

　生暖かくぬめる感触は、七紀からいとも簡単に快感を引き出していく。

「た、隆也さん、もうやめようよ……っ」

「まだ溜まってんだろ。どうせだから、全部出せよ」

「だめ、あ、あ、あ……ッ」

　ダメだと云っても加賀が云うことを聞いてくれるわけはなく、再び高められていく。経験の浅い七紀の体は、一方的に翻ほん弄ろうされるしかなかった。










「こちらでいいですかね？」

「あ、はい、ありがとうございました」

　ぼんやりとしているうちにタクシーが家の前に着いていた。慌あわてて料金を支し払はらって降り、いくつも紙かみ袋ぶくろを持ってふらふらと玄げん関かんへと向かった。

「ただいまー…」

「おかえり、七紀。ご飯は食べてきたのよね？」

「うん、食べてきた…」

　加賀が予約を入れていた中ちゆう華か料理店では、フルコースが出てきた。味は文句なしに美味おいしかったのだが、それぞれがかなりの量で品数も多かったため、まだお腹なかはぱんぱんだ。

「お風ふ呂ろ入れてあるから、早めに入っちゃってね」

「うん……」

　母といつもと同じ遣やり取りをしつつ、どうにか自室に辿り着く。七紀はコートを脱ぬぐと、ぐったりとベッドへ倒たおれ込んだ。

「………疲つかれた……」

　買い物自体も体力を消しよう耗もうしたけれど、それ以上に加賀のセクハラが応こたえていた。

（あれはどう考えてもセクハラだよな）

　あんな場所であんなことをしてくるなんて、嫌がらせとしか思えない。加賀が何を考えてるのか、七紀にはさっぱり理解できなかった。

　あのあと、文句を云いったけれど、結局のらりくらりとかわされてしまった。

『信じられない…！　こんなとこであんな……っ』

『悪い悪い、大変そうだなーと思ってさ』

『……全然悪いなんて思ってないくせに』

『ん？　うん、まあな』

『そこは噓うそでも否定しろよ！　隆也さんのバカ！』

　怒る七紀は加賀に宥なだめ賺すかされ……というより、煙けむに巻くようにされて、あちこち連れ回された。人目のあるところで不ふ機き嫌げんにしているのも子供っぽい気がして無む理り矢や理り愛あい想そ笑いを浮うかべているうちに七紀の怒いかりは行き場を失い、有う耶や無む耶やになってしまった。

（ていうか、こんなに服買ってもらっても困るんだけど）

　着せ替かえごっこに目覚めてしまったのか、加賀は自分の買い物以上に楽しげに七紀の服を選んでいた。何度も着き替がえさせられ、元の服に着替えて出てきたときには試着したもの全すべてを買い上げていた。

　買いすぎだと怒って七紀が返品しようとすると、「だったら、授賞式には行かない」と意味のわからない脅おどしをかけてくるから困ってしまう。

　好きにすれば、と突つき放せばすむのだろうが、色んな人に迷めい惑わくがかかるのも、加賀が気まぐれでわがままな漫まん画が家かだと思われるのも嫌だったため、渋しぶ々しぶながらも云うことを聞かざるを得なかった。

「はあ……」

　いい大人の癖くせに、子供以上に子供っぽいわがままを云うのはやめて欲しい。

　しかし、どうして自分はもっと強く拒こばめないのだろう。嫌なのに、嫌じゃない。そんな自分が一番よくわからなかった。

　だらしないところはどうにかして欲しいと思っているけれど、加賀のことは嫌きらいじゃないし、むしろ好きだと思う。でなければ、あんな手のかかる人の傍そばにいようと思わない。

「隆也さんが無む駄だにカッコいいのがいけないんだ」

　だから、今日もあんなにドキドキしてしまって、動どう揺ようしているうちに流されてしまったのだ。そうだ、そうに決まっている───そんなふうに自分に云い聞かせるけれど、ただのごまかしでしかないことは否いなめない。

（俺、どうしちゃったんだろう）

　そもそも、加賀を見て鼓こ動どうが高鳴ること自体おかしい。十年近いつき合いで、傍にいることが当たり前の存在のはずなのに。

「だいたい、何で俺ばっかあんな目に遭あうんだ！」

　そんな不満を口にしたものの、加賀が自分以外にあんなふうなちょっかいを出しているところを想像したら、胃のあたりが重くなった。

　加賀がわがままを云うのは、七紀に対してだけだ。御法川にも横おう柄へいな態度を取るけれど、無む茶ちやな要望を告げて困らせるようなことはしない。

　そんな自分の立場を理り不ふ尽じんに思いはしても、誰だれかに変わって欲しいと思ったことは一度もない。むしろ、食事を作るのも洗せん濯たくをするのも、揚あげ足を取られてからかわれるのも、他ほかの誰かには譲ゆずりたくはなかった。

「………独どく占せん欲よく？」

　思い当たった感情を呟つぶやいてみる。近いような気はするけれど、正解でもない気がする。

　もしかしたら、加賀の面めん倒どうを見ることが、自分の存在意義のようになってしまっているのかもしれない。喩たとえて云うなら、子こ離ばなれできない過保護な親のようなものではないだろうか。

　しかし、相変わらず加賀の考えてることもわからない。前から七紀には甘えていたからこそわがままも云っていたのだろうし、七紀に対して甘いところはあったのだが、いまはむしろ態度が「甘ったるい」気がする。

　家族に対しての気安さというよりは、恋こい人びと相手の甘えのような感じがするのだ。

（……デートって云ってた）

　冗じよう談だんめかした口調ではなく、至し極ごく当たり前のような顔で云っていた。

　もしも、七紀にちょっかいを出してきている理由が、気まぐれでも、その場の勢いでもないのだとしたら───。

「やっぱり、それはないよな」

　脳のう裏りに浮かんだ可能性を即そく座ざに否定する。

『好きだから。』

　だとしたら、何もかも簡単に説明がつく。けれど、それが答えなら、七紀が説明を求めたときに「好きだ」と云ってくれてもいいはずだ。

「あーもう、やっぱりわかんない！」

　どんなに考えたって、一人で答えが出るわけがないことくらいはわかる。それでも、本人を問い詰つめられないのは、怖こわいからかもしれない。

　好きだと云われても困るし、ただの気まぐれと云われても腹立たしい。まずはどっちつかずな自分をどうにかしないといけない気がする。

「……このままじゃダメだよな」

　釈しやく然ぜんとしない気分のまま、何となく流されているのは、いい状態とは云えないだろう。いつかきちんとケリをつけるべきだ。加賀の気持ちも自分の気持ちも、はっきりさせたほうがいい。

　この間、加賀が御法川に云っていたように、いつまでもいまのような関係が続くとは限らない。七紀だって大学を卒業したら独り立ちしなければならないのだから。

　もやもやとしたものを残して、加賀と距きよ離りを取ることになったら、いつまでも後こう悔かいしてしまいそうだ。

「将来、か……」

　目を逸そらしがちだけれど、目前に迫せまった問題だ。真しん剣けんに考えなければと思っているけれど、日々に忙ぼう殺さつされてつい後回しにしてしまっている。

　だが、それは云い訳でしかないのかもしれない。「いま」があまりに心地ここちいいから、その先のことを考えたくないだけで。

　就職することになったら、いままでのように加賀のアシスタントはできなくなる。土日だけの手伝いでは、どう考えても間に合わない。投とう稿こうを続けることも考えると、圧あつ倒とう的てきに時間が足りなくなるだろうことは目に見えている。

　逆に云えば、漫画家としてデビューできればアシスタントは続けられる。新人のうちはそんなにたくさんの仕事がもらえるわけではないのだから、むしろ続けていなければ食べていくのは難しい。

（アシスタントは辞やめたくないな……）

　就職活動と一口に云っても、様々な職種がある。どんな仕事がしたいのか、自分を必要としてくれる会社があるのかどうか、何もかもがわからない。

　プロのアシスタントになるという選せん択たく肢しもあるけれど、加賀の手伝いしかしたことのない七紀に務まるのかどうかはわからない。それにもし夢ゆめが叶かなわなかった場合、同じ業界にいるといつまでも未練が残ったりしないだろうか。

「ダメだな、俺……」

　自分のこととなると不安が先に立ち、一歩踏ふみ出す前に立ち竦すくんでしまうのは、七紀の悪い癖だ。どうせ上手うまくできるはずがない───そんなふうに考えてしまう後ろ向きな自分が、いつも足を引っ張ってくる。

（兄ちゃんはどうだったんだろう）

　名の知れた大学へと進み、大だい企き業ぎようへの内定をあっさりと取ってきた兄の葉月はこの時期、自分の将来をどんなふうに考えていたのだろう。それなりに悩なやんだだろうけれど、愚ぐ痴ちは絶対に零こぼさない人だから、七紀は葉月の苦労を何一つ知らない。

　ため息をつきかけたそのとき、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響ひびいた。ぼんやりしていた七紀は反射的にベッドから飛び起きた。

　電話は葉月からだった。あまりのタイミングのよさに思わずベッドの上で居住まいを正し、通話をオンにして耳に当てる。

「兄ちゃん？」

『七紀、いま平気か？』

「うん、どしたの？」

　こうして兄の声を聞くのは、久しぶりな気がする。葉月の住むマンションは駅前にあり、実家が少し駅から離はなれているため、通勤のために一人暮らしをしているのだ。

　休みになると実家に戻もどってきてくれていたのだが、最近は休日出勤も多いようで、なかなか顔を合わせられずにいた。

『お前がどうしてるかなと思ったから、電話してみた。元気にしてるならいいんだけど。最近、悩みごととかないか？』

「え？」

『何か困ってることがあるなら、俺に相談しろよ』

　葉月の唐とう突とつな問いかけに一いつ瞬しゆんドキリとする。どうしてわざわざ、離れて暮らしている葉月がそんなことを云いってくるのかと不思議に思ったけれど、すぐその理由に思い至った。

「あっ、また母さんが兄ちゃんに何か云ったんだろ」

　加賀のことで思い悩むことが多くなった近ちか頃ごろ、頻ひん繁ぱんにため息をついてしまうせいで母に心配されていた。何を聞かれても「大だい丈じよう夫ぶ」としか云わない七紀に業ごうを煮にやし、葉月に相談したのだろう。

『まあ、そんなところだ。七紀はすぐ顔に出るから、母さんも心配になるんだよ』

「仕方ないじゃん、出したくて出してるわけじゃないんだから。でも、ちょうどよかった。兄ちゃんに聞いてみたいことがあったんだ」

『聞いてみたいこと？』

「いや、俺ももう大学二年だし、将来どうしたらいいかなって考えてて……兄ちゃんってさ、いまの仕事に就つこうっていつ決めたの？」

　大学二年にもなって過保護な母と兄はどうかと思うが、相談するにはいい機会かもしれない。葉月に将来のことについて相談することにした。

『周りが就活やりだして焦あせってきたんだろう』

「う、うん、まあ、そんなとこ」

　加賀の言葉に不安になったから。そんなふうに云うわけにもいかず、曖あい昧まいに返す。

『俺はできるだけ手て堅がたい仕事を選んだだけだよ。七紀みたいに、どうしてもやりたいことっていうのはなかったしね。ただ、自分の力がどこまで通用するのか知りたかったから、国際的にビジネスをしている会社を選んだんだ』

「へえ、そうだったんだ……」

『ただ、一つ俺の意見を云わせてもらうなら、俺は七紀に大きな会社は向かない気がするな。けっこう目まぐるしいから、七紀だと息切れしちゃいそうだ』

「それは俺もそう思う。きっと、役に立たないよ」

　情けないと思いつつも、葉月の言葉に同意する。

　小学校のときから高校まで、人と同じペースで何かをするということが苦手だった七紀はずいぶん苦労した。結果的に同じゴールに辿たどり着くとしても、要領が悪いため、ずいぶんと回り道をしてしまうのだ。

　そんな自分を知っているから、周囲と比べられるという立場に置かれるとどうしても萎い縮しゆくしてしまう。競争が嫌いやなわけではなく、周りに合わせるということが難しいだけなのだが、社会に出たらそんな云い訳は通用しないだろう。

『もし、どこかに勤めたいって思うなら、まず兄ちゃんに相談しろよ。七紀に向いてる会社を探してやるから』

「わかった。ありがと、兄ちゃん」

『それと接客業は絶対にダメだ！　どこでまたヘンなやつに目をつけられるかわからないんだから、不特定多数と接する仕事はやめておけ』

「う、うん、そうだね」

　相変わらずの過保護ぶりに苦く笑しようせざるを得なかったが、葉月の気持ちは嬉うれしかった。

『最初のうちは加賀のところにやるのも不安だったんだけどな』

「へ？　どういうこと？」

『いや、何でもない。独り言だよ。───でも、七紀。七紀は漫まん画が家かになりたいんじゃなかったのか？』

「う……そうなんだけど、なれるかどうかもわかんないし……」

　痛い質問で返され、言葉に詰つまる。しかし、葉月が疑問に思うのは当然のことだ。何せ、小学生の頃ころからずっと、将来の夢は漫画家だと云っていたのだから。

『いまから怖おじ気づいててどうする。投稿はしてるんだろう？』

「このところ、隆也さんの手伝いが忙いそがしくて、なかなか進まなくて……」

『何だ、時間が足りないのか？　だったら、俺から加賀に───』

「あっ、そういうつもりで云ったんじゃないから！　隆也さんが悪いわけじゃないんだ！　その、何ていうか、目の前にあるもののほうに先に手が出ちゃうっていうか……」

　自分が何もしていないのは、まるで加賀のせいのような物云いをしてしまったことを反省する。葉月に云い訳をすると、少ない言葉の中から七紀の云いたいことを汲くみ取ってくれた。

『たしかに成果が見えることのほうがやりやすいよな。とくに七紀は不器用だからな。一つのことに集中すると、他ほかのことができなくなるんだろう？』

「うん、それもある……」

　葉月はずっと七紀の夢を応おう援えんしてくれている、一番の理解者だ。親ですらときに持て余すほどスローペースな自分に、根気よくつき合い、あれこれと教えてくれたのは葉月だ。

　周りと自らを比べて内に籠こもってしまいそうになっていた七紀に、自分は自分でいいのだと云ってくれた。勉強も運動もできて人望もある葉月のようになるのは無理だろうけれど、葉月の優やさしいところや努力を怠おこたらない姿勢は見習いたいと思っている。

『七紀は流されやすいところがあるから、目標はしっかり持ったほうがいいと思う』

「流されやすい……」

　葉月の目からも、そう見えるのかと肩かたを落とした。

（自覚はあるけどさ……）

　落ち込んだ空気が電話越ごしに伝わってしまったのか、葉月は慌あわててフォローしてくれた。

『ごめんごめん、悪い意味で云ったんじゃないんだ。七紀は優しいところがあるから、自分のことを後回しにしがちだろう？　自分のことを優先して考えろって云っても無理だろうから、まずは自分が何をして生きていけるかって考えてごらん。何をしたいかじゃなくてね』

「何ができるか……」

　葉月に云われた言葉を口の中で繰くり返す。

　これまで七紀は「自分は何がしたいのか」ということばかり考えていた。葉月のお陰かげで、少し視界が広がったような気がする。

『自分のやりたいことを仕事にする必要なんてないんだよ。いま、十年後、二十年後を想像するのは難しいかもしれないけど、大人になるっていうのは自分で自分を食べさせていくってことだから』

「……うん」

　葉月の言葉は重く響ひびく。

『まあ、七紀はいまでも充じゆう分ぶん働いてるけどな。母さんから聞いたぞ。毎月、生活費渡わたしてるんだって？』

「う、うん。だって、隆也さんのところで給料もらってるし、たまに母さんに差し入れ作ってもらったりしてるから」

『アシスタントを続けながら投とう稿こうするんじゃダメなのか？　いま加賀のアシスタントはお前しかいないんだろう？』

「そうなんだけど……いつまでも隆也さんに甘えてるわけにはいかないし、アシスタントしてると、ずっと諦あきらめられなさそうだし……」

　ぼそぼそと自分の気持ちを告げると、強い口調で叱しつ咤たされた。

『だから、どうしてデビューできないことが前提なんだ。やってみなくちゃわからないだろう！　そうやって、自信がないことに逃にげ腰ごしになるのはお前の悪い癖くせだ』

「ご、ごめんなさい……」

『それに加賀は別にお前のことを甘やかしてはいないだろう。少し前に加賀が云いってたぞ。ずいぶん上手うまくなったって。細かく指示しなくても意図を汲み取ってくれるから助かってるって』

「本当に…？」

『あの細かい背景を描かいてるのはお前なんだろ？　俺はそういうの詳くわしくないからどの程度でプロとして通用するのかわからないけど、加賀が云うんだからもっと自信持っていいんじゃないか？』

　加賀が葉月にそんなふうに云ってくれてたなんて、全然知らなかった。

　これまで加賀が直接褒ほめてくれたことはほとんどない。元々、そういうことを口にする人ではないし、作画に関しては厳しいところもあるから、納なつ得とくしてもらえるレベルにはまだ達していないのだろうと思っていた。頼たよりにされているのは、主に家事の部分だけだろうと。

（やばい、泣きそう）

　瞳ひとみの奥が熱くなったけれど、奥歯を嚙かみしめてぐっと堪こらえた。黙だまり込んだ七紀に、葉月が優しい声をかけてくれる。

『大だい丈じよう夫ぶだよ。いままでだって、一度決めたことはちゃんとやり遂とげてきたんだから』

「……そうだね」

　今度は素す直なおに頷うなずくことができた。自分の才能に自信を持つのは難しいけれど、これまで重ねてきた努力や加賀や葉月の言葉なら信じられる。

　要領が悪く不器用な生き方しかできないからこそ、自分にできることは精せい一いつ杯ぱいがんばってきたつもりだ。

『そうだ、加賀には俺がバラしたことは内ない緒しよな』

「え？」

『自分で云おうと思ってたみたいだから、そのときは初めて聞いたふりしとけよ。まあ、あいつにはなかなか云い出せないだろうけど。ああ見えてカッコつけたがりだから』

「う、うん、わかった」

　そういえば、この間の受賞の報告を受けたときも、加賀自身はタイミングを計っていたのに御法川に先に云われていた。自分の見た目にはかまわなくても、シチュエーションにはこだわりがあるのかもしれない。

『間が悪いやつだから、大たい抵てい云おうと思ってたことは云えずに終わるんだけど。何て云うか、見かけ倒だおしなんだよな』

「たしかにそういう人かも……」

　葉月の的確な評価に、七紀はしみじみと呟つぶやく。一見怖こわそうな顔のわりに動物と子供に優しかったり、無骨で大きな手をしているのに繊せん細さいな絵を描いたり。

　きっと、当人は七紀たちに噂うわさされているなどとは思ってもいないだろう。いまごろは家でくしゃみをしているに違ちがいない。

　そう考えたら、何だか少し笑えてきた。
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「……来ない……」

　七紀は腕うで時計を見ながら呟いた。

　秋芳社漫まん画が賞の授賞式が行われるホテルの前で待ち合わせることになったのだが、加賀はまだ現れない。やはり、この間の待ち合わせだけが奇き跡せきだったのだろう。

　待ちぼうけは慣れているけれど、このあとの予定を考えると不安になってくる。式の主しゆ賓ひんが遅ち刻こくだなんてことになったら大変だ。何度かメールを入れてみたのだが、返事は一つも返ってきていない。

　ただ気づいていないだけだと思いたいけれど、もし家で寝ねていたりしたらと思うと不安で仕方ない。やはり、外で待ち合わせずに家まで迎むかえに行けばよかった。そうすれば、こんな気分にはならずにすんだのに。

　悩なやましいため息をつきながら、七紀はジャケットのポケットを上から撫なでた。

（それにしても、いつ渡わたそう……）

　ポケットの中には加賀へのプレゼントが入っていた。後日改めて例の店を訪ねて受け取ってきた、あのタイバーだ。立派な箱に入れてもらい、リボンまでかけてもらったけれど、却かえって仰ぎよう々ぎようしい気がして渡しにくくなってしまったのだ。

　来る前に加賀の家に寄ってこられればよかったのだろうが、ホテルの前で待ち合わせだと先に云われてしまい、完全にタイミングを失ってしまった。

　改まってお祝いの言葉を云うのは恥はずかしいし、かと云って、さりげなく家に置いておいても気づいてもらえない可能性が大きい。

　七紀は手の中にある小さな箱を見つめながら、悩ましいため息をつく。

「そういうとこ鈍にぶいからなぁ……」

「誰だれが鈍いって？」

「……っ」

　独り言に問いかけられ、思わず飛び上がりそうになる。声をかけてきたのが誰なのかは、振ふり向くまでもなかった。

　突とつ然ぜんのことに心臓のほうがドキドキと動どう揺ようしている。

「もう！　脅おどかさないでよ！」

「待たせたな。寒いんだから、中で待ってりゃよかったのに」

「すぐ来るって思っ───」

　振り返って加賀を見上げた七紀は言葉を失い、何度も目を瞬またたいた。あまりの変化についつい加賀を凝ぎよう視ししてしまう。

（ホントに隆也さん……？）

　いつもの気怠げな雰ふん囲い気きは微み塵じんもなく、すっきりとした清潔感のある髪かみ型がたになっていた。美容院に行ってこいという七紀の云いつけを守ったようだ。

「何だよ、お前の云う通り髪切ってきたんだぞ。似合わないなんて云うなよ」

　拗すねた口調で云われ、はっと我に返った。

（何度見み蕩とれるつもりなんだ、俺は！）

　新たな面を見るたびに、目を奪うばわれてしまう自分をどうにかしたい。

　それにしても、こんなに髪を短くするのは久々なのではないだろうか。この間、スーツを試着したときは髪が長いせいで下手へたをするとホストのようだったけれど、いまは仕事のできるビジネスマン風だ。

「あ、うん、似合ってる、と思う」

「何か歯切れが悪いな。本当はおかしいと思ってんだろ」

　襟えり足あしが涼すずしいのか、きまりの悪そうな顔で首の後ろを撫でている。慣れない髪型に落ち着かないのだろう。

　ずいぶん決まってはいるけれど、何かが足りない。首を捻ひねりかけ、違い和わ感かんの理由に気がついた。ネクタイを締しめていないのだ。

「ネクタイは？　まさか忘れてきたんじゃないよね？」

「ああ、お前に締めてもらおうと思って」

「あんなに家で練習したじゃん！」

　やはり自分で締められるようになってもらわなければと思い、あれから二人で特訓したのだが、本人にやる気がなければ意味がない。

（せっかく、結び方覚えさせたのに……）

　あの苦労が無む駄だだったのかと思うと、がっかりしてしまう。細かい絵は描けるくせに、自己申しん告こくを違たがえることなく加賀の指先は不器用で、なかなか綺き麗れいなノットを作れなかった。

「いいだろ別に。お前がいるんだから」

「まったくもう……」

　呆あきれたため息をつきかけた七紀は、ふと思いついた。タイバーはネクタイを締めるときに、こっそりつけてしまおう。そして、あとで加賀が気づいたときに、自分からのお祝いだと云えばいい。いくら服装に無む頓とん着ちやくな加賀でも、そのうちに気がつくだろう。

「ここじゃ人目につくし、場所変えようよ」

「そうだな、ずっと外にいるのも何だしな。お前、体冷えたんじゃないか？」

　加賀は自分のコートを脱ぬぎ、七紀の肩かたにかけてくる。体温の残ったそれは北風に晒さらされた体に暖かかったけれど、何となく気き恥はずかしくて突つき返してしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「そうか？　なら、何か温かいものでも頼たのむか」

　入り口をくぐると、ドアマンが優ゆう雅がに会え釈しやくしてくれる。慣れない応対に、七紀は陰かげに隠かくれるようにして、加賀のあとについていった。

「そうだな、あのへんなら人目につかないだろ」

　ロビーを見み渡わたし、柱の陰になっている場所を見つけた。入り口からは死角になっているから目立たないはずだ。

　七紀は加賀を先に歩かせながら、こっそりとプレゼントの包装を解く。淡あわく光を弾はじくタイバーをポケットに忍しのばせた。

（すぐにはバレませんように）

　つけているときに気づかれたりしたら、間の抜ぬけたサプライズになってしまう。

「どこに入れたかな。ああ、あったあった」

　加賀はコートのポケットから丸めたネクタイを取り出した。くるくると巻かれてあったため、ぐちゃぐちゃにはなってないけれど、扱あつかいの粗そ雑ざつさにハラハラする。

「ああもう、そんなところに突っ込んで！　皺しわになったらどうするんだよ！」

「ちょっとくらい平気だって。そんなこと気にするのはお前くらいだ」

「そんなわけないだろ！　まったくもう……」

　手て渡わたされたネクタイを伸のばし、皺が入っていないか確かく認にんしていると、加賀が催さい促そくしてきた。

「いいから、早く」

「はいはい。じゃあ、顎あご上げて」

「ん」

　受け取ったネクタイを立てた襟えりの下に通し、左右の長さを調整する。いささか緊きん張ちようしつつ、ノットを作っていく。手を動かしながら、気になっていたことを訊たずねた。　>>>♥

「そういえば、スピーチの原げん稿こうはできたの？」

「当然だろ。下した描がきもだいたい終わらせてきた」

「ホントに!?　今日は雪が降るかも……」

　こんな時期に下描きが終わってるだなんて信じられない。もしそれが本当なら、今回は仕上げにゆっくり時間をかけられる。

「俺だってやればできるんだよ」

　何度も練習した甲斐かいあって、一発で綺麗なノットが作れた。そこにさりげなくタイバーを添そえてジャケットの内側へとしまう。

「うん、完かん璧ぺき」

「惚ほれ直したか？」

「いまのはネクタイの出来を自分で褒ほめたの！」

　実際、見み違ちがえるくらいカッコいいけれど、図に乗るだろうから口にはしない。

「七紀は似合ってる。やっぱり、すげー可愛かわいい」

「なっ……」

　今日着ているのは、加賀に買ってもらった服だ。スーツではないけれど、カジュアルなジャケットに一応ネクタイを締めている。

「俺の見立てに間違いはなかったな」

「自分のも真面目まじめに選んでくれればいいのに」

　七紀の不満に対し、加賀は小声で呟つぶやいた。

「お前に選んで欲しかったんだよ」

「え…？」

　問い返そうとした瞬しゆん間かん、七紀の携けい帯たい電でん話わが鳴った。慌あわてて取り出し、通話をオンにする。

『もしもし、七紀くん？　もうホテルに着いてる？』

　かけてきたのは御法川だった。加賀の到とう着ちやくの確認のために電話をかけてきたのだろう。

「あ、はい。いま隆也さんとロビーにいます」

『じゃあ、これから迎むかえに行きますね』

「わかりました。お待ちしてます」

　御法川に居場所を伝えて通話を切ると、何故なぜか加賀が不満そうな顔をしていた。

「どうして俺じゃなくて七紀にかけてくるんだよ」

「隆也さんが電話になかなか出ないからだろ。文句があるなら、自分でちゃんと連れん絡らく取ってよ」

「気が向いたらな」

「いったい、いつになったら気が向くんだよ！」

「さぁな」

「まったくもう……」

　七紀は加賀の原稿を手伝うアシスタントなのであって、マネージャーなわけではない。御法川にもそのへんを誤解されているような気がする。

（結局、スケジュールの管理も俺がやってるしな……）

　頼まれたわけではなく、見るに見かねて口を出すようになっただけなのだが。

　加賀自身、家に籠こもりがちなせいで日付の感覚がすぐになくなる。下手をすると季節までわからなくなっているときもあるくらいだ。

　そのためにちょくちょく顔を出して、締め切りまでの日にちを確認していたら、自おのずと七紀が管理をするようになってしまった。いまでは、七紀の手帳には講義や試験の日程の他ほかに、加賀の原稿の締め切り日が書いてある。

「で、どんなスピーチするの？」

「秘密」

「えー、どうせあとでバレるんだから教えてくれたっていいじゃん」

「絶対教えない」

　二人で軽口を叩たたき合っていると、しばらくして御法川が迎えにやってきた。自分たちを見つけられない様子で、あたりをきょろきょろと見回している。

「あ、こっちです」

　七紀はソファから立ち上がり、御法川を手招いた。自分たちを見つけ、ほっとした様子で歩み寄ってくる。

「七紀くん、今日は引いん率そつご苦労様」

「い、いえ、俺はとくに何も……」

　丁てい寧ねいに頭を下げられ、恐きよう縮しゆくする。御法川の言葉が不満だったらしく、加賀は不ふ機き嫌げんな声で文句を云いう。

「引率って何だよ」

「言葉の通りだよ。下手へたすると、当日になって逃にげるからなお前は。けっこう男前な格好してきたじゃないか。馬ま子ごにも衣い装しようってところか」

　褒めているのか貶けなしているのかわからない感想だが、御法川は満足そうだ。

「うるせぇ。お前がまともな格好してこいって云ったんだろ」

「そんなこと云って、本当はカッコつけたかったんだろ」

「違ちげぇよ、バカ」

　気の置けない二人の会話を横で聞いているとき、少し淋さびしい気持ちになる。どんなに背せ伸のびをしても、彼らと同い年にはなれないと思い知らされて。必死に追いかけても、一生年下でしかない。もし生まれ変われるなら、加賀と同い年に生まれたいと思っていた頃ころもある。

「それにしても、そんなに髪かみ短くするのは高校以来じゃないか？　正直、見違えた」

　御法川も感心するほどの変身ぶりだったようで、尽じん力りよくした七紀はちょっと嬉うれしかった。

「あー、そうかもな。首が寒くて落ち着かん」

「普ふ段だんからそのくらい身み綺ぎ麗れいにしてればいいのに」

「こんなことでもなきゃ、あんな鬱うつ陶とうしいところ二度と行くか。何で初対面のやつに職業とか趣しゆ味みとか今日の予定とかの個人情報を教えなきゃいけないんだ」

　そのときの状じよう況きようを思い出しているのか、加賀は苦々しい表情をしている。きっと、お喋しやべりなスタッフに当たり、あれこれと質問責めに遭あったのだろう。七紀もそういった遣やり取りは苦手なため、気持ちはわからないでもない。

「それは担当した人が合わなかったんじゃないかな……」

「とにかく、俺はいつもの床とこ屋やがいいんだよ」

　加賀は頑かたくなに云い張る。きっと、美容院では相当我が慢まんしてきたのだろう。七紀はその様子を思い浮うかべて苦く笑しようした。

「そういえば、この間、ウチの会社の女子がデビュー当時のお前の写真見て大おお騒さわぎだったぞ。紹しよう介かいしてくれって云われたけどどうする？　ベビーフェイスで胸がでかい子なんだけど」

　何気ない御法川の言葉に、胸のあたりがひやりとした。加賀がどんな返答をするのか気になり、心臓が高鳴り始める。

　恐おそる恐る加賀の様子を窺うかがうと、投げやりに返していた。

「そういうのは面めん倒どうだからいい」

　女の子の紹介を断ったことに何故か安あん堵どしつつ、『面倒』という言葉が引っかかった。加賀は漫まん画がを描かくこと以外、面倒なことは避さける傾けい向こうにある。炊すい事じも洗せん濯たくも七紀任せなのは、まさに面倒だからだろう。

（もしかして、俺のことも……？）

　女性を口説いて、それなりの関係まで持ち込むまでには時間と手間がかかる。交際を始めたあとも、マメに連絡をしたり一いつ緒しよに過ごす時間を作らなくてはならない。

　しかし、七紀が相手なら口説く必要もないし、面倒は少なくてすむ。そんなふうに思っているのではないと思いたいけれど、積極的に否定できる理由も持っていなかった。

（───考えすぎかな）

　いくらかは好意を持っていてくれているのだろうと思っていたけれど、いまはそれすら疑わしい。嫌きらいではないだろうが、好きなのかどうかはわからなくなった。

「まあ、そう云うだろうと思ってたよ。けど、今日は女性作家も来てるはずだから、声かけられるの覚かく悟ごしとけよ。今晩だけでいいから、とにかく愛あい想そよくしておくように」

「わかってるよ。でも、今日だけだからな」

「そうだ、せっかくだから著者近きん影えいの写真撮とろうか。その格好なら、女性層にウケるぞきっと」

「漫画家が見た目でウケてどうすんだ」

「売るために使えるものは何でも使うんだよ。読者だって、著者がいい男のほうが嬉しいに決まってる。そうだ、サイン会とかどうだ？　秋芳社漫画賞受賞記念って銘めい打うって、大きな書店に協力してもらって───」

　珍めずらしく、御法川が目を輝かがやかせて語っている。加賀を売り込むチャンスに、かなり興奮しているようだ。加賀は反論を諦あきらめた様子で大きくため息をついた。

「もう好きにしてくれ……。それより、どこか温かいものでも飲めるところ行かないか？　いつまでもこんなところにいても仕方ないだろ」

　加賀の提案から、彼が七紀のことを気にしてくれていたらしいことがわかる。ホテルのロビーは完かん璧ぺきに空調が行き届いているため、冷えていた体はすでに温まっているのだが、その心こころ遣づかいが嬉しくて、暗くなりかけていた気持ちが浮ふ上じようした。

「それなら控ひかえ室用に部屋を取ってあるから、そこでルームサービスを頼たのもうか。パーティーは立食式で軽食は出るけど、お前は食べてる暇ひまなんてないだろうから腹ごしらえしておいたほうがいいかもな」

　御法川はそう云って、胸むな元もとからルームキーを取り出した。こうしたシティホテルなどに泊とまったことがないため、部屋の中がどんなふうになっているのかが気になる。

「どうせなら泊まってくか？」

「え、何で？」

　日帰りできる距きよ離りに自宅があるのに、わざわざ宿しゆく泊はくする必要はない。そのぶんの費用がもったいないと思ってしまう自分は貧びん乏ぼう性しようすぎるだろうか。

「こんなとこ来るなんてそうそうないし、ある意味一つの経験だろ」

「いいよ、俺は。御法川さんと泊まってくればいいじゃん」

　七紀の提案に、二人ともものすごく嫌いやそうな顔をした。

「何でこんなやつと一緒に泊まらなくちゃいけないんだ」

「それはこっちの台詞せりふだ」

　勘かん弁べんして欲しいという意見はお互たがいに一いつ致ちしているようだ。うんざりした顔の二人に挟はさまれ、七紀は思わず小さくなった。

「ご、ごめんなさい」

　この二人はたまに仲がいいのか悪いのか、よくわからなくなる。これがいわゆる『悪友』というものなのだろうか。

「とにかく移動しようぜ。ここじゃどうも落ち着かん」

「じゃあ行きましょうか。式まではまだ時間がありますから、好きなものを頼んで下さい」

　担当編集者の顔に変わった御法川に連れられ、七紀たちは控え室となっている客室へと向かった。










　授賞式はつつがなく進行していった。短編部門や特別賞の授じゆ与よも終わり、いまは御法川と二人で金きん屛びよう風ぶの前で楯たてを手て渡わたされている加賀を遠くから見守っている。

　権けん威いある賞を加賀が受け取っている姿は、七紀にとっても誇ほこらしかった。

（夢みたいだけど、夢じゃないんだよな……）

　彼の努力や苦労を知っているぶん、感かん慨がい深ぶかい。それはきっと、御法川も同じだろう。

　今回の受賞は加賀の力で摑つかみ取ったものだ。こうしたことがきっかけで、彼の作品をもっとたくさんの人が読んでくれるようになればいいと思う。

「ほら、そろそろ加賀のスピーチが始まるよ」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか…。何だか俺のほうが緊きん張ちようしてきました」

「ご心配なく。本番には強い男だからね」

　御法川は小声でそう太たい鼓こ判ばんを押すが、七紀の不安は拭ぬぐえなかった。

　加賀はこれまで人前に立って喋ったこともないし、普段は電話に出ることさえ嫌がるほど喋ることが好きではない。いくら緊張していなくても、たどたどしい語り口になってしまうのではないだろうかとハラハラしてしまう。

　いったい、加賀はどんな話をするつもりなのだろう。控え室でスピーチの原げん稿こうをちらりと見たら、そこに書かれた文字はかなりの量があったように見えた。

　ドキドキしながらステージ上を見守っていたら、はじめまして、とマイクを通した加賀の声が聞こえてきた。その声こわ音ねには御法川が云いったように、緊張の欠片かけらすら感じられない。

　審しん査さ委員の先生方や読者への形式的な謝辞のあと、私事になりますが、と続けられた。

「───幼い頃から漫画を読むことも、絵を描くことも好きでしたが、実は漫画家になりたいと思ったことはありませんでした。自分が描くほうの立場になることを想像したことがなかったからです。そんな私が漫画家を目指したのはある人の言葉がきっかけでした」

　加賀の言葉に、七紀はドキリとした。

　先ほどまでとは違ちがった意味で緊張しながら、加賀の次の言葉を待ち侘わびた。

「絶対、漫画家になれるよ───そう云われた高校生は、根こん拠きよのない自信を持って投とう稿こうを始めました。いまの自分があるのは、あのときの言葉があったからです。照れくさいので面と向かっては云えませんが、その人には心から感謝しています」

　加賀とは長いつき合いだけれど、初めて聞いた話だ。だが、七紀にはそのエピソードに心当たりがあった。

（もしかして、俺のことなのかな……）

　そう考えたら、ますます心臓が早はや鐘がねを打ち出した。自じ意い識しき過か剰じようだとも思うけれど、自分のことかもしれない根拠はある。

　加賀が漫画を描き始めたのは、ノートに描いていた見開きの絵が最初だったと思う。躍やく動どう感のある男の子の絵で、違うアングルから捉とらえた表情がコマを重ねて描いてあった。

『ねえ、これってどんな話？』

　たしか、そんなふうに訊たずねた覚えがある。キャラクターが魅み力りよく的で、彼が活躍するところが見たいと強く思ったからだ。

『話なんかねぇよ。何となく描いただけだし』

『これ漫画で読みたい！　隆也さん漫画描いてよ！』

『描いたことないのに、無む茶ちや云うなよ』

　そんなふうに云いながら、次に遊びにきたときにはノート一冊ぶんの漫画を描いてきてくれた。もちろんいま見れば粗あらく未熟な作品だろうけれど、ストーリーは破は天てん荒こうで面おも白しろかった。

　それ以来、七紀の家に遊びにくるたびに、ノートに描かれた漫画の新作を持ってきてくれた。七紀のリクエストが取り入れられ、二人で世界を膨ふくらませていったのだ。

　今回受賞した作品は、そのときに描えがいた話を元に作られている。キャラクターデザインなどは一新されているが大筋のストーリーは変わらない。

　当時のノートは七紀が保存している。読んだあとに返そうとしたら、お前にやると云われたのだ。いらないなら捨てろと云われたけれど、いまは本ほん棚だなの一番いい場所に保存してある。

「この度たびは素す晴ばらしい賞を賜たまわり、本当に嬉うれしく思っております。これからも精しよう進じんしていく所存ですので、ご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いします」

　締しめの言葉のあと、大きな拍はく手しゆが会場を包んだ。深々と頭を下げる加賀の姿に胸がいっぱいだった。

「このあとは隣となりの部屋で軽く食事ができるようになってるんだけど、七紀くんはどうする？」

「何か胸がいっぱいで食べられなさそうです」

「実は俺も。じゃあ、飲み物だけでももらおうか」

　御法川は近くを通りかかったホテルのスタッフを呼び止めた。彼が手にしていたトレーからアルコールを避よけてグラスを取る。

「あの、御法川さんは俺の相手なんかしてていいんですか？」

「加賀のことは他ほかの編集に任せてあるから大丈夫。それに俺がいないほうが、あいつも猫ねこを被かぶりやすいだろうから」

　御法川はそう云っているけれど、きっと加賀や葉月に自分を一人にするなと云われているのだろう。こういう不特定多数がいる場所は、七紀にとっては不安が伴ともなう。

　こうした式に呼ばれている招待客は身分のしっかりした人たちばかりだろうけれど、酒が入ると人が変わることもある。

（よく酔よっぱらいに絡からまれるんだよな……）

　面めん倒どうをかけて、気き遣づかわれている自分が情けない。こっそりと自己嫌けん悪おに陥おちいっていると、編集者らしき女性が御法川を呼びにきた。どうやら御法川がいなければわからない確かく認にん事じ項こうがあるようで、一いつ緒しよに来てくれと云っている。

「すみません、少し席を外してもいいかな？　すぐ戻もどってくるから」

「あ、はい、俺は一人で平気ですから心配しないで下さい」

　やはり、本当は御法川も暇ではないのだろう。迷めい惑わくをかけないよう、グラスを持って会場の端はしへと移動した。目立たない場所にいれば、面倒に巻き込まれることもないだろう。

　一人になった七紀は、改めて会場内を見回した。

（すごいなぁ、漫画家ばっかりだ）

　そんな当たり前の事実に感動してしまう。著者近きん影えいなどで見知った顔も多いし、顔を知らなくてもつけている胸章でペンネームがわかる。選考委員の一人は小さい頃ころから大ファンだった漫画家の一人だ。彼もきっとこの中にいるに違いない。一読者にとっては夢のような空間だ。

　そう考えたら、急に加賀が遠い存在のように思えてきた。さっきまでは誇らしさばかり感じていたけれど、少し落ち着いてきたら淋さびしさのようなものが込み上げてきた。

　加賀のすごさをたくさんの人に知ってもらいたいと思うと同時に、自分以外には教えたくないような独どく占せん欲よくのような感情も否いなめない。矛む盾じゆんしているとわかっていても、それが七紀の素す直なおな気持ちだった。

「あれ…？」

　何となく、気分がふわふわしてきた。ジュースだと思って取った飲み物は、どうやらカクテルのようなものだったらしい。飲み慣れないアルコールに、体が熱くなってくる。

（やばい、俺、酒弱いのに……）

　チョコレートボンボンや正月のお屠と蘇そだけでもいい気分になってしまうのだから、グラス一いつ杯ぱい飲み干したら本格的に酔っぱらってしまう。

　しまったと思ったときにはもう遅おそく、グラスはほとんど空になっていた。口当たりのいい甘さだったため、ぐいぐいと飲んでしまったのだ。

　このままじゃ眠ねむくなってしまいそうだ。酔いを覚ますために水をもらおうと、スタッフを探していたら大勢に囲まれた加賀の姿が目に入った。

（……そうだ。隆也さんにスピーチのこと、訊きいてもいいかな？）

　さっきの話に出てきたのって、俺のこと？

　面と向かっては云えないと云っていたから、敢あえて訊たずねないほうがいいだろうか。そんなふうに思い悩なやみつつも、加賀に近づく隙すきがない。

　加賀を取り囲む人たちは大物作家や出版社の偉えらい人たちばかりで、自分との立場の違いを知らしめるかのような高い壁かべに感じてしまう。その輪へと、見覚えのある顔が近づいていった。

（あっ、あの人、たしかこの間大きな賞を取った監かん督とくだ……）

　新しん進しん気き鋭えいの映画監督で、海外での評価も高い。たしか、自分で書いたオリジナルの脚きやく本ほんしか撮とらないという話だけれど、もしかしたら加賀の作品には興味を持ったのかもしれない。

　媒ばい体たいは違うものの、作品の根底に流れているテーマが似ているから、彼に映像化してもらえるなら面白いものができるだろう。

　その監督と加賀の間を取り持っているのは、綺き麗れいなロングヘアの女性だった。かなりの美人で、いかにも仕事ができそうな雰ふん囲い気きだ。

　編集者の一人なのかもしれないけれど、七紀がいま気になっているのはそんなことではなく、彼女がやけに加賀と気安くしていることだった。

（何であんなに親しげなんだろう……）

　まるで旧知の間あいだ柄がらというような二人の遣やり取りに、もやもやした気持ちになってくる。そんな自分を持て余していると、戻ってきた御法川が七紀を見つけて声をかけてきた。

「こんなところにいたんですね。七紀くん、退たい屈くつじゃない？」

「あ、いえ、憧あこがれてた先生方ばかりなので緊きん張ちようしてます。……って、俺が緊張しても仕方ないんですけど」

　七紀の言葉に、御法川は優やさしく微笑ほほえんだ。

「その気持ちはわかります。俺も子供のときに読んでいた作品の先生に初めて会ったときは感動したなあ。サインが欲しい先生がいたらお願いしてくるけどどうする？」

「いえっ、そこまでしてもらうわけには！」

「そう？」

　昨さく夜やまでは憧れの漫画家に会えたら握あく手しゆをしてもらおう、などと考えていたけれど、いまはそんな心の余よ裕ゆうはない。さっきから、加賀とあの女性のことが気になってたまらなかった。

　自分の気持ちをごまかすために、関係ない質問を御法川に投げかける。

「あの、このあとってどういう予定になってるんですか？」

「あと小一時間ほどでお開きになる予定だね。例年は二次会に繰くり出すことが多いんだけど、加賀は行きたがらないだろうな。七紀くんはどうしますか？」

「ええと、普ふ通つうに帰るつもりでいたんですけど……」

　二次会のことまで考えていなかった。加賀の性格を考えたら、御法川の云いうように行きたがらないだろうけれど、大人のつき合いというものもあるだろう。

（大人のつき合い、か……）

　普ふ段だんは子供っぽいわがままを口にする加賀も、今日ばかりは大人の顔をしている。七紀は加賀のあんな大人びた笑えみなど、いままで一度も見たことがなかった。

　もしかしたら、普段は七紀に合わせてああいう態度を取っているのかもしれない。

「……ッ」

　その瞬しゆん間かん、ズキ、と胸が痛んだ。

　加賀が自分を子供扱あつかいするのは、実際に子供だからだ。二十歳はたちにもなっていない七紀が対等なわけはない。いまさら、そんなことに気づくなんて。

「七紀くん？」

「……あ、あの、あの女性って編集さんなんですか？」

　躊躇ためらいながらも、思い切って御法川に加賀と話をしている女性のことを訊たずねてみた。

「ああ、彼女は映画の製作をしている会社のプロデューサーなんですよ。植うえ村むらさんって云うんだけど───七紀くんは聞いてないかな？」

「何をですか？」

　何故なぜか、嫌いやな予感がした。こういうときの七紀の勘かんは妙みように当たる。聞かないほうがいいと頭のどこかで声がするけれど、知りたいという気持ちには敵かなわなかった。

「彼女、俺らの高校のときの同級生なんだ。その頃、二人はつき合ってたんですよ。すぐに加賀が振ふられてたんだけど」

「えっ!?」

　驚おどろきのあまり、大きな声を出してしまった。咄とつ嗟さに口元を押さえて周りを見回したけれど、それぞれが自分たちの話に夢中で七紀の声など気にも留めていなかった。

（全然知らなかった……）

　加賀とはその頃からのつき合いだが、そんな話は一度も聞いたことがない。だが、小学生だった七紀にそういう話をしなかっただけだろう。

　加賀なら、彼女の一人や二人いてもおかしくない。しかし、そう思った瞬間、胸のあたりがざらりと嫌な感じがした。さっきまで胸に渦うず巻まいていたもやもやとした気持ちは、いまはむかむかとした不快感に変わっている。

（何なんだ、これ……）

　この不快感は、さっきジュースと間ま違ちがえて飲のんでしまったカクテルのせいだろうか。飲み慣れないアルコールのせいで悪わる酔よいしてしまったのかもしれない。

　過去の事実に悄しよう然ぜんとしていると、加賀がこちらにやってきた。

「おい、御法川。お前、ちゃんと見張ってるか？　七紀にヘンな男とか寄ってきてないだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。本当に心しん配ぱい性しようだな、お前は」

「心配性なんじゃなくて、心配なんだよ。おい、七紀、大丈夫か？　少し顔色悪いぞ」

　暗い顔をしている七紀に気づいた加賀が眉まゆを顰ひそめる。安心させるために笑おうとしたけれど、あまり上手うまくいかなかった。

「大丈夫、大丈夫。ちょっと人に酔っただけだから」

「酔った？　全然大丈夫じゃないだろ。家まで送っていくからちょっと待ってろ」

「え、でも、まだ終わりじゃないし……」

「授賞式はすんだんだから、もういいだろ。俺は一生ぶんの愛あい想そを使い果たした」

「で、でも───」

　七紀の手を取って帰ろうとした加賀に、誰だれかが待ったをかけた。

「ちょっと、主役が帰るって何考えてんのよ！　人を出汁だしにして帰ろうとするんじゃないわよ」

　声のしたほうに目を向けると、先ほどの植村という女性が腰こしに手を当てて仁に王おう立だちしていた。その口調から、加賀とずいぶん気安い仲であることがわかる。

「出汁になんかしてねーよ。そもそも、俺の仕事はもう終わっただろ」

「せめて今日一晩くらい我が慢まんしなさいよ。昔っから、忍にん耐たい力がないんだから」

　御法川は当時すぐに振られていたと云っていたけれど、いまの二人を見ていると不思議で仕方ない。実はよりを戻もどしたのだと云われてもおかしくないように思える。

「お前にそんなこと云われる筋合いはない。仕事相手なんだから、もっとそれらしい態度取れないのか？」

「話を逸そらさないでよ。あなたの今日の仕事は、この会場で愛想よくしてることでしょう」

「そんなことより、俺はこいつの体調が心配なんだよ。俺は保護者として、無事に家まで送り届ける義務がある」

「あ、あの、本当に俺は大丈夫だから…っ」

　云い合いになってしまった二人に七紀が割って入ると、植村があれ？　という顔をした。急に見つめられた七紀はきょとんとした顔で目を瞬またたく。

「ねえ、君、もしかして、柚原くんの弟さん？」

「あ、はい、そうですけど…」

　急に話を振られ、戸と惑まどいながら答えると、植村は両手を合わせて喜んだ。

「よく加賀くんと柚原くんから、君の話を聞いてたの。可愛かわいいとは聞いてたけど、想像以上に可愛くてびっくり！」

「あ、あの……」

　勢いよく捲まくし立てられ、面めん食くらう。植村は名めい刺しを差し出し、自己紹しよう介かいしてきた。

「あ、私は植村沙さ織おりと申します。お兄さんとは高校のとき同級生だったの。いきなりだけど、演劇に興味ないかな？　映画に出てみたりしない？」

「え？　え？」

「植村、七紀をヘンなことに誘さそうのはやめろよ」

　動どう揺ようして加賀に視線で助けを求めると、七紀の代わりに断ってくれた。ただでさえ注目されるのは苦手なのに、自ら人前になど立ちたくはない。

「ヘンなことって何よ。スカウトしてるだけじゃない」

「七紀は絶対に人前には出さない。葉月だって許すわけがない」

「そんなの柚原くんに聞いてみないとわからないじゃない。ね、気が向いたらその番号に電話くれる？」

「その、俺には無理だと思いますから……」　>>>♥

　諦あきらめの悪い植村に後あと退ずさりながら、七紀は不思議な既き視し感かんを感じていた。何故か彼女とは初対面な気がしないのだ。必死に記き憶おくを探さぐって、やっと思い出した。

（そうだ、この人───）

　小学生のときに何度か見たことがある。加賀が副主将を務めていた剣けん道どう部のマネージャーをしていた人だ。だが、見かけたのは試合のときだけではない。

　塾じゆくの帰りに加賀のところへ借りていた漫まん画がを返しに行き、そこで目にしてしまったのだ。加賀が制服を着た女の子とキスしていたのを。

　きっと、あのときの彼女が植村だったのだろう。結局、加賀には声をかけられずに帰ったのだが、あの日はずっともやもやとした気持ちをしていた。

　小学生の自分にはわけがわからなかったけれど、あの感情は間違いなく『嫉しつ妬と』だった。

　いままで忘れていたのも、嫌な記憶だったから無意識に思い出さないようにしていたからに違ちがいない。

（……何だ、俺、隆也さんのこと好きだったんだ）

　この瞬間、何故なぜかすとんと納なつ得とくできた。

　カッコいいし、話も合うし、隣となりにいると居い心地ごこちはいいけれど、それが恋れん愛あいとしての好きに結びつくなんて考えたこともなかった。でもそれは、一いつ緒しよにいることが当たり前だったから。

　どんなにだらしなくても、無神経でも、時間にルーズでも、好きだから許せていたのだと思えば納得もいく。

「そういえば、いまでも柚原くんと仲いいの？　私との約束はすぐ破るくせに、柚原くんとはべったりだったわよね」

「高校生の男同士なんてあんなもんだろ」

「そう？　いつ誘っても柚原くんちに行くからダメだって云いうんだもん。妬やくのも馬ば鹿か馬鹿しいくらいだったわよ」

　加賀と植村の親しげな遣やり取りに苛いら立だちを覚える自分が嫌になる。七紀が入ることのできない昔話を聞いているだけで、酷ひどく辛つらい。

「でも、加賀くんがこんな賞を取るようになるなんてびっくり。よく授業中、珍めずらしく真面目まじめにノート取ってるなぁって思ったらノートにびっしり漫画描かいてるんだもん。私呆あきれて、『そんなに漫画が好きなら漫画家になったら？』って云ったのよね」

「そうだったか？」

　首を傾かしげた加賀の背中を、植村はばしんと力強く叩たたいた。

「やだ、惚とぼけちゃって！　さっきスピーチで云ってたくせに」

「……ッ」

　植村の言葉にさぁっと血の気が引いた。カクテルでふわふわしていた気持ちも急激に冷えていく。

　加賀がスピーチで話していたのは、七紀のことではなく、植村のことだったのだ。胸が冷たくなっていくと同時に、羞しゆう恥ちで頭の中が煮にえたようになる。

「まさか、私が云ったことをそんなに大事に思ってたなんてびっくり」

「バカ、あれは───」

「隆也さん、俺、先に帰るから」

　加賀が焦あせったような顔で何か云いかけたのを遮さえぎって告げた。自分でも意外なほど冷ややかな声だったけれど、いまさらやり直しはきかない。

　硬かたい表情をしている七紀に、加賀が心配そうな眼まな差ざしを向けてくる。

「やっぱり、具合悪いんだろう。ちょっと待ってろ、俺が送っていくから。御法川、あとはお前が何とかしとけ」

「ちょっと待て。さすがにそういうわけにはいかないだろう。それなら、俺が七紀くんを送っていくからお前は残れ」

「いいです、一人で帰れますから」

　加賀たちにこれ以上迷めい惑わくをかけたくなかったため、無理に作り笑いを浮うかべて云った。

「七紀？　おい、七紀!?」

　加賀の呼びかけを無視して踵きびすを返し、会場内の人込みに紛まぎれ込む。普ふ段だんは苦手な人込みに助けられるなんて皮肉なものだ。

　一刻も早くどこかへ行きたかった。加賀と植村の姿を見ずにすむところへ。










（恥はずかしすぎる…！）

　自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、七紀は早足で歩いていた。

　加賀がスピーチで話してたのは、植村のことだったのだ。

　ちらりと、あれはもしかして自分のことではないだろうかと期待してしまったけれど、それはやはりとんだ思い上がりだったようだ。

　浮かれていた自分を恥ずかしく思うと共に、落らく胆たんしている自分もいた。

　ずっと手伝ってきた七紀よりも、漫画家になるきっかけを与あたえただけの植村のほうが大きな影えい響きようを及およぼしているということが悔くやしかった。

（……違う。悔しいんじゃない、嫉妬してるんだ……）

　あんなふうに加賀と云い合えるのは、葉月と御法川の他ほかには自分だけだと思ってきた。ずっと、まともに生活できない加賀を支えているのは自分なのだと信じてきた。

　でも、本当は七紀のほうが依い存ぞんしていたのかもしれない。

　この間、御法川との打ち合わせのときに加賀が「見直してもらう」という話をしていたけれど、あれは「植村に見直してもらいたい」ということだったのだろう。

　仕事の関係で再会したことをきっかけに、よりを戻もどしたいと思ったのかもしれない。

（やっぱり、俺に手を出したのに深い意味なんてないんだろうな……）

　危機感の薄うすい七紀へのお仕置きを兼かねた、ただの気まぐれだったのだろう。薄うす々うすわかっていたけれど、加賀への気持ちを自覚したいまは切なかった。

「……あれ？」

　早足で歩いていた七紀は、ふと立ち止まった。

　帰るために出口に向かっていたはずなのに、全く違うほうへと来てしまっていた。広い建物なので迷子になってしまったようだ。

　ロビーから客室へ行き、そこから授賞式会場へと向かったため、会場からロビーへの道のりがわからない。酔よいのせいもあってか、方向感覚を完全に失ってしまった。

（どっちだったっけ…？）

　いったい、ここはどこなのだろう。誰だれかにそれを聞きたくても、近くには客どころかスタッフの姿すら見えなかった。

「一いつ旦たん、戻ったほうがいいかも……」

　エレベーターを見つけられれば、きっとその近くに案内図があるはずだ。ひとまず戻ろうとした七紀の耳に、不意に話し声が聞こえてきた。

　これで出口への行き方を訊きけると喜んだ七紀は、その会話の中に加賀の名前が出ていることに気づき、思わず足を止めた。嫌いやな感じの笑い方をしながら話をしていたのは、喫きつ煙えんコーナーで煙草たばこを吸っている男たちだった。

「こないだネットで見たんだけどさ、加賀がアシの子に手を出そうとして、それを止めようとしたアシを馘首くびにしたんだってさ」

「ひでー話だな。そのアシの子どうしたんだ？」

「そこまで書いてなかったけど、食われたんじゃね？　まあ、よくある話だよな」

　微び妙みように真実の混ざった噂うわさ話ばなしにドキリとする。襲おそわれたのを助けてくれたのは加賀のほうだが、実際、そのあとに襲われてしまったのは事実だ。

　疑いたくはないけれど、先日いきなり七紀を襲ってきた中谷あたりが逆さか恨うらみでそんな書き込みをしたのかもしれない。摘つまみ出されたあと、御法川のほうに不満を訴うつたえてきていたらしいが、取り合わなかったそうだ。

「ネットなんてデマが多いけど、あいつんとこ、アシが居着かないって評判だし、ありえそうだよな。売れてる漫画描かいてるやつって性格悪いやつ多いって云うし」

「今回の受賞でもっと図に乗るぜ、きっと。いいよな、派手な絵が描けるやつはそれだけで面おも白しろそうに見えるから」

　加賀の悪口を云い合って笑っている様子に、頭に血が上る。彼がどんなに努力し、どんなにがんばってるか知らない人間にそんなことを云われたくはない。

「ホントだよな。あの程度の話なら俺だって描けるっつーの」

「あんなので賞取れるなんて、ラッキーだよな。何かコネでもあるんじゃね？」

「いまの言葉取り消して下さい！」

　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れ、つい口を出してしまった。男たちは虚きよをつかれた様子で黙だまり込んだあと、七紀を睨ねめつけてくる。

「何だ、お前」

　睨にらまれて怯ひるみかけてしまったけれど、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて再度主張する。

「隆也さ…加賀先生のこと、何も知らないくせにいい加減なこと云いわないで下さい！　先生は一方的にアシスタントを馘首にしてるわけじゃありません！　それに先生の漫まん画がが面白くないって、ちゃんと読んだことあるんですか!?」

　気持ちを奮い立たせて云いきった。しかし、彼らはしらけた表情を浮かべている。

「だから、何なんだよお前。編集…って歳じゃねぇよな」

　男たちは煙草をふかしながら、七紀のことをじろじろと眺ながめてくる。

「どうせ、どっかの作家にくっついてきたアシだろ。加賀のファンか何かなんだろうけど、お前こそ何を知ってるって云うんだよ」

「お、俺は加賀先生のところのアシスタントです」

「じゃあ、どんな事情があるって云うんだよ。あの書き込みが事実じゃないって証しよう拠こでもあんのか？」

　ふーっと紫し煙えんを吹ふきつけられ、げほごほと噎むせてしまう。加賀も喫煙者だが、いつもベランダで吸っているため、七紀は煙けむりには慣れていないのだ。

「そ、それは……」

　思わず食ってかかってしまったけれど、自分が襲われたアシスタントで、そういうことが度たび々たびあるせいでアシスタントが残らないという事情を話すわけにもいかず言葉を濁にごす。

「偉えらそうなこと云っておいて、何も答えられないのかよ」

　もう一人の男が可笑おかしそうに笑う。

「まだ若いみたいだし、アシに入ったばっかなんじゃね？」

「ファンでアシに応おう募ぼした口か？　やけに可愛かわいいし、顔で選んだのかもな」

「食い物にされる前に辞やめたほうがいいぞ。どうせなら、俺のところで雇やとってやろうか？　ちょうど飯作るやつがいなくなったんだよな」

　男はそう云って七紀の肩かたを抱だいてくる。

「俺的にはできたら女の子のほうがいいけど、このくらい小こ綺ぎ麗れいなら男でもいいかも」

「……っ」

　もう一人の男に尻しりを撫なでられ、ぞわりと嫌けん悪お感かんが駆かけ抜ぬける。

　反射的にその手をはね除のけようとしたけれど、七紀の手が動く前に、ぱしんという鋭するどい音がした。そして、そのすぐあとに誰かに肩を摑つかまれる。

「ウチのアシスタントが何かしましたか？」

「隆也さん…！」

　逃にげ出した七紀を捜さがして走り回ったのか、加賀は息を切らしている。乱れた髪かみを搔かき上げながら、七紀を背中に庇かばうようにして間に入ってきた。

　斜ななめ後ろから見えたその表情は、怒いかりを無む理り矢や理り抑おさえ込んでいるといった様子だった。

「か、加賀…！　何でこんなとこに……」

　男たちは悪口の対象が現れたことに、動どう揺ようしている。

「それはこっちの台詞せりふですよ。先生方、彼に話があるなら、俺を通してもらえますか」

「別に用なんかねーよ」

　さっきまで大口を叩たたいていたくせに、やはり本人を目の前にすると気まずいらしい。口の中でぶつぶつと何やら文句は云っているけれど、はっきり聞こえるような中傷はなかった。

「だったら、今日は何をしに来たんですか？」

「ちょっと知り合いに会いにきただけだよ。お前には関係ないだろ」

「そのわりには暇ひまそうにしてますね」

「もう帰るところだったんだよ！　ちっ、おい、行こうぜ」

「あ、ああ」

　加賀の追つい及きゆうに居たたまれなくなったのか、彼らはそそくさと立ち去った。その後ろ姿が見えなくなってから、加賀は七紀の腕うでを摑んで引っ張っていった。

「ちょっと来い」

「た、隆也さん…っ」

　物もの陰かげまで連れて行かれたかと思うと、キツい口調で叱しかられた。

「お前は何やってるんだ！　何であんなやつらに絡からまれてるんだ!?」

「それは───」

　その声の鋭さに、びくりと体が竦すくむ。

　加賀の悪口を云われたことに腹が立ち、文句を云いにいったとは云えず黙り込んだ。自分が余計なことをしでかした自覚は充じゆう分ぶんにあった。

　加賀を庇おうと割って入ったくせに、結局何の役にも立てなかった。それどころか、逆に加賀に迷めい惑わくをかけることになってしまった。

（バカだ、俺……）

　彼らがどんなに中傷しようが、加賀は一いつ切さい気にしないだろう。悔くやしかったのは、七紀自身だ。自分の怒りが抑えきれなかっただけの話で、それを加賀のためなどというのはおこがましい。

　浅はかな行動を起こしてしまったことに反省していると、青ざめている七紀に気づいたのか、加賀はバツの悪そうな顔をした。

「すまん、大きな声出して。でも、気をつけろよ。ああいうのは何をしてくるかわからないんだからな」

「うん、ごめん……」

「ったく、招待状も持ってないくせにどうやって入り込んだんだか……。まともに仕事もしてないくせに、タダ飯食いに来やがって」

　腹の虫が治まらないのか、加賀はまだぶつぶつと文句を云っている。

　どうやら彼らは加賀よりキャリアの長い作家なのだが、素行の悪さと不ふ真面目まじめさのせいで各出版社から距きよ離りを置かれているらしい。呼ばれてもいないのに、こうした出版系のパーティーに顔を出しては、強ごう引いんに顔を売り込んでは嫌がられているようだ。

　あんなふうに加賀の悪口を云っていたのは、受賞をやっかんでのことだろう。ある意味、有名税なのだろうが、いま思い返しても彼らの言い草には腹が立った。

「とにかく、一いつ緒しよに戻もどろう。具合が悪いなら、さっきの部屋で休んでればいい」

「本当に大だい丈じよう夫ぶだから。もう気分は悪くないし」

「ホテルの中で迷子になるようなやつを放っておけるか」

「じゃあ、ロビーまで連れてってよ。タクシーで帰れば迷子にもならないしさ」

　七紀の示した妥だ協きよう案を、加賀は一いつ蹴しゆうする。

「こんな夜よる遅おそくに一人で歩かせられるわけないだろう。第一、お前の身に何かあったら葉月に殺される。だから、云うことを聞いてくれ」

「……っ」

　いつもなら気になることはないだろう何気ない加賀の言葉が、七紀の胸に突つき刺ささった。過保護な兄に目を離はなすなと云い含ふくめられていたから、七紀を追いかけてきたのだ。

（隆也さんが心配してくれたわけじゃないんだ……）

　そんな当たり前のことが辛つらいのは、失しつ恋れんしたことに気づいたばかりだからだろう。常に鈍にぶいと云われ続けてきた自分にも繊せん細さいなところがあったらしい。

「……ごめん、心配かけて。でも、俺は本当に平気だから」

　切なさを堪こらえて告げる。いまの自分にできることは、これ以上手間をかけさせないことだけだ。安心させるために軽い口調を装うけれど、加賀は納なつ得とくしない。

「ダメだ。送っていくから、ちょっと待ってろ」

「何云ってんだよ、隆也さんは今日の主役だろ。ちゃんと最後までいないと、色んな人が困るだろ」

「そんなのどうでもいい」

　投げやりに云う加賀に、カチンと来た。

「よくない！」

「七紀？」

　加賀は七紀の鋭い声に驚おどろいた様子で目を瞠みはる。いままであまり自覚していなかったけれど、どうやら加賀のことになると沸ふつ点てんが低くなるらしい。多分、間ま違ちがえて飲んだカクテルが感情の振ふり幅はばを大きくしているせいもあるだろう。

　七紀は表情を引き締しめ直し、精せい一いつ杯ぱいの気持ちを込めて告げる。

「せっかく今日決まってるんだから、最後までやりとおしてよ。俺、隆也さんが無責任な人だって思われるのやだ」

　大賞受賞者が中座していなくなったら、顰ひん蹙しゆくを買うかもしれない。自分のために加賀が無責任な人間だと思われることだけは避さけたかった。

　加賀にとって七紀は庇ひ護ごすべき対象でしかなくても、七紀にとっての加賀はヒーローだ。わがままでしかないとわかっていても、誰だれからも悪く思われたくない。

　頑かたくなな七紀に、加賀は諦あきらめたようにため息をついた。

「……わかったよ。その代わり、俺が迎むかえを呼ぶからそれを待ってろ。いいな？」

「う、うん」

　有う無むを云いわせぬ口調だったため、七紀は大人しく頷うなずくしかなかった。

（迎えってどういうことだろう？）

　タクシーならホテルの入り口前に何台か待機しているはずだから、わざわざ呼ぶ必要はない。

　フロント前のロビーまで連れて行かれ、ソファに座るよう促うながされる。七紀は加賀と一人ぶん離れた場所に腰こしを下ろした。

　一人で帰れると云ったのに、結局このざまだ。もう数ヶ月で二十歳はたちにもなるというのに、情けなさすぎる。

　七紀が力なく項うな垂だれていると、加賀が何故なぜか云いにくそうに切り出してきた。

「……あのさ、七紀」

「う、うん」

　改めて注意を促されるのだと思い身構えたけれど、加賀が口にしたのは全く関係ないことだった。

「さっきの植村の云ってたことなんだけど」

　不意打ちを食くらって動揺する。加賀から直接彼女の話を振られるとは思いもしなかった。

「……っ、う、植村さんがどうしたの？」

　平静を装ったつもりだったのに、言葉がつっかえてしまう。こんな態度では、彼女のことを意識していることが加賀にわかってしまわないだろうか。

　そんな七紀の不安をよそに、加賀はぼそりと告げてきた。

「あいつの云ってたこと、信じるなよ」

「え……？」

　加賀が何のことについて云っているのかすぐには判断がつかず、七紀は目を瞬またたく。植村が七紀に云ってきたのは、葉月の弟かという確かく認にんと映画に出てみないかという誘さそいだけだ。

「思い込み激しいし、けっこう調子のいいやつだからさ、その───」

　多分、加賀は映画の誘いについて云っているのだろう。人を疑うことを知らない子供にどう云い聞かせようか迷っているようだ。

　あの言葉に真に受けていたわけでも興味を抱いだいていたわけでもないけれど、こうして改めて念を押されると、お前にそんな価値はないと云われている気がして少し切なかった。

「……うん、大丈夫。わかってるから」

　だけど、加賀を困らせたくなくて、どうにか口元に笑えみを浮うかべる。

　七紀がどんなに鈍くても、もう勘かん違ちがいをする気はない。もう、大丈夫だ。

「それなら、いいんだ」

　加賀はどことなく落ち着かない様子で視線を彷徨さまよわせている。何か他ほかにも云いたいことがありそうだが、結局そのまま黙だまり込んでしまった。

　沈ちん黙もくが気まずい。何か話題はないだろうかと考え、伝え損そこねていた言葉を思い出した。

「───隆也さん、改めておめでとう」

「え？　あ、ああ、さんきゅ」

　急な話題の転てん換かんに面食らったのか、加賀は怪け訝げんな顔をした。いきなりどうしたんだと云いたそうにしている。

「ねえ、俺からのお祝いにもう気づいた？」

「お祝い？」

　その声こわ音ねから、少しも気づいていなかったことがわかる。鏡を見たときにでもわかるだろうと思っていたけれど、よく考えたら加賀が自分の姿を気にして鏡の前に立つわけはない。

　七紀は苦く笑しようしながら、ヒントを与あたえた。

「ネクタイの下のほう見てみてよ」

　ソファの背もたれに寄りかかっていた加賀は体を起こし、視線を落とした。そして、ようやく、あっという顔をする。

「これ───」

「隆也さんが試着してる間に、あのお店で見つけたんだ。あんまりスーツ着る機会なんてないかもしれないけど、それならどんな柄がらにも合うかと思って」

「…………」

「驚かせたかったから隆也さんに見つからないように、ってこそこそしてたら、本当に全然気づかないんだもん。あ、これケースだから、着き替がえるときになくしたりしないでよね」

「すまん…。でも、ありがとな」

　加賀はふっと口元を綻ほころばせた。その柔やわらかな表情に胸が締めつけられる。

「……っ」

　切なくて甘い痛み。これは間違いなく恋こいなのだ。

　でも、これこそ勘違いであって欲しかった。何かの気の迷いなら、こんなに苦しい気持ちにならずにすんだのに。

　泣きたい衝しよう動どうを奥歯を嚙かんで耐たえていると、聞き慣れた柔らかな声が聞こえてきた。

「七紀」

「兄ちゃん？　何でここに───」

　云いかけて気がついた。加賀の云っていた迎えとは葉月のことだったのだろう。

「気分が悪くなったんだって？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だって。慣れないところに行ったから、ちょっと緊きん張ちようしただけ」

　眉まゆを顰ひそめる葉月に、七紀は慌あわてて笑顔を見せた。ため息などついて見せたら、病院に連れて行かれかねない。

「本当か？　またいつもみたいに無理してるんじゃないだろうな」

「うん、本当に本当だって。でも、土曜なのに何でスーツなの？」

　追つい及きゆうを避けるために、自分から話題を変える。

　葉月の会社は土日が休みだったはずだ。それに、加賀が連れん絡らくしてからホテルに葉月が現れるまで、それほど時間が経たってないことも不思議だった。

「休日出勤してたんだ。ちょうど帰ろうと思ってたところに連絡もらったから、こっちに寄ったんだ」

「…………」

　本当はきっと、仕事を途と中ちゆうで切り上げてきてくれたに違ちがいない。葉月の優やさしさが、今日はとくに胸に痛かった。

（ホント、俺ってダメすぎる……）

　加賀にも葉月にも心配をかけ、面めん倒どうをかけている。いくら反省してもし足りない。

「お前はまだ帰れないんだろう？」

「ああ、二次会にも顔を出すのが慣習らしいからな」

「それも仕事のうちだ。我が慢まんするんだな」

「わかってるよ」

　葉月が諭さとすと、加賀は不ふ貞て腐くされた様子で答えた。多分、心の底から面倒だと思っているのだろう。それを見て、葉月は笑った。

「愚ぐ痴ちならあとでいくらでも聞いてやるよ。───じゃあ行こうか、七紀」

「……うん」

　加賀と離はなれられることにほっとすると同時に、淋さびしさも覚える。傍そばにいたい。でも、一いつ緒しよにはいたくない。人の気持ちなんて矛む盾じゆんばかりだ。

　そんな未練の混じった眼まな差ざしで加賀をこっそりと窺うかがい見ると、柔らかな眼差しを返された。

「気をつけて帰れよ」

「うん」

「あとでメールする」

「うん」

　やっぱり名残なごり惜おしさは拭ぬぐいきれなかったけれど、葉月にタクシーに先に乗るよう促されて、躊躇ためらう間もなかった。

「……駅の近くまでお願いします」

　加賀に見送られながら乗り込んだタクシーは、音もなく滑すべるようにして夜の街へと走り出した。運転手に行き先を告げたあと、しばらく二人とも黙っていたけれど、やがて葉月がそっと問いかけてきた。

「……今日は何かあったのか？」

　どう答えていいかわからず、一いつ瞬しゆん黙だまり込む。加賀は葉月に何と云いって、ホテルまで来てもらったのだろう。

「ええと、隆也さんから聞いてない…？」

「俺は七紀が帰りたがってるから迎むかえに来てくれってメールもらっただけ。七紀が話したくないなら話さなくていいよ」

　葉月に頭をぽんぽんと優しく叩たたかれる。その感かん触しよくが何だか懐なつかしくて、自分がものすごく小さな子供になったような気がした。

「……一人で空回りしてただけ。それで、隆也さんに迷めい惑わくかけちゃった」

「いつも加賀に迷惑かけられてるんだから、たまにはいいんじゃないのか？」

「……うん……」

　葉月の慰なぐさめの言葉は、七紀の心を上うわ滑すべりしていく。日常でのことなら、葉月の云うようにお互たがい様だと思えたかもしれない。しかし、今日は加賀の一生に何度もない晴れ舞ぶ台たいの日なのだ。

　黙っている七紀に、葉月は言葉を重ねた。

「あいつは別に気にしてないよ。でも、七紀が後こう悔かいしてるなら、今度ちゃんと謝っておいで。過ぎてしまったことは、やり直しはきかないけど、取り返しならつくだろう？」

「そうだね」

　葉月の云う通り、なかったことにはできない。自分にできるのは反省し、謝ることだけだ。

（……早く大人になりたいな）

　年ねん齢れいだけではなく、精神的に『大人』になりたい。勘違いして浮かれたり、誰だれかの言葉一つで動どう揺ようしたりする『子供』な自分から早く卒業したい。

「それで、どうだった？　受賞パーティー自体は。加賀がスピーチしたんだろ？」

　落ち込んでいる七紀の気を紛まぎらわせようとしてくれているのか、葉月は違う質問をしてきてくれたけれど、それも七紀にとっては気の重い話題だった。

　それでも、これ以上暗い顔を葉月に見せないよう、精せい一いつ杯ぱい明るい声を出す。

「すごく堂々としててびっくりした。俺のほうが緊張してたくらい」

「あいつはああいう場には強いんだよな、昔から。試合のときも、一人で平然としてるようなやつだったよ」

「へえ、そうなんだ」

　たしかに普ふ段だんから神経の太いところはある。締しめ切りが目前に迫せまっているときでも、加賀が焦あせっているところは見たことがない。いつも泰たい然ぜんとしていて、何とかなると云って、本当に何とかしてしまう。

「今日は漫まん画が家かがたくさん来てたんだろ？　七紀の憧あこがれてる人とかも来てたんじゃないのか？」

「すごかったよ。ちっちゃい頃ころから読んでるような漫画家の人がたくさんいて、隆也さん名めい刺しいっぱいもらってた」

「七紀はサインもらってこなかったのか？」

「俺はおまけでついてっただけだし、そんなことできないよ」

　本当は加賀と植村の様子ばかり気になってしまい、憧れの漫画家にサインをもらう余よ裕ゆうなんてなかった。ざわめく胸の内を落ち着けようと、躍やつ起きになっていた。

　自分からも何か話さなければ、と口を開いた七紀は自ら胸を抉えぐる話題を振ふってしまった。

「……そういえば、植村さんに会ったよ」

　よりによって、とすぐに後悔したけれど、気にしているからこそ口をついて出てしまったのだろう。だが、葉月はすぐには誰のことかわからない様子だった。

「植村？」

「兄ちゃんたちの同級生なんでしょう？」

　もらった名刺をポケットから取り出して見せると、葉月はやっと納なつ得とくがいった顔をした。

「ああ、あの植村か。懐かしいな。でも、何で彼女が授賞式に来てたんだ？」

「何かね、隆也さんの作品を映画化しないかって話を持ってきたみたい。プロデューサーなんだって。有名な映画監かん督とくも一緒だったよ」

　本当にそれだけが目的かどうかはわからないけれど。

　植村は、スピーチで自分の話をされて満まん更ざらでもなかったようだった。それなりに加賀に対して未練が残っている可能性は大いにある。

「へえ、いまそんな仕事してるのか。はっきりした性格だから合ってるかもな」

「植村さんて、兄ちゃんが剣けん道どう部にいたときのマネージャーさんだよね？」

「そうそう、よく覚えてたな」

「何となく見覚えがあるなって思って……」

　やっぱり、あのとき見た加賀のキスの相手は植村だったのだ。疑いが確信に変わり、胸の傷も深くなる。

「そういえば、七紀はよく練習や試合を見にきてたもんな」

　葉月は当時のことを思い返しているのか、懐かしそうにしている。

　夏休みはしょっちゅう葉月への差し入れを手に、練習をしている高校の道場へ足を運んだものだ。兄の活かつ躍やくする姿も楽しみだったけれど、加賀に会いたいという想おもいも大きかった。

「……隆也さんと植村さんって昔つき合ってたんだってね」

　胸を抉った事実を何気ない噂うわさ話ばなしをするように話題に乗せたのは、自分の気持ちをはっきりと確かく認にんしたかったからだ。現実を認識し、諦あきらめをつけるため。

「ああ、一時期だけどな。加賀から聞いたのか？」

　急な問いかけに、葉月は怪け訝げんそうに返してくる。もしかしたら、いつもとは様子の違う七紀に気づいたのかもしれない。真意を悟さとられないよう、努めて軽い口調を装った。

「ううん、御法川さん。でも、今日も仲よさそうだったよ」

「七紀、お前───」

　葉月は何か云いかけたけれど、何故なぜか途と中ちゆうで言葉を飲み込んだ。

「兄ちゃん？」

「いや、何でもない。そういえば、食事はしてきたのか？」

「ええと……」

　授賞式が始まる前に加賀が頼たのんでくれたココアを飲んだきりだ。あのときは七紀のほうが緊きん張ちようしていて、何か食べる気にはなれなかった。いまは違ちがった意味で食しよく欲よくが湧わかない。

　云い淀よどんだ七紀に、葉月はため息をついた。

「その様子だと、全然食ってないんだな」

「何となく食べそびれて……」

「仕方ない、帰ったら夜食を作ってやるよ」

「え、いいよ、別に」

「何だ、兄ちゃんの作った飯が食えないって云うのか？」

　しかつめらしい顔とわざとらしい口調で云われ、小さく吹ふき出した。

「じゃあ、お願いします」

　相変わらず兄は過保護だが、こういうときはありがたい。家族だからこそ、素す直なおに甘えることができる。いままでは加賀も同じような存在だと思ってきたけれど、でも、そうじゃなかった。もっと違った『特別』な人だった。

「今日は帰って飯食ったらすぐ寝ねるんだぞ」

「うん、そうする」

　タクシーの窓から外を眺ながめると、窓に水すい滴てきがついていた。雨かと思っていたら、どうやらそれは霙みぞれのようだった。

「今日はやけに冷えると思ったら、雪か」

「初雪だね」

　シャーベット状のそれはタクシーの窓にぶつかっては滑すべり落ちていく。

（本当に雪が降ってきた───）

　ホテルのロビーで叩き合った軽口を思い出す。そんなに仕事が速いなんて今日は雪が降るかもしれない、と。隣となりに加賀がいたら、「ほらやっぱり降っただろ」と云ってやったのに。

　きっといまごろは、植村と楽しく笑い合ってるに違いない。七紀はそんな想像をしてしまう自分が嫌いやでたまらなかった。

　頭の中の映像をかき消すために、窓に当たる氷の粒つぶをじっと見つめる。きっと、積もることなく明日の朝には溶とけてしまっているだろう。

　この胸を押し潰つぶそうとしている感情も、同じように消えてなくなってくれればいいのに。初めて味わう苦しさに、そんな都合のいい願いを抱いだかずにはいられなかった。







　　　　５







　一昨日おとといの夜、授賞式から帰ってきたあと、七紀は熱を出してしまった。

　多分、これは知ち恵え熱ねつのようなものだと思う。待ち合わせのときにしばらく外で北風に当たっていたせいで、体が冷えて風邪かぜを引いてしまったのかもしれないが、咳せきや頭痛などの症しよう状じようはなかった。

　心配させたくなくて隠かくそうとしたけれど、すぐに葉月には見み抜ぬかれてしまった。そのため、昨日一日はずっとベッドの住人だ。もうだいぶよくなったのだが、寝ていろと云いう葉月には逆らえず、月曜日になった今日は大学を休むことになってしまった。

（本当に過保護なんだから……）

　母親以上に心配し、あれこれと世話を焼いてくれる。

　無理をしてよく寝込んでいたのは小学生のときの話だ。看護師をしていて忙いそがしい母の代わりに、甲斐かい甲斐がいしく面めん倒どうを見てくれていた。きっと、葉月はその頃の感覚が抜ぬけていないのだろう。こうして心配させてしまうのは、七紀がまだまだ頼たよりないからなのだろう。

「一応、瑞香にメール入れとくか」

　同じ講義もいくつか取っているから、あとでノートを写させてもらわなければ。ベッドの中で携けい帯たい電でん話わを操作して、メッセージを送る。

　加賀にも送ろうかと思ったけれど、無む駄だな心配をかけるだけだと考え直し、携帯電話を閉じた。無む性しように声が聞きたい気分だったけれど、いまは電話をかける踏ふん切りがつかなかった。

　云われた通り、加賀からは何度かメールをもらったけれど、それには返事を出せていない。『二次会終わった』とか『いま帰ってきた』などという短いメッセージに何と返せばいいか悩なやんで、結局そのままになっている。

　七紀のために中座して、加賀は周りに何か云われなかっただろうか。迷めい惑わくをかけた加賀にはもちろんのこと、御法川にも謝っておかなければ。

（……でも、どんな顔して隆也さんに会えばいいんだろ……）

　いままで通りの態度が取れるなら、それが一番いいに決まっている。でも、それは無理な話だ。かと云って、告白なんかしたところで、失しつ恋れんするのはわかりきっている。そうなったら、アシスタントとして加賀の傍そばにいることもできなくなってしまう。

（それは嫌だ）

　加賀があの手で作り出す世界を、まだ近くで見ていたい。その一いつ端たんに、僅わずかでいいから関かかわっていたい。この恋こいは諦めるのが一番いいのだろう。そうすれば、いまのポジションは維い持じできるはずだ。でも、自分にはどうすればいいのかわからなかった。

　期待なんてしていないけれど、心を抉えぐられてできた傷の癒いやし方など知らない。

　鬱うつ々うつとした気持ちで寝ね返がえりを打っていたら、一階から「お邪じや魔まします」という声が聞こえてきた。控ひかえめなノックのあと、瑞香がドアから顔を覗のぞかせる。

「大だい丈じよう夫ぶなの、七紀」

「瑞香」

　七紀のメールを見て、大学へ行く前に見み舞まいに来てくれたのだろう。手には差し入れらしき、コンビニエンスストアのビニール袋ぶくろが提さげられている。透すけて見えているのは、七紀の好きな生クリームの載のったプリンだ。

「思ったより顔色はよさそうね。食欲はあるの？」

　パジャマ姿のまま、ベッドの上で起き上がる。あまり人に見せられる姿ではないけれど、幼なじみである瑞香は気にしていないようだ。

「うん、まあ、そこそこ。もう大丈夫だって云ったんだけど、兄ちゃんに寝てろって云われて。ホント、心配性なんだから。あ、兄ちゃんならいま部屋で着き替がえてるよ」

「そんなことより、自分の具合はどうなのよ。昔から寝込むと長いんだから、普ふ段だんから気をつけなさいって云ってるでしょ？」

「ごめんなさい……」

　語ご尾びが力ないのは、昔から瑞香にも迷惑をかけてきたからだ。周りに心配をかけたくなくて「大丈夫」と云い張っておきながら、あとからダウンするということを繰くり返してきた。そんな七紀を知っているから、瑞香も葉月に劣おとらず口うるさい。

「ノートはあとでコピーして持ってきてあげる。今日は漫まん画がとゲームとかは禁止。大人しく寝てなさいよ？　七紀の大丈夫は、大丈夫じゃないことが多いんだから」

「噓うそ、漫画もダメ？」

　横になっていれば何をしていてもいいだろうと思っていた七紀は、瑞香の言葉に軽くショックを受ける。

「すぐ夢中になるからダメ。いい？　安静って云うのは、何もしないで寝てることなのよ？　具合が悪いときくらい真面目まじめに横になってること。加賀さんのところにも行けないって云っておくように。わかった？」

「……わかりました」

　加賀の名前を出されてドキリとした。いつもの自分なら、真っ先に加賀に連れん絡らくしていただろう。原げん稿こうの進しん捗ちよく状じよう況きようや食事のリクエストを聞くために。よく考えてみたら、丸一日以上、電話もメールもしていないなんて滅めつ多たにないことだ。

（隆也さん、ちゃんと仕事してるかな）

　下した描がきはほとんど終わったと云っていたけれど、そこから先も順調かどうかはわからない。もしかしたらいま頃ごろ、授賞式で慣れない作り笑いを振ふりまいてきたせいで、ぐったりしているかもしれない。一度考え始めたら、どうしようもなく気になってきた。

「ねえ、瑞香。俺の代わりに隆也さんのところ行って様子見てきてくれない？」

「まったくもう、心配性は七紀も同じじゃない。一日や二日、七紀が行かなくたって何とかなるわよ」

「それはわかってるんだけど……」

「いいから、七紀は自分の体調を回復することに集中しなさ───」

　瑞香が説教し始めたとき、がちゃりと部屋のドアが開いた。

「七紀、調子はどうだ？」

　部屋に入ってきた葉月はビジネススーツに身を包み、髪かみもきちんとセットしていた。ベッドの脇わきにいる瑞香に目を留め、にこりと微笑ほほえみかける。

「瑞香ちゃん久しぶり。七紀の見舞いに来てくれたんだ？」

「は、葉月さん、おはようございます！　休むってメールもらったから、大学に行く前に顔だけ見にこようかと思って……っ」

　葉月が顔を出した途と端たん、瑞香は『女の子』になってしまった。七紀に対する態度とは雲うん泥でいの差ではあるけれど、七紀はそんな瑞香を可愛かわいく思う。

「俺はもう仕事に行かなくちゃいけないんだけど、時間があるなら七紀についててあげてくれるかな？　ちょっと目を離はなすと、すぐベッドから抜け出すから」

「兄ちゃん、俺そこまで子供じゃないんだけど……」

　不満を口にする七紀を遮さえぎり、瑞香は張り切って返事をした。

「わかりました！　ちゃんと見張っておきます！」

「ありがとう、瑞香ちゃんがいてくれると心強いよ。七紀、大人しく寝ねてるんだぞ。じゃあ、いってきます」

「いってらっしゃい」

　片手を上げて部屋を出ていく葉月を、瑞香はぼうっとした顔で見送っている。漫画なら目がハートになっていそうな顔だ。

「スーツ姿も素す敵てき……」

「まぁね」

　身内贔びい屓きかもしれないけれど、自じ慢まんの兄だ。弟の目から見ても、いい男の部類の上のほうに位置していると思う。瑞香の感想に謙けん遜そんすることなく相あい槌づちを打った。それにしても、瑞香の葉月への執しゆう心しんぶりは相変わらずだ。ふと、七紀は気になったことを口にしてみた。

「ねえ、瑞香は兄ちゃんに告白しないの？」

「は？　いきなり何云い出すのよ。するわけないでしょ？」

「何で？」

　あっさりと否定された七紀のほうが驚おどろいてしまった。だが、瑞香はけろりとした顔でその理由を告げる。

「だって、葉月さんは私の王子様だもん。彼氏になって欲しいわけじゃないもん」

「え、そうなの!?」

「もっと云いえば、誰だれのものにもなって欲しくないっていうか……。憧あこがれの人は憧れのままでいて欲しいじゃない！」

　力説されるが、男の七紀にはよく理解できない。たしかに葉月は、王子様という形容が似合う容姿をしている。アイドルに憧れるファンの心理のようなものだろうか。

（王子様か……）

　ただ、誰のものにもなって欲しくない、という気持ちはわかる気がした。自分の想おもいは純じゆん粋すいな憧れではなく、歪ゆがんだ独どく占せん欲よくなのかもしれないけれど。

「七紀にもわかるでしょ？　この気持ち！」

「た、多分」

　熱弁を揮ふるう瑞香に水を差すわけにもいかず、詰つめ寄られた七紀は素す直なおにこくこくと頷うなずくしかなかった。










「寝てるの飽あきた……」

　何もしないで横になっているというのは、意外と忍にん耐たい力を要することだった。とくに今日は寝込むほどの体調ではないせいかもしれない。

　葉月には一日寝ていろと厳命されたけれど、母が仕事から帰ってくる夕方までに戻もどれば気づかれないだろうと思い、ベッドから抜ぬけ出すことにした。もし気づかれたとしても、母に黙だまっていてもらえば、怒おこられずにすむはずだ。

　一昨日おとといのことをせめて一言謝りたい。加賀の顔を見るのは気まずいけれど、何もしないでいるのも落ち着かなかった。

　せめて暖かい格好をしていこうと、何枚も服を着込み、加賀のところへ向かった。

「あ、携けい帯たい忘れた」

　家に行く前にメールで一報くらい入れておくべきかと思ったけれど、連絡手段を部屋に忘れてきてしまった。

「お邪魔しま…す……」

　仕事の邪魔になるといけないと思い、合い鍵かぎで部屋に上がり込んだ。

（話し声がする……。御法川さんが来てるんだ）

　いつもなら御法川はネームの打ち合わせが終わったあとは、原稿ができ上がるまでほとんど顔を出さない。植村の持ってきた映画の件についての話し合いでもしているのだろうか。

　疑問に思いながら、仕事場代わりのリビングにそうっと顔を出すと、加賀と御法川はいつになく深刻そうな顔で向き合っていた。

「そんなの放っておけよ。そいつらもそのうち飽きるだろ」

「何云ってるんだ。これはどう考えても、面おも白しろ半分の行こう為いじゃない。このままだとエスカレートしていくぞ」

「だからって、警察に云ったところでどうにもならないだろう」

「まずはこのブログの管理人に警告のメールを出してみる。騒さわぎの大本がなくなれば、徐じよ々じよに沈ちん静せい化するだろうし」

「それじゃ火に油を注ぐことにならないか？」

「その可能性はあるけど───」

　二人の会話の雰ふん囲い気きから察するに、何かトラブルがあったらしい。ただごとではない様子に、七紀はおずおずと声をかけた。

「……何かあったの？」

「……ッ、来てたのか、七紀」

　加賀は何故なぜかぎくりとした顔をした。御法川との話に集中していて、七紀が来ていたことに気づいていなかったようだ。

「ちょっと、困ったことがあってね……」

「おい、七紀には云わなくていいだろう」

　口止めをしようとした加賀に御法川が反論する。

「あとになって他ほかの人から聞かされるよりずっといいだろう。別にこちらには後ろめたいことはないんだから」

「…………」

　加賀が黙り込んだあと、御法川はおもむろに口を開いた。

「しばらく前から、とある漫まん画が家かの悪行を告発するといった趣しゆ旨しのブログがあるんです。名前は書いていませんが、読む人が読めば加賀のことだろうとわかるような書き方なんですよ」

「悪行って、隆也さんは悪いことなんてしてないじゃないですか！」

「ええ、だからまるっきりの誹ひ謗ぼう中傷です。ただ、加賀のことだとはっきり書いていなかったので、こちらも無視していたんですよ。ですが、昨日コメント欄らんに加賀の名前が書かれてから騒ぎになってるんです。実害がなければ相手にはしたくないんですが、今朝から編集部に電話がひっきりなしにかかってきてまして……」

　ある程度の陰かげ口ぐちは一種の有名税のようなものだろうが、業務に支障が出るようになるのはさすがに酷ひどい。

「あの、何て書かれてるんですか？」

「大たい抵ていはアシスタントへの横暴な態度、といったものですね。多分、これまでにアシスタントに来た誰かが書いてるんでしょう」

　御法川が手にしているのは、そのブログをプリントアウトしたものだろう。見る限り、けっこうな枚数があるようだ。

「見せて下さい！」

「おい、やめとけって！」

　止める加賀の言葉を聞かずに、そのプリントに手を伸のばした。

　ブログの記事には、加賀がアシスタントへ手を出そうとし、それを止めた他のアシスタントに乱暴を振ふるったと書かれている。その記事へのコメント欄には酷い誹謗中傷が溢あふれていた。

　まるで見聞きしてきたことのように、噓うそを真実のように書いている。そこに書かれている文章に、七紀はピンときた。

（あの人たちだ……）

　授賞式のときに喫きつ煙えんコーナーで加賀の悪口を云っていた彼らは、このブログを読んだに違ちがいない。そして、コメント欄に加賀の名前や煽あおるような書き込みをしているのは彼ら自身ではないだろうか。アシスタントを顔で選んでいるとか、何も知らない若い子を食い物にしてるとか、コメント欄に書かれている文章が七紀が耳にした口調に似ている気がする。

「もう読むのやめとけ。こんなもの見ても嫌いやな気分になるだけだ」

　青い顔をしている七紀から、加賀はプリントを取り上げた。文章の毒気に中あてられて気分を悪くしていると思ったのだろう。だが、七紀はテーブルの上に裏返しに置かれたそれから目が離はなせなかった。

（これって、俺のせいなんじゃ……）

　火に油を注ぐ───まさにその行為をしてしまった。七紀の軽けい率そつな行動がこんな事態を招いたとしか思えない。彼らを煽ってしまったのは、他でもない自分だろう。

「いままでもこういうことは何度かあったんだけど、今回はとくに酷いね。内容が悪質すぎる。見る人が見れば、秋芳社漫画賞受賞に対するやっかみからくる出任せだってわかるだろうけど、これを見て信じてしまう読者もいないわけじゃないだろうから」

「だから、アシスタントは入れたくなかったんだよ」

　吐はき捨てるように云う加賀に、御法川は諭さとすように返す。

「いまそれを云っても仕方ないじゃないか。素す性じようはわかっても、人ひと柄がらは実際に会ってみないとわからないんだから。中には仕事のできる人格者だっていただろう」

「そういうのはすぐデビューしてウチに来られなくなるから困るんだよ」

「それこそ仕方ないだろう。とにかく、手を打つならできる限り早く収束させないと。せっかくの受賞がこの騒ぎで霞かすむなんてことにならないようにしないとな」

　こんなに苦い顔をしている御法川を見るのは初めてだ。加賀がどんなに酷い進行をしていても、鷹おう揚ようにかまえているような人なのに、今回はよほど腹に据すえかねているのだろう。

（どうしよう、俺のせいで……）

　一時の感情からの行動が、こんな余波を生むなんて考えもしなかった。想像力が及およばなかったなんて、創作をする者としては失格だ。

「あの……これ、俺のせいかもしれません……」

　黙っていることができず、七紀は自ら切り出した。加賀は怪け訝げんな顔で問い返してくる。

「七紀、どういうことだ？」

「一昨日、あの人たちが隆也さんの悪口を云いってて、あんまり酷いから文句云っちゃったんです……」

　授賞式のあの夜、七紀は勢いに任せて、云った言葉を取り消せと詰つめ寄ってしまった。彼らはそんな自分に面白くなさそうな顔をしていた。

　あのときのことを洗いざらい話すと、加賀は目を吊つり上げ声を荒あららげた。

「それであのとき絡からまれてたのか！」

「ごめんなさい…！」

　険を帯びた声に、ぎゅっと目を瞑つぶって体を竦すくませる。腰こしを浮うかせかけた加賀を、御法川が宥なだめて座らせた。

「そういう事情なら、十中八九彼らだろうな。でも、七紀くんが謝る必要はないよ。七紀くんは悪いことはしてないんですから」

「でも……」

　七紀が余計なことをしてしまったのは事実だ。反省してもしきれない。

「元々の記事は、馘首くびにしたアシの誰だれかだと思うけどな。疑わしいやつばっかりだから、特定は難しいが」

「実際、自分がしたことをお前がやったことにして書いてるわけだしな。脅きよう迫はくめいた言葉もあるし、被ひ害がい届を出せなくもないか……」

「これ以上エスカレートするようなら、その方向も考えよう。とりあえず、警告文だけでも出せないか？　電話かけてきてんのは野や次じ馬うまみたいなやつらだろ」

「そうだな、上と相談してみるよ」

　真しん剣けんな様子で対策を練る二人に、焦しよう燥そう感かんを覚える。

「あ、あのさ、俺にできることない？　俺のせいでこんなことになっちゃったんだろうし、何かできることがあったら……」

「御法川も云ったようにこれはお前の責任じゃないし、お前は何もしなくていい」

　罪悪感に駆かられて助力を申し出たけれど、あっさりと断られてしまった。

「でも、俺があんなことしなかったら───」

「お前には関係ない。いいから、大人しくしててくれ」

「……ッ」

　云い聞かせるような加賀の言葉に、はっとした。自分があれこれと動いたほうが加賀に迷めい惑わくがかかるのだろう。しょせん、まだ学生でただのアシスタントの自分にできることなど何もない。返す言葉もなく、七紀は押し黙だまるしかなかった。

（俺、隆也さんの邪じや魔まにしかなってない）

　それは今回の件だけに限らない。冷静に考えてみると、アシスタントだって自分がいなければ揉もめごとが起こることもなく、何人も技術のあるスタッフを入れられるはずだ。そんなことに、いまさら気づくなんて。鈍にぶい鈍いと云われていたけれど、否定のしようがない。

　居場所を作ってもらって、大事にしてもらってきたけれど、いつまでも甘えているわけにはいかない。これ以上、彼らの手を煩わずらわせないようにしなければ。

　こんなときに云い出せば、ますます迷惑がかかることはわかっていたけれど、後回しにしてしまえば、どうしても気持ちが揺ゆらいでしまう。

「……隆也さん、こんなときにごめん。お願いがあるんだ」

「お願い？　悪い、それはまた今度───」

「アシスタントを辞やめさせて下さい」

　加賀の言葉を遮さえぎって、一息に告げた。その瞬しゆん間かん、重たい沈ちん黙もくがのしかかってきた。やがて我に返った加賀が啞あ然ぜんとした顔で訊きいてくる。

「いま、何て云った…？」

「な、七紀くん…？」

　七紀の突とつ然ぜんの頼たのみに、御法川も驚おどろきを隠かくせない様子だった。啞然としている二人に、淡たん々たんとした様子を装って告げる。

「俺ももう二十歳はたちになるし、就活の準備も始めなきゃいけないから。ずっと云おうと思ってたんだけど、タイミング最悪でごめん」

　角の立たない云い訳を考えたら、こう告げる他ほかなかった。

（これでいいんだ）

　七紀の想おもいや迷いなど、加賀には知られないほうがいい。これ以上、自分のことで加賀を煩わせたくはない。

「就活ってお前、何考えてるんだ？　だいたい、漫まん画がはどうすんだよ」

「もう辞めようと思ってる。隆也さんの手伝いをしてきたから、何となくわかるんだ。俺には向いてないって」

「ちょっと待て。落ち着け、七紀。とりあえず、そこに座れ」　>>>♥

　落ち着けと云っている加賀が、誰より落ち着いていない。腰を浮かせたままの状態で、狐きつねに抓つままれたような顔をしている。

「いきなりでごめん。でも、いまからなら新しいアシスタントも見つかるよね。俺がいなかったら問題なんて起きないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「だから、何云ってるんだお前は」

　すぐに崩くずれてしまいそうになる表情をどうにか引き締しめ、無む理り矢や理り笑顔を浮かべる。本心は絶対に知られるわけにはいかない。

「ええと、授賞式の日はごめん。色々迷惑かけちゃって。スピーチ、カッコよかったよ。きっと、植村さんも見直してくれたんじゃないかな」

「何で植村の名前が出てくるんだ？」

　最後に云えることを全部云おうと思ったら、頭の中がこんがらがってきた。他にも伝えたいことがあった気がしたけれど、これ以上口を開いていたら泣いてしまいそうだった。

「その…っ、い…いままでごめん！」

　ぎゅっと目を瞑ってそう叫さけぶと、七紀は部屋を飛び出した。










　加賀が追いかけてきても捕つかまらないよう、いつもとは違ちがう道を通って帰った。七紀にできるポーカーフェイスはあれが限界だ。

（もう隆也さんのところには戻もどらない）

　決意が揺らがないよう、強く自分に云い聞かせる。いつまでも加賀に甘えているわけにはいかない。独り立ちするには、ちょうどいいタイミングだったのだ。

　いきなりアシスタントを辞めてきたのは無責任だったと思うけれど、時間を置いたら未練で離はなれられなくなってしまっていただろう。

「……これだって云い訳だよな」

　負担にしかなっていない自分の存在が辛つらくて、もう傍そばにはいられなかった。

　しかし、七紀の人生においての一大事のわりに、あっさりした終わりだったことには、いささか拍ひよう子し抜ぬけしていた。漫画のようにドラマチックな場面など、そうあるわけはないのだ。

　とぼとぼと歩いていた七紀は、家の前に人ひと影かげがあることに気づき、ぎくりとした。一いつ瞬しゆん、身構えたけれど、七紀の思っていた人物とは違っていた。

「ちょっと、何で出歩いてるの！」

「み、瑞香」

　わかりやすく顔が怒おこっている。寝ねていると思っていた七紀が、約束を破ってこっそりと外出していたのだから、それも当然だ。

「瑞香、じゃないわよ。いったい、どこに行ってたの？」

「ちょっと隆也さんちに……」

「ちょっとですむなら電話があるでしょう！　ああもう、手もこんなに冷たくなってる。いま、お茶淹いれてあげるから早く家の中入って」

　瑞香に急せかされ、玄げん関かんの鍵かぎを開けた。瑞香は七紀の家に上がると、キッチンへと向かう。幼い頃ころからお互たがいの家に出入りしているため、それぞれの家のことはよく知っているのだ。

「そっちで待ってて。いま、用意するから」

　怒られはしたけれど、瑞香に会えてよかったかもしれない。一人では、いまの沈しずみきった気持ちに耐たえ切れそうになかった。

　やがて甘い香かおりが漂ただよってきたかと思うと、瑞香がマグカップを二つ持ってきた。

「はい、ココア。何か疲つかれてるみたいだし、甘いもののほうがいいかなと思って」

「ありがとう」

　ココアは昔から七紀の好物だ。授賞式の日、控ひかえ室で加賀が頼んでくれたのもココアだった。マグカップを両手で握にぎり、一口飲んだ瞬間、瞳ひとみの奥が熱くなり、鼻がつんと痛くなる。

「……っ」

　急に込み上げてきた衝しよう動どうを、七紀はどうしても堪こらえることができなかった。頰ほおを伝う涙なみだを必死に拭ぬぐうけれど、止め処どなく溢あふれてくる。

「やだ、どうしたの？」

「ごめ……何か止まらなくて……」

　女の子の前で泣くなんてみっともないけれど、瑞香は黙って横についていてくれた。手て渡わたされたティッシュで涙を拭い、鼻をかむと、少しだけ落ち着くことができた。

「何かあったの？」

　優やさしく問われ、迷いながら短く答える。

「───隆也さんのアシスタント、辞めてきたんだ」

「え、どういうこと…？」

　七紀の告げた言葉に、瑞香は戸と惑まどった様子で問い直してきた。やはり、俄にわかには信じがたいのだろう。

「やっとわかったんだ。俺がいても、迷惑かけるだけだって」

「何云いってるのよ。加賀さんは七紀がいないとどうしようもないじゃない」

「隆也さんはああやって俺の居場所を作ってくれてただけなんだと思う。これ以上甘えるわけにはいかないよ。俺、ずっと考えてたんだ。このままでいいのかなって。だから、ちょうどよかったんだと思う」

「七紀……」

　きっぱりと告げると、瑞香は物云いたげな表情をしていたけれど押し黙った。七紀の決意が固いことを察したのだろう。

（これでよかったんだ）

　七紀は手の中のマグカップに視線を落としながら、もう一度自分に強く云い聞かせた。
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　昨日からずっと、加賀からの電話は全すべて無視していた。何通も届いているメールにも返信をしていない。

　話せる気分ではないし、いま喋しやべったら何を云うかわからない。

　その場ば凌しのぎの云い訳で『漫画はやめる』と云ってしまったけれど、本当に漫画を描かくことをやめるかどうかは、まだ決めかねていた。趣しゆ味みで描いていくという選せん択たく肢しもあるけれど、それではいつまで経たっても諦あきらめがつかないだろう。

　しかし、就職すると云っても、自分に何ができるのだろうか。葉月に云われた通り、いわゆるサラリーマンは向いていないのはわかっている。人と接することは嫌きらいではないけれど、自分の同性の気を引きやすいという体質を考えたら、接客業は避さけたほうがいいだろう。

（俺って本気で役立たずかも……）

　家に帰る気にもなれず、校舎前のベンチに座ってため息をついていると、目の前で誰だれかの足が止まった。不思議に思って視線を上げると、それは講師の白川だった。

「白川先生」

「こんなところでため息なんかついて、どうかしたのかい？」

「大したことじゃないんです。ちょっと就活について悩なやんでて」

「そうか、いまは就活は大変そうだものな。でも、君なら大だい丈じよう夫ぶだよ。僕でよければ、いつでも相談に乗るよ。といっても、あまりコネもないし、役に立つとは思えないが」

「そのお気持ちだけで充じゆう分ぶんです」

　落ち込んでいるときは、気き遣づかってくれる優しい言葉がありがたい。これ以上心配をかけないよう微笑ほほえみ返すと、何故なぜか白川は目元を僅わずかに赤らめた。視線を泳がせているその表情を見た瞬しゆん間かん、気がついてしまった。

（この人、俺のこと好きなのかも）

　そう思ったのは、いま自分も恋こいをしているから。彼が自分と同じ目をしていたからだ。自じ意い識しき過か剰じようだろうかと思いかけたけれど、続けられた言葉で確信した。

「その……もしよかったら、今度食事に行かないか？　君となら、有意義な話ができると思うんだ」

　以前だったら、戸惑い、どうごまかそうかと考えていた。けれど、それでは好意を抱いだいてくれている相手に失礼だったこともあったかもしれない。七紀は言葉を選びながら、口を開いた。

「あの、自意識過剰だったらすみません。……もし、個人的なつき合いをしたいと思って云って下さってるなら、その気持ちには応こたえることはできません」

「柚原くん……」

　躊躇ためらいながら告げた七紀の言葉に、彼は表情をなくした。七紀は誤解されないようにと、慌あわててその理由を告げる。

「先生が先生だからとか、男だからとか、そういう理由じゃなくて───俺、好きな人がいるんです」

　好きで好きで、どうしようもない人が。どうして、あの人でなければダメなのかなんて、自分でもわからない。しばらく黙だまっていた白川だったが、やがて静かに微笑んだ。

「───そうか。残念だけど、それじゃあ仕方ないな」

「すみません……」

「僕の個人的な気持ちを除いても、君は優ゆう秀しゆうな学生として期待してる。次の講義もきちんと来るようにね」

「はい。俺も先生の講義はいつも楽しみにしてるんです」

　じゃあ、と云って去っていった白川の背中を見送りながら、そっと息を吐はく。自分の気持ちをはっきりと告げるのは、やはり緊きん張ちようする。

　時間を確かく認にんするために携けい帯たい電でん話わを取り出すと、やはり加賀からの着信がいくつもあった。名前を見るだけで胸がズキリと痛む。その中に母親からの着信もあった。

　普ふ段だんはあまり電話などかけてこないのだが、今日は何かあったのだろうか。少し心配になったため、すぐにかけ直してみた。

「もしもし、母さん？」

『七紀、もう講義は終わったの？』

「うん。いま帰るところ。何かあったの？」

『さっき、加賀くんが七紀に会いにきたから知らせておこうと思って』

「え、隆也さんが!?」

　自宅にまで訪たずねてくるとは考えていなかった。さすがに居留守までは使えない。

『大事な用があるんだけど電話が通じないからって。あとでまた来るって云ってたけど、もしかしてケンカでもしたの？　早く仲直りしなさいよ。七紀もヘンなところ頑がん固こなんだから』

「そういうわけじゃないけど……」

　母親に事情を話すわけにもいかず、口くち籠ごもる。

『それにしても、加賀くんもずいぶん男前になったわねえ。見み違ちがえちゃったわ。あ、そうそう、お母さん、これから夜勤だから夜はちゃんと戸と締じまりしてね』

「わかった。教えてくれてありがとう」

　忙せわしなく電話は切られ、七紀は大きくため息をついた。

（どうしよう……）

　家に帰れば、加賀が訪ねてくる。七紀がアシスタントを辞やめることを加賀が納なつ得とくしていない以上、いつかはもう一度話をしなくてはいけないのはわかっているけれど、まだ心の準備ができていない。いま顔を合わせれば、七紀の躊躇いと未練に気づかれてしまうだろう。

「どうしよう……」

　心の迷いを口にして、再び大きく嘆たん息そくした。
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「ただいま、七紀」

「兄ちゃん、おかえり」

　七紀は買い物に出ていた葉月を出で迎むかえた。両手に提さげていたビニール袋ぶくろを受け取り、キッチンへと運ぶ。

「夕飯は鍋なべでいいよな？　一人だとなかなか食べられないからさ」

「うん、俺水みず炊たきがいい」

　悩んだ末、七紀は一人暮らしをしている葉月のマンションへと転がり込んだ。ここなら一日くらいは気持ちの整理をつける時間が稼かせげるだろうと思ったのだ。

　葉月には搔い摘つまんで事情を話してある。そうしたら、『いつまでもいてくれても構わないけれど、この先どうしたいのかよく考えなさい』と云いわれた。でも、それが一番わからない。

　生活の大半を加賀と漫まん画がが占しめていたのに、それがなくなったいま、自分に何が残されているのだろうか。

「そうだ。七紀にお土産みやげ」

「何？」

　差し出された紙かみ袋ぶくろの厚さにドキリとする。恐おそる恐る開けてみると、思った通り加賀の連れん載さいしている月刊誌の最新号だった。表紙には『祝！秋芳社漫画賞大賞受賞』の文字が大きく躍おどっている。一いつ瞬しゆん躊躇ためらったあと、意を決してページを捲めくった。

　七紀が背景を描かき、トーンを貼はったのだから、一度は目にした原げん稿こうだ。しかし、こうして誌面で写植の入ったものを読むと、改めてその面おも白しろさを実感できる。

（やっぱり、好きだ）

　どんなに落ち込んでいても、加賀の漫画を読めば胸が躍る。主人公と一いつ緒しよにドキドキハラハラして、前を向こうという気持ちにさせられる。きっとそれは、加賀が小手先ではなく、魂たましいを込めて描いているからだろう。

（漫画、描きたいな……）

　じわじわと衝しよう動どうが込み上げてくる。加賀のアシスタントを辞めて、就職をしたって、漫画が描けなくなるわけじゃない。仕事をしながら描いているプロだっている。

　しかし、七紀の画材の大半は加賀の家においてある。第二の実家のようになっているため、加賀の家には私物が山のようにあるのだ。着き替がえや日用品は処分してもらえばいいけれど、使い慣れた画材はそういうわけにもいかない。

（隆也さんと顔を合わせないようにすること自体が無理なんだよな……）

　迷めい惑わくをかけたくないからと云いながら、結局は失しつ恋れんから逃にげているだけなのかもしれない。あの瞬しゆん間かんはこうするしかないと思ったけれど、果たして最善の方法だったのだろうか。気持ちが沈しずみかけたそのとき、携帯電話が鳴った。無機質な音の繰くり返しに、思考が断たち切られる。

「もしもし。───ちょっと待って」

　葉月は携帯電話を手に自分の部屋へ行った。仕事の用件なのかもしれない。会話が耳に入らないよう、七紀はベランダに出た。高層階にあるこの部屋からは加賀のマンションもよく見える。もうあそこに七紀の居場所はない。

　いま、加賀は何をしているだろうか。下した描がきはほぼ終えたと云っていたけれど、順調に進めているだろうか。新しいアシスタントはすぐに決まるだろう。

　やがて、電話を終えたらしき葉月がベランダのドアを開けて声をかけてきた。

「そんなところに薄うす着ぎでいると風邪かぜ引くよ」

「兄ちゃん、電話終わったの？」

「ああ、大した用件じゃなかったから。───七紀、ちょっと頼たのんでいいかな」

「うん？」

「シャンプーがなくなってたから買ってくるつもりだったんだけど、買いそびれてたんだ。買ってきてもらえると助かるんだけど」

「いいよ、行ってくる。いつものやつでいいんだよね？」

「ごめんな、手間かけさせて」

「いいよ、買い物くらい。俺も買いたいものあるから」

　世話になっているのだから、そのくらいの役には立ちたい。財さい布ふと携けい帯たい電でん話わをコートのポケットに突つっ込み、葉月の部屋をあとにした。

「寒…っ」

　マンションのエントランスを出た途と端たん、北風が強く吹ふきつけてくる。近くのスーパーよりも、駅を通り過ぎた先にある大きな薬局のほうが安く買えるはずだ。そう思い、少し遠くまで足を伸のばすことにした。

　コートの襟えりを合わせて寒さを凌しのいでいると、ポケットに入れていた携帯電話が震ふるえた。もしや加賀からだろうかと身構えたけれど、メールの送り主は葉月だった。メールを開いてみると、追加の買い物リストが記されていた。

「珍めずらしいな、兄ちゃんがこんなに忘れるなんて。えーと、風邪かぜ薬ぐすりはいいとして、電球ってどこで買えばいいんだ？」

　コンビニにあるようなサイズではないので、駅の向こうにある家電量りよう販はん店てんまで行かなくてはならなさそうだ。こんなことなら自転車に乗ってくればよかったと後こう悔かいしたけれど、いまから取りに戻もどるのは面めん倒どうくさい。

（でも、どうせ暇ひまだし）

　散歩がてら、歩いて行くのも悪くない。まずは薬局で買い物をすませてしまおうと、足を踏ふみ出した瞬間、目の端はしに気になる人ひと影かげを捉とらえた。

「あれ？」

　咄とつ嗟さに振ふり返ると、駅のほうへ向かって歩いている加賀の姿があった。日が暮れかけているとは云え、加賀のことを見み間ま違ちがえるはずがない。

（隆也さん、こんな時間にどこに行くんだろう……）

　加賀は、二人で買いに行ったスーツを着ている。もしかしたら、植村とデートでもするのかもしれない。そう思ったら、また胸が苦しくなった。そういえば、昨日はあんなに何度もかかってきていた電話が、今日はまだ一回もない。

　頑かたくなに電話に出ない七紀に愛あい想そを尽つかしたのだろう。わがままな元アシスタントにかまけている時間があったら、デートをしていたほうがよほど有意義だ。

「……そうだ」

　いまのうちに加賀の家に行って、荷物をまとめてこよう。画材を持って帰るくらいなら、短時間でもできるはずだ。預かっていた合い鍵かぎも返す必要があるし、ちょうどよかった。苦い気持ちを押しやり、七紀は加賀のマンションへと向かった。










「お邪じや魔まします……」

　控ひかえめに告げ、加賀の部屋へと上がり込んだ。留守宅にお邪魔するのは行ぎよう儀ぎが悪い気がしたけれど、こうでもしなければ加賀と顔を合わせてしまう。

　さぞかし部屋の中が荒あれているだろうと思っていたけれど、案外綺き麗れいなままで拍ひよう子し抜ぬけした。畳たたみ方は雑だけれど、洗せん濯たくも自分でしているみたいだし、食器もきちんと洗われている。

　仕事部屋のほうを覗のぞくと、すでにペン入れがだいぶ進んだ原稿が机の上にあった。スケジュール的には、かなり速い進行具合だ。

「何だ、俺がいなくても仕事してるじゃん……」

　七紀が尻しりを叩たたかなくても、何の問題もないということだ。むしろ、いないほうが順調に作業が捗はかどるのかもしれない。そもそも、加賀はいままでに一度も締しめ切りを破ったことはない。作業の初めはだらだらしているけれど、それは彼のペースなのだろう。

「……これでよかったってことだよな」

　どうにか気を取り直した七紀は、コートを脱ぬぎ、腕うでまくりをして、自分の荷物をまとめにかかる。しかし、生活のほとんどを過ごしていた場所なため、すぐには片づけきれなさそうだった。下手へたをしたら、自宅よりも私物が多い気がする。

　とりあえずは自分の画材だけでもと思い、手近にあった紙バッグにペンや定規を詰つめ込んでいった。これらの画材は自分で買ったものも多いけれど、加賀が買ってくれたものもたくさんある。早く使いこなせるようになれと云いわれ、たくさん練習した。

　初めは苦手だったつけペンも、いまでは思い通りの線が引けるようになったし、パースの取り方さえわからなかった背景も丁てい寧ねいに教えてもらったお陰かげである程度描けるようになった。一つ一つに、加賀との思い出が詰まっている。

「……っ、泣いてどうすんだよ」

　込み上げてきた衝動を飲み込み、自分を叱しつ咤たした。いまは思い出に浸ひたっている場合ではない。涙なみだを拭ぬぐい、七紀専用の机の上を片づけていく。カッターでつけた傷や墨すみを零こぼしたあとなど、いまとなっては懐なつかしくさえあるけれど、感傷に浸らないよう事務的に手を動かした。

「あ、そうだ」

　着替えや日用品までは手が回らないけれど、加賀に買ってもらったマグカップくらいは持って帰ろう。そう思ってキッチンへ行ったら、冷蔵庫の中身が気になった。

　もうここには来ないのだから、賞味期限の切れそうなものや、萎しなびかけた野菜などは処分していったほうがいいかもしれない。いつものようにベランダにゴミとしてまとめて置いておけば、ゴミの日に加賀が出しておいてくれるだろう。

　ラベルに書かれた期限日を確かく認にんしながら冷蔵庫の中を整理していったら、ずいぶん棚たなにスペースができた。

「これでよし……って、もうこんな時間!?」

　さっさと帰るつもりだったのに、夢中になって手を動かしていたせいで、一仕事終えたときには、ずいぶん時間が経たっていた。慌あわてて自分の荷物をまとめに戻る。他ほかにも持っていきたいものがあるけれど、いつまでもこの部屋にいるわけにはいかない。

（……未練があるんだろうな）

　あれこれ気になってしまうのは、後ろ髪がみを引かれているせいだ。自分から終わりを切り出したくせに、名残なごり惜おしくてたまらない。

「……帰らないと」

　ここにいると、一層迷いが深くなってしまう。それに葉月に頼まれた買い物にも行かなくては。画材を詰めた紙バッグとコートを手に、玄げん関かんへと急いだその瞬間、鍵かぎ穴あなが回る音がした。

（どうしよう───）

　思ったよりも早く加賀が帰ってきてしまったようだ。訝いぶかしげに鍵を回しているのが音でわかる。鍵が開いていたことが不思議だったのだろう。咄嗟に隠かくれるべきかどうか迷ったけれど、結論を出す前に玄関のドアが開いてしまった。

「七紀、来てるのか!?」

　廊ろう下かの明かりをつけられ、眩まぶしさに目が眩くらむ。

「あの、お邪魔してます…」

　留守の間に上がり込んでいたことが後ろめたくて、画材を入れた紙バッグを背中に隠す。だが、加賀はほっとした顔で七紀に微笑ほほえみかけてきた。

「ウチに来てたんだな。全然電話に出ないから心配した。さっき、葉月のところに迎むかえに行ったらいないって云うから───」

「ごめん、もう帰ろうと思ってたんだ。ええと、冷蔵庫の中整理したんだけど、ゴミをまとめてあるから燃えるゴミの日に出しておいて。あ、そうだ、あと、鍵も返すね」

　加賀の顔がまともに見られない。目を逸そらしながら、キーホルダーからこの部屋の鍵を抜ぬこうとする。だけど、焦あせりのせいで上手うまく指先が動かせない。

「鍵って、本気で辞やめるつもりなのか？」

　強こわ張ばった声で問われ、七紀は思わず手を止めた。両手で鍵を握にぎりしめ、項うな垂だれる。

「いきなりで悪いと思ってるけど、ごめん。でも、もう決めたことだから」

「例のネットの件の責任を感じて辞めようとしてるのか？　あれはお前のせいじゃないって云っただろう」

「ち、違ちがうよ。あのことも悪いとは思ってるけど、ずっと考えてたんだ。いつまでも隆也さんの世話になってたら、独り立ちできないなって。何か、ヘンなタイミングになっちゃって本当にごめん」

　噓うそはついていないけれど、本当のことも云っていない。作り笑いを浮うかべようとする七紀に、加賀は痛い質問をしてくる。

「漫まん画が描かくのやめて、これからどうするんだよ」

「普ふ通つうに就活して、普通に働くつもりだけど……」

「そんなのダメだ。俺には七紀がいてくれないと困る」

　いまさら、お前にそんなことできるのか、そう云われるだろうと思っていた。けれど、加賀は真面目まじめな顔で自分が困ると云い放った。

「な…何云ってんだよ。俺がいなくても原げん稿こうはちゃんとやってるみたいだし、家事だって本当はできるんだろ？　だったら、俺は必要ないじゃんか」

　つい、拗すねた口調になってしまう自分が嫌いやになる。結局、どうしたって加賀には甘えてしまうのだろう。七紀が自己嫌けん悪おに陥おちいっていると、加賀は地じ団だん駄だを踏ふむように叫さけんだ。

「ふざけんな！　お前がいなきゃ漫画を描く意味なんかねーよ！」

「は…？」

　苛いら立だった声に顔を上げると、加賀はいつになく必死な顔をしていた。云われた言葉の意味がよくわからない。

「落としたり、白い原稿を載のせたりして、七紀に幻げん滅めつされたくなかったから、意地で上げてきたんだよ！」

「ちょっと待って、隆也さん何云ってんの…？」

「そりゃ、家のこととかお前に甘えてる部分もあったけど、面めん倒どうを見てもらうためにいて欲しかったわけじゃない。俺が漫画描いてるのは、全部お前のためだ」

「俺の…ため……？」

「お前が喜ぶ顔が見たくて、お前の好きな雑誌に投とう稿こうしたんだ。お前が続きが読みたいって云うから、毎日毎日漫画描いてんだよ！」

　いま、自分はとんでもないことを云われているのではないだろうか。何と返せばいいのかわからず、ぽかんとしてしまう。

「う、噓だ」

　思わず本音を漏もらした七紀に対し、加賀は憮ぶ然ぜんとした表情になる。

「何でこんな噓つかなくちゃいけないんだ」

「だって……」

　いま、加賀の生活のほとんどは漫画を描くことに捧ささげられている。漫画のために生きていると云っても過言ではない。その漫画を描き始めたのも、いまでも必死に描き続けているのも七紀のためだと云う。云い換かえてみれば、七紀のために生きていると云っているようなものだ。

「……俺のこと、好きだって云ってるように聞こえるけど……」

「好きに決まってんだろ!?　ずっと好きだったんだよ！　お前のためじゃなきゃ、こんなキツい仕事するわけねぇだろ！」

　逆ギレのように叫ばれても、七紀にはなかなか実感が湧わいてこなかった。

　漫画家という仕事は、自分の時間を犠ぎ牲せいにし、体力を消費し、ときには精神を削けずって作品を生み出す。それは創作を仕事にする全すべての職種に共通することかもしれない。

　漫画家としてデビューしなければ、加賀も推すい薦せんの決まっていた大学へと進学し、葉月と同じような普通の会社員になっていただろう。

　スピーチでも云っていた。漫画家になる気などなかった、と。

「だ…だったら初めっからそう云ってよ！　何であんなことしてきたのかとか、ものすごく悩なやんだんだからね!?」

「普通わかるだろ!?　好きなやつじゃなきゃ手なんか出さねーよ!!」

「わかんないよ！　気まぐれで剣けん道どうと漫画以外長続きしたことないくせに！」

「お前ならわかると思ったんだよ！　いい大人が好きだなんて、そうそう口にできるわけないだろうが！」

　ほとんどケンカにしか聞こえない云い合いのあと、お互たがいに息を切らす。ぜえぜえといいながら睨にらみ合う。沈ちん黙もくを先に破ったのは加賀だった。

「だから、何て云うか、お前には、わかって欲しかったっつーか……」

「隆也さん……」

　加賀の気持ちは理解できる。七紀だって、加賀には何でもわかって欲しいし、気づいてもらいたい。でも、やっぱり大事なことは言葉にしなくては伝わらない。

　加賀は手に提さげていたバッグから秋芳社漫画賞の授賞式でもらったトロフィーをおもむろに取り出し、七紀のほうへと突つき出してきた。

「な、何…？」

「悪いところは直すようにするし、七紀に迷めい惑わくをかけないよう努力する。だから───一生自分のそばにいてくれ」

　加賀は頭を下げて云いってきた。正直、カッコいいとは云いがたい。けれど、その不器用な物云いが真しん摯しに聞こえた。

「何それ……プロポーズみたい……」

　ぽかんとした顔で返すと、加賀は気まずそうに云った。

「仕方ねぇだろ、他に何て云えばいいのかわかんないんだよ！……って、おい、何泣いて……くそ、お前に泣かれると弱いんだよ俺は」

　奥歯を嚙かみしめたけれど、溢あふれてきた涙なみだをこらえることはできなかった。

「泣かせたのは隆也さんだろ」

　この間から、涙るい腺せんがかなり緩ゆるんでいる気がする。頰ほおを伝う涙を手の甲こうで拭ぬぐおうとした瞬しゆん間かん、トロフィーを無む理り矢や理り持たされ、力強く抱だき寄せられた。

　いつもよりも煙草たばこの匂においがキツいのは、この数日、普ふ段だんよりも苛立っていた証しよう拠こだろう。

「……スーツが濡ぬれる」

「気になるんなら、早く泣きやめ」

　加賀はそう云って、七紀の頭をますます強く自分の胸に押しつける。

「無む茶ちや云わないでよ」

　文句を云いながら、遠えん慮りよなくしがみついた。一度堰せきを切った涙は自分の意思だけでは止められないため、しゃくり上げるような発ほつ作さが治まるのを待つしかない。

　呼吸が落ち着いてから、どうしても引っかかっていることを訊たずねた。

「あの、じゃあ、植村さんのことは俺の誤解ってこと…？」

「誤解？　だいたい、何であいつのことなんか気にするんだ？」

「だって、昔つき合ってたって聞いた」

　恨うらみがましい響ひびきになってしまったのは嫉しつ妬とのせいだろう。

「くそ、そんなこと云ったのは御法川か？」

「兄ちゃんにも聞いた」

「あれは若気の至りだったんだよ！　少しは気が紛まぎれるかと思って……余計に自覚するハメになっただけだったけどな」

「は？」

「とにかく！　あいつとはとっくの昔に切れてるし、もう何とも思ってないからな」

　必死に云い募つのる加賀に質問を重ねる。

「だったら、あのスピーチは？　植村さんの言葉がきっかけだって───」

「スピーチで云ってたのはお前のことに決まってんだろ」

「でも、植村さんが……」

　自分の云った言葉だと自信満々に云っていた。あの様子を見て、加賀の想おもい人が植村なのだと確信してしまったのだ。

「あいつが勝手に勘かん違ちがいしてただけだ。俺は七紀が読みたいって云ってくれたから、学校であの話の続きを描いてたんだ。そのときに何か云われたのかもしれないけど、あいつに云われたことなんて覚えてねーよ」

「そ、そうだったんだ」

「つーか、本当なら授賞式の夜に云うつもりだったんだからな」

　シチュエーションを整え、ムードを作って告白するつもりだったのに、いきなり七紀が帰ると云い出したから計画がダメになってしまったらしい。

「そ…そうだったんだ……」

　そんなお膳ぜん立だてをするくらいなら、早く「好きだ」と云ってくれればよかったのに。

　めかし込んでいたのは、デートのためではなく兄の家にプロポーズしに行くつもりだったからだと教えられた。

「そんなことより、返事はどうなんだよ」

　返答をすぐ寄よ越こせと唸うなるせっかちな加賀を、七紀は泣き笑いの表情で見上げた。難しい顔をしているけれど、触ふれている部分から伝わってくる鼓こ動どうは七紀のそれよりも速い。

「俺で、よかったら」










　お互いに行き違っている部分があることがわかったため、腰こしを据すえて話し合うことになった。主に七紀の勘違いと思い込みに問題があったようだ。いつも加賀と御法川がネームの打ち合わせをするときに使っているローテーブルを挟はさんで正座で向き合っている。

　加賀曰いわく、七紀のことはずいぶん前から好きでいてくれていたらしい。相手は五歳も年下の男の子だから何かの間ま違ちがいではないかと何度も考えてみたけれど、結局、十年近くも七紀以外に目が向かなかったという。

　葉月にはとっくにその気持ちを見み抜ぬかれ、キツく釘くぎを刺さされていたようだ。

「俺からは手を出さないってのが、お前がウチに来る条件だったんだよ」

「だから、あのとき……」

　七紀からキスさせることにこだわっていたのは、そのためだったのか。ほとんど屁へ理り屈くつでしかないけれど、加賀は至って真面目まじめなようだ。

「でも、葉月にお前とのことがバレたらボコボコにされるだろうと思ってたけど、二発ですんで助かった」

「え!?」

　よくよく見ると、加賀の口の端はしに血が滲にじみ、青あお痣あざができている。時間が経たてば、もっと酷ひどい色になりそうだ。だが、七紀にはあの穏おだやかな葉月が加賀を殴なぐったとは信じられなかった。

「お前は知らないだろうけど、あいつが怒おこるとマジで怖こわいんだよ。生きて帰ってこられてよかった」

「───ちょっと待って。兄ちゃんに怒られたってことは、俺とのことを話したってこと？」

　当たり前のように語っているけれど、加賀との関係が葉月に知られたのだとしたら、相当気き恥はずかしい。

「ああ。お前をもらうって云いに行ったからな」

「か、勝手なことしないでよ！　どんな顔で兄ちゃんに会えばいいんだよ!?」

「あいつだって薄うす々うす感づいてたみたいだけどな。お前に買い物頼たのんだのだって、俺と鉢はち合あわせないように席を外させるためだろ」

「噓うそだ……」

「本当だって」

　自分はどれだけわかりやすいのだろうか。しかし、葉月も七紀が加賀の家に向かうことまでは想定していなかっただろう。いま頃ごろ、帰りが遅おそいときっと心配してるに違いない。

「……兄ちゃんに連れん絡らくしないと」

「別にしなくていいだろ。あいつだってわかってるって」

「そういうわけにはいかないの！」

　七紀はびしりと云い返し、コートのポケットの中にある携けい帯たい電でん話わを手て探さぐりで取り出した。

（怒られるかなぁ……）

　電話しているときの顔を加賀に見られたくなかったので、立って部屋の端はしへと移動する。ものすごく緊きん張ちようしながら、登録してある番号を呼び出して葉月に電話をかけた。耳元で聞こえるコール音より、心臓の音のほうがうるさい。

　数コールのあと、電話が繫つながった。

「も、もしもし」

　緊張のあまり、声がひっくり返ってしまった。

『七紀？　いま、どこにいるんだ？』

「あの、いま隆也さんちにいるんだけど、つい話し込んじゃって……」

　そう告げた瞬間、電話の向こうに沈ちん黙もくが落ちた。知らずと背筋が伸のびる。呆あきれているだろうか。それとも、怒っているのだろうか。だが、ドキドキしながら待っていた葉月の声は意外に優やさしかった。

『───そうか。声がさっきよりも明るいってことは、悩なやみが解決したってことか？』

「え？　あ、ええと……うん」

　葉月相手にごまかしなど通用しないだろう。七紀は躊躇ためらいのあと、素す直なおに頷うなずいた。

　照れや気まずさは否いなめないけれど、葉月に隠かくしごとをし続けるのは難しい。秘密を持たないほうが気は楽だ。

『じゃあ、アシスタントは辞やめないことにしたんだな？』

「そういうことになる、と思う」

　そのへんはまだ話し合っていないけれど、多分、そうなると思う。大おお騒さわぎしたくせに何を云いってるんだ、と呆れられるだろうけれど、加賀が必要だと云ってくれたから。

『一つ確かく認にんさせてくれ。七紀は本当にあいつでいいのか？』

　雇やとい主が、ではなく、恋こい人びとが、という意味の問いだろう。七紀はごくりと唾つばを飲み込んでから、神しん妙みように頷いた。

「……うん。隆也さんじゃないとダメなんだ」

　七紀の返事に、葉月は長いため息をついた。

『お前が後こう悔かいしないなら、俺は何も云わない。けど、こんなことなら、もう何発か殴っておくんだったな』

「に、兄ちゃん…？」

　初めて耳にする兄の剣けん吞のんな声に、ぞくりと背筋がおののいた。加賀の云っていた「怒らせると怖い」というのは本当のことなのかもしれない。

　普ふ段だん、七紀を叱しかるときの葉月の声はこんなに怖くない。

『これから帰ってくるんだろ？』

「うん、その───」

　つもり、と続けようとした瞬しゆん間かん、不意に背後から抱だきしめられた。腰に回された手を意識してしまって、会話に集中できない。いまから帰ると云いたいのに、脇わき腹ばらを撫なでる指の感かん触しよくにヘンな声が出てしまいそうで口が開けなかった。

『七紀？』

「ご、ごめ……」

　まともに声を出せずにいるうちに、携帯電話を取り上げられた。加賀はそれを耳に当て、電波の向こうにいる葉月に短く告げる。

「今日は泊とめるから」

　呼び止める葉月の声が聞こえてきたけれど、加賀はあっさりと通話を切ってしまった。

　それから、電源も落とし、うんともすんとも云わなくなった携帯は近くの机の上を滑すべらせ、手の届かないところへと追いやられた。

「ちょっ…何勝手に……！」

「七紀だって、勝手にアシ辞めようとしただろ」

「それはそうだけど……いまのとは関係ないじゃん！」

「関係ある。やっと七紀が俺のものになったのに、何もしないで帰せるわけないだろ」

「な……っ」

　勝手な云いぶんに返す言葉もない。顔を赤らめて口をぱくぱくさせている七紀を抱かかえ込んだまま、加賀はうなじにキスを落としてきた。柔やわらかな感触を押しつけられ、その周りの皮ひ膚ふが淡あわく痺しびれる。

「や、やだ……やめ……っ」

　服の上から体を撫で回してくる手を止めようとするけれど、すばしこく動いてなかなか捉とらえることができない。

「や、あ……隆也、さん……！」

　うなじに触ふれている唇くちびるが髪かみの生え際ぎわを探り、耳の後ろをキツく吸い上げてくる。葉月と話したばかりで後ろめたさがあるせいか、背徳感で体中が敏びん感かんになっている気がする。

　体の中心に熱が生まれ、それがズキズキと疼うずき出した。指先まで熱く火ほ照てっている。

「待っ…、だめ、やだってば！」

　慣れた手つきでズボンのウエストを緩ゆるめられ、その中に手を差し込まれた。下着の上から自身を握にぎられ、ひゅっと息を吞のむ。

　やんわりと揉もみしだかれているうちに、どんどん硬かたくなっていく。加賀の手を引き剝はがそうとするけれど、無む理り矢や理り感じさせられている体は思うように力が入らない。

（仕事部屋なのに）

　いつもは寝ねる間も惜おしんで作業をしている部屋での行こう為いは、何だかイケナイことをしているかのような気分になった。

「ここじゃ…やだ…っ」

「誰だれもいないんだから別にいいだろ」

「俺がやだ、あ、や……ッ」

　懇こん願がんすればするほど、加賀の指ゆび遣づかいはいやらしくなってくる。むしろ、布地越ごしの感触をもどかしくさえ感じるようになってきた。

「何で？　仕事中に思い出しそう？」

「……っ」

　前まえ屈かがみになりかけた七紀の耳に、息を吹ふき込むように囁ささやいてくる。温かい吐と息いきの感触にさえ、皮膚がざわめいてしまう。一いつ瞬しゆん、抵てい抗こうを緩めたその隙すきに、下着の中に手が忍しのび込んできた。

　直じかに絡からみつく指は丁てい寧ねいに七紀を高めてくる。括くびれている部分をしつこく扱しごかれ、濡ぬれてきた先せん端たんを指の腹でぐりぐりと擦こすられると、腰こしが抜ぬけてしまいそうになる。

「だめ、隆也さん、もう……っ」

　立っていることさえ辛つらくなってくる。やがて耐たえきれなくなり、がくんと膝ひざが折れたかと思うと、加賀の腕うでに縋すがりつくようにして床ゆかにへたり込んでしまった。

「もう膝にきたのか」

「……ッ」

　揶や揄ゆを含ふくんだ問いかけに、かぁっと顔が熱くなる。体が加賀の指の動きを覚えているせいで、次の刺し激げきを期待して勝手に昂ぶってしまうのだ。嫌いやだと云いながら、本当はして欲しくてたまらない。そんな自分が居たたまれない。

「まだやめて欲しい？」

「意地悪…！」

　涙なみだ目めで睨ねめつけると、加賀は口の端はしを持ち上げて笑えみを浮うかべた。

「そんなの昔からだろ」

　加賀はそう嘯うそぶいてから、膝を折り、七紀の唇を奪うばう。喘あえぐようにして開いた唇の隙すき間まから舌を捻じ込まれた。

　頭の中を搔かき回されているみたいな濃のう厚こうなキスに、意識を奪われているうちに、七紀は床に押し倒たおされていた。

「んぅ、ン、んん」

　ねっとりと絡んでくる舌に戸と惑まどいながらも、拙つたなく応こたえる。お互たがいの口こう腔こうを行き来する舌はだんだん境目がどこなのかわからなくなってきた。飲みきれない唾だ液えきが頰ほおを伝って落ちていく。

　矛む盾じゆんしているかもしれないけれど、こうやって強ごう引いんにされると安心する。

　臆おく病びようで体てい裁さいばかりを気にしてしまう自分は、そう簡単に欲よく望ぼうに素直になることなどできない。ぐずぐず云っている七紀を押し切ってまで求めてくれているのだということが嬉うれしいのだ。

　パーカーのファスナーを下ろされる音がしたあと、中に着ていたシャツを押し上げられたようで、火照った肌はだが外気に触れてひやりとする。加賀は口づけを解くことなく剝むき出しの肌に触れてきた。

「んっ、ぁ、ん……っ」

　胸むな元もとを探さぐっていた加賀の指先が乳ち首くびを掠かすめる。一いつ旦たん通り過ぎていったけれど、すぐに戻もどってきた。目的のものを見つけたと云わんばかりに、胸の突とつ起きを指で転がされる。くすぐったさに似たむず痒がゆいような痺れに思わず身み動じろぐと、指先で周りの皮膚ごと摘つまみ上げられた。

「ん！　ぅん、ん」

　痛みを覚えるほど強く揉まれても、甘い感覚はなくならない。それどころか、一層感じてしまっているような気がする。キスと加賀の指に与あたえられる刺激と、どちらに集中すればいいのかわからず混乱してしまう。

「は…っ、ぁん…んん……」

　喉のどの奥から上がってくる喘ぎは、口づけの合間の吐息になって零こぼれていく。与え続けられる快感に全身が蕩とろけ、意識も散さん漫まんになってきた。怠くなってきた舌は思うように動かせなくなってきたけれど、吸い上げられれば腰の奥が疼くくらい感じてしまう。

「……あ……」

　名残なごり惜おしげに離はなれていった唇は、首筋を伝い、鎖さ骨こつを食はむ。加賀はあちこちに吸いつきながら、さっきよりも執しつ拗ように胸の先を弄いじる。捏こね回されて赤くなったそこを舐なめられた瞬間、いままでにないほど甘ったるい声が上がった。

「やぁ…っ、あ、ん、ああ……ッ」　>>>♥

　濡れた生暖かい感触に身み悶もだえる。加賀は尖とがったそれを舌でなぞり、充じゆう血けつするほど強く吸い上げた。甘あま嚙がみしては押し潰つぶし、しつこく弄り倒す。

「そこ、ばっか…やだ……っ」

　さっきから放っておかれている股こ間かんの昂ぶりが次の刺激を待ち望んでいる。もどかしさに膝を摺すり合わせると、腿ももでそこを擦られた。

「こっちが苦しいのか？」

「あ……っ」

　溢あふれた体液でぬるぬるとした感触がする。下着を汚よごしてしまうことが嫌だったけれど、自分から脱ぬぐわけにもいかない。そんな迷いを抱いだいていると、ずり落ちていたズボンを膝まで引き下ろされ、次いで下着も押し下げられた。

　心の準備もないまま、はしたなく雫しずくを溢れさせている自身を晒さらけ出され、羞しゆう恥ちに茹ゆで上がる。

「や……っ」

　咄とつ嗟さに隠かくそうとした手を捉えられ、フローリングの床に縫ぬい止められる。加賀の目に剝き出しの自身が映っているかと思うと、恥はずかしくて死にそうだ。なのに、加賀は体を屈かがめ、七紀のそれに顔を近づけた。

「あ、噓うそ、や、あ…ぁあ……っ」

　昂ぶりを口に含まれた瞬しゆん間かん、頭の中の神経が焼き切れるかと思った。

　唇で締しめつけられ、吸い上げられると、びくびくと腰が跳はねる。先端の窪くぼみを舌先で抉えぐられる快感は言葉にできないほどだった。強きよう烈れつな刺激と羞恥が、七紀の性感を煽あおり立てる。

「あっあ、だめ、それや…溶とけちゃ……っ」

　しゃぶられている場所から溶け落ちてしまいそうだ。加賀は一度顔を上げると、昂ぶりには指を絡め、今度は根本に唇を寄せた。膨ふくらみを甘嚙みしながら、とろとろと溢れてくる体液と唾液でぬるつく欲望を指で扱く。

「隆也…さん、も、やだ……」

「やだじゃなくて、もっとだろ？」

「あん、あっあ、あ……っ」

　加賀は裏側を舐め上げながら、滴したたる体液を掬すくうように七紀のそれに塗ぬりつけてくる。腰から下はすっかり甘く痺れ、麻ま痺ひしたようになっていた。

　強すぎる快感にひたすら胸を喘がせながら、遠とお退のいていく理性を必死に繫つなぎ止める。それでも、意識はふわふわとどこかへ行ってしまいそうだった。

「そのまま意識飛ばしてろよ」

「え……？」

　加賀は不意に執拗な愛あい撫ぶを一旦止めると、七紀のズボンが絡んだままの足を曲げ、膝を立てさせた。そして、前置きもなく体液に濡れた指で後ろの窄すぼまりを探ってくる。

「あ…っ、や、やだ」

　初めて抱かれたときの記き憶おくが蘇よみがえる。あのとき、加賀は羞恥と不安に戸惑う七紀の中を執拗に搔き回してきた。不快感ばかりではなかったけれど、未知の感覚は怖こわかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。こないだも平気だったろ？」

「平気じゃなかった……っ」

「だったら、今日はもっと優やさしくする」

　そう云いいながら、再び七紀の昂ぶりを口に含む。ねっとりとした感かん触しよくに包まれ、意識が僅わずかに逸それた隙に指先を押し込まれた。反射的にそこに力が入り、加賀の指を締めつけてしまう。

「やだって云って……っ、あ、や、あ…！」

　狭せまい場所なのに、加賀は無む理り矢や理り指を奥へ奥へと進めてくる。そして、小刻みに動かしながら、ぎちぎちに強こわ張ばったそこを解ほぐし始めた。体内で指が蠢うごめく違い和わ感かんに眉まゆを寄せていたけれど、あやすように前をしゃぶられ、少しずつ慣れてきた。

　初めは指一本入ってるだけでもキツかったのに、気がつくとゆっくりと抜き差しされていた。

「あ…ん、んん…ッ」

　時折、感じやすい場所を強く押され、そのたびにびくりと腰こしを浮かす。そうやって、前と後ろを同時に責め立てられ、息も絶え絶えになった。

　切せつ羽ぱ詰つまっていた感覚がさらに追い立てられ、膨らみきった欲望は限界に近かった。このままでは、あっという間に達してしまう。加賀の口の中で最後を迎むかえることだけは嫌だった。

「やだ、放して…！　もういく、出ちゃうから……っ」

　加賀の頭を引き剝はがそうとすると、一層強く吸いつかれる。後ろを慣らしている指も、抜ぬき差しを速め、鋭えい敏びんなところばかり責めてくる。

「や、あ、あ、あぁあ…っ」

　ぐっと内ない壁へきを押し込まれた刺激で、限界を迎えてしまった。口腔に包まれたまま、欲望の証あかしを放ってしまう。絶頂の瞬間、頭の中が真っ白になったけれど、すぐに我に返った。

「た…隆也さんのバカ…！」

　半泣きで文句を云う七紀が見ている前で、加賀は口の中のものを当たり前の顔で飲み下し、唇くちびるについていたものも舐め取った。

「でも、気持ちよかっただろ？」

「そういう問題じゃない…っ」

　もう怒おこりたいのか泣きたいのかわからない。どうしようもなく気持ちよかったのは事実だが、それ以上に恥ずかしくてたまらない。

「つーか、そろそろ俺が限界。あとでいくらでも怒られるから」

　入れさせて、と耳元で囁ささやかれて、ますます頭の中が煮にえたぎる。これで終わりではなかったのだと気づくと同時に、床ゆかの上で転がされて俯うつぶせにされた。その後、ひょいと腰を持ち上げられ、膝ひざを立てさせられる。

「な、何…？」

「このほうが楽だろうから」

　何が何だかわからず、されるがままになっていたけれど、頭の中で自分の格好をシミュレートしてみて動どう揺ようした。あまりに卑ひ猥わいな格好に困こん惑わくしている七紀の耳に、ベルトが外される音が聞こえてきた。

「た、隆也さ───」

　心こころ許もとなさから振ふり返ろうとしたけれど、腰をがっちりと摑つかまれているせいで加賀の顔までは見ることができない。

「……ッ」

　さっきまで指を含ふくまされていた場所に、熱くて硬かたいものが触ふれる。だが、それは七紀の知っている感触とは違ちがった。それはぬるぬると七紀の足の間を擦こすってくる。

　この前と違う感触なのは何もつけていないからだと気づいた。小さく息を吞のんだ瞬間、屹きつ立りつが直じかに七紀の中へ押し入ってくる。

「あ…───」

　引き裂さかれるのではと思うほどの衝しよう撃げきに息が止まりかける。だが、七紀のそこはめいっぱいに拡ひろがり、加賀の欲よく望ぼうを素す直なおに受け入れた。絶頂の余よ韻いんで敏感になっていた体は、痛みと快感の境目が曖あい昧まいになっている。

「……すご…熱い……」

　薄うすいゴムが一枚ないだけで、伝わり方が違う。熱や鼓こ動どうの力強さが生々しくて、加賀といまたしかに繫がっているのだと実感できた。加賀を飲み込んだ部分はジンジンと疼うずき、硬いそれをぎちぎちに締めつけている。

「痛くはないか？」

「平気…みたい……」

　そう答えると、加賀はゆっくりと腰を遣つかい始めた。揺ゆらめくような振しん動どうが快感に変わり、少しずつ下か肢しの強張りが緩ゆるんでいく。一いつ緒しよに前を弄いじられると、無む駄だな力が抜けていった。

「あ…ぁ、う……」

「そんなにキツく締めつけるなよ」

「知らな……っ、あ、んー…っ」

　やがて腰を固定され、律動は抜き差しに変わっていった。ぎりぎりのところまで引き抜かれたかと思うと、すぐに奥まで突つき入れられる。硬いものに内壁を擦られることがこんなにも気持ちいいだなんて噓みたいだ。

「あ、ん、ぅん……ッ」

　後ろから貫つらぬかれた体には力が入らず、揺さぶられると甘みを帯びた声が押し出される。

　激しさを増していく律動に、七紀はフローリングに爪つめを立てた。けれど、そんなことで快感が霧む散さんしてくれるわけもなく、初めは抑おさえていた声も我が慢まんできなくなっていった。

「あ、あ…っ、隆也、さん……っ」　>>>♥

　初めて抱だかれた夜よりも、感じてしまっている気がする。

（好きだってわかったから…？）

　お互たがいの気持ちが通じ合っているとわかったから、体がそれに共鳴しているのかもしれない。そんなことを考えていたら、不意にずるりと昂ぶりを抜かれ、体を仰あお向むけに返される。

「え……？」

　戸と惑まどっているうちにズボンと下着を取り去られ、足を左右に押し開かれた。そして、喪そう失しつ感かんにわなないていた体を一息に貫かれる。

「────!?」

　いきなりのことに、声すら出ない。呆ぼう然ぜんとしていたら、加賀が気まずそうに云った。

「悪い。やっぱり顔が見たかったから」

「……俺も。このほうがいい」

　七紀は腕うでを伸のばし、加賀の首にしがみついた。自分はかなりみっともない顔をしていると思うけれど、加賀の顔が見えていたほうが安心できる。

　ふっと小さく笑うと、嚙かみつくようなキスをされた。忍しのび込んできた舌が傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口こう腔こうを搔かき回す。口づけを交かわしながら、昂ぶりを捻じ込むように突き上げてくる加賀に身を任せる。

「んぅ、んん……っ」

「あ…っ、あ、あ……！」

　加賀の欲望に搔き回されている内壁が不規則にひくついている。感じやすいあの場所を抉えぐるように突き上げられ、背中を仰のけ反ぞらせた。

　揺さぶられ続けている体はどこもかしこも熱くて、鼓動に合わせて疼いている。口づけの合間に甘い吐と息いきを零こぼしていると、衝しよう動どうがまた込み上げてきた。さっき一度達したというのに、もう高まってきている。

「あ、や……またいっちゃ……っ」

「俺もだ」

　加賀はそう云うと、ぐっと奥を抉るように突き上げてきた。そして、それまで以上の激しさで、七紀の体を穿うがってくる。

「やぁ…っ、だめ、あっ、あ、あ……！」

　全身を震ふるわせて、二度目の絶頂を迎えた。びく、びく、と下肢を痙けい攣れんさせ、白はく濁だくを飛び散らせる。

「……っ」

　七紀の衝動を追うようにして、体の奥深くで加賀の欲望が爆はぜる。熱いものが体内で放たれる感覚に、七紀はぶるりと体を震わせた。全力疾しつ走そうをしたあとのような疲ひ労ろう感かんと不思議な甘い痺しびれが全身を満たしている。

「隆也、さん……」

　どちらからともなく唇を触れ合わせ、口づけを深めていく。どんな言葉を告げるよりも、こうするほうが気持ちが伝わりそうな気がしたから。

（───好きだよ）

　心の中でそう呟つぶやいて、しがみついている腕に力を込めた。







　　　　８







　元の鞘さやに収まったというのが一番近いのかもしれない。

　辞やめると云いったアシスタントも続けているから生活パターンは変わらないし、相変わらず加賀はだらしがない。違っているのは、加賀のわがままの種類が変わったことと、恋こい人びと同士という関係になったことだ。

　加賀とのつき合いについて、葉月はあまり快く思っていないようなのだが、「目の届かないところに行かれるよりは…」と渋しぶ々しぶ認めてくれているようだった。

　もう一つの変化は、本ほん腰ごしを入れて投とう稿こう作を描かき始めたことだ。少し怖こわかったけれど、プロの意見を聞きたくて加賀に見てもらうことにした。

　元々、加賀は七紀をデビューできるくらいに育てるつもりで、あれこれと教えてくれていたらしい。おずおずと相談を持ちかけたら、投稿先のことやネームを考えるにあたってのアドバイスなどをしてくれた。

　そして、今日は完成した投稿原稿を見てもらっていた。緊きん張ちようしながら、加賀が原稿から顔を上げるのを待っている。

「ど…どう？」

「ストーリーも悪くないし、画力は問題ない。これならいい線行くんじゃないか」

「ホントに!?」

　加賀の言葉は嬉うれしいけれど、身内の欲よく目めは入ってないだろうか。

「ただ、書き込みが多くてまどろっこしいところがあるから、ネームをもっと練ったほうがいい。次からネームの段階で持ってこい。赤入れてやるから」

「いいの？」

「何遠えん慮りよしてんだ。漫まん画が家かになるのがお前の夢だろ。利用できるものは何でも利用しろ」

「う、うん」

「そうだ、もっと広い部屋に引っ越こすか。そうしたら、お前の部屋も作ってやれるしな」

「いいよ、そんなことしないで！　あんまり俺を甘やかさないでって云ってるだろ」

　あれこれと気にかけてくれるのは嬉しいけれど、最近、とみに甘すぎる気がする。

「甘やかしてるわけじゃないんだがな……」

　ぶつぶつと独り言を云っている加賀を無視し、ずっと気になっていたことを訊たずねた。

「そういえば、例の件はもう大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ネットでの誹ひ謗ぼう中傷の件がどうなったか、その後のことを七紀は知らない。警察に被ひ害がい届を出すことにしたというところまでは聞いているのだが、結局どうなったのだろうか。

「とりあえず、ブログをやってたのが中谷だってことはわかった。あいつに関しては、かなり反省してるみたいだから今回の件は見み逃のがすことになった。ただ、煽あおるような書き込みをしてたやつらのほうが悪質だってことで、そっちは法的手段に出ることになるだろうな」

「そっか……」

「これからめんどくせぇなぁ」

「ごめん……」

　ぼやく加賀に謝ったら、ぐしゃぐしゃと頭を搔き回された。

「だから、お前は何にも悪くないって云ってんだろ。まあ、結果的にお前が俺のものになったわけだから、結果オーライだな」

「……っ」

　その言葉に、一人で色々と思い込んでじたばたしてた自分を思い出して恥はずかしくなる。全てが解決したいまとなっては、居たたまれなくてたまらない。

「洗せん濯たく物もの取り込んでくる！」

　ベランダに逃にげようとしたけれど、加賀に捕つかまってしまった。後ろから抱だきしめられ、腕の中に収められてしまう。

「た、隆也さん!?」

　ちゅ、とこめかみに口づけられ、ぼっと音がしそうな勢いで顔が熱くなった。そんな七紀に、加賀は囁ささやくように告げてくる。

「たまの休みなんだから、いちゃいちゃしよーぜ」

「な……っ」

　ストレートな加賀の言葉に、今度はじわじわと全身が熱くなっていった。いつもなら照れ隠かくしに突つき飛ばしているところだが、羞しゆう恥ちに耐たえて思いとどまった。

　加賀の修しゆ羅ら場ばと自分の原稿のせいで、ここしばらく恋人らしい時間を過ごしていない。七紀だって、たまには甘い雰ふん囲い気きを味わいたいとは思っているのだ。

　しかし、このあとどういった行動に出ればいいのか見当もつかない。困り果て、違ちがった意味で身動きが取れなくなってしまった。

「七紀？」

　珍めずらしく鉄てつ拳けんを繰くり出さない七紀を訝いぶかしく思ったのか、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。このままでは埒らちがあかないと判断し、思い切って訊ねることにした。

「い…いちゃいちゃってどうやってするの…？」

　間の抜ぬけた七紀の疑問に、加賀は派手に吹ふき出した。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　この本が出る頃ころにはすでに年も明けていますが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？

　前回の本のあとがきにジムに通い始めたと書きましたが、その矢先にぎっくり腰ごしになりました……。しかも、この本の原げん稿こうを書いている真っ最中で、あとちょっとで終わる（終わらせなければならない）というときだったので、どうしたらいいのかと青くなりました。

　コルセットをつけつつ机に向かっていたのですが、それでも長時間は座っていられなくて、かといって何もしないで寝ねているわけにもいかないし…というジレンマに……。でもこうして、一冊の本になって本当によかったです。本当に本当によかったです。

　それにしても、ぎっくり腰なんて高校生のときになって以来ですよ…。ぎっくり腰に年ねん齢れいは関係ないようなので、皆様も重い物を持つときは充じゆう分ぶん気をつけて下さいね！




　さて、今回はタイトル通り、青年漫まん画が家か（とそのアシスタント）のお話です。タイトルがまったく思いつかなくて、担当さんと頭を捻ひねった結果、そのまんまのタイトルになりました。

　わ、わかりやすくていいですよね…？

　何故なぜか、私は昔から無む性しように漫画家とか小説家とか編集者が出てくる漫画や小説を読むのが好きでした。もしかしたら、それは出版業界に憧あこがれていたからかもしれません。いまでもそれは変わってなくて、その末まつ端たんに関かかわらせていただいていることがまだ不思議な感じです。

　なので、打ち合わせなどで編集部に連れていってもらったりするのも好きだったりするんですが、私が余よ裕ゆうのある進行ができないせいで、めっきりそんな機会もなくなりました…。

　いまは余裕のある進行が憧れです（苦笑）。来年こそは理想通りのスケジュールがこなせるよう、もっとがんばりたいです…！




　ええと、お知らせをいくつかさせて下さいませ。

　現在、今回と同じく陸裕先生に挿さし絵えを描かいていただいた「美味しいカラダ」のドラマＣＤが、（株）ムービックさんより発売中です。キャストは、麻倉佳久＝森川智之さん、真田隼人＝檜山修之さん、麻倉伊吹＝杉山紀彰さん、野坂大輝＝私市淳さんとなっております。

　有名百貨店の跡あと取とり×天才パティシエのお話です。全国の書店、ＣＤショップ、アニメイトさんで販はん売ばいしていただいておりますので、こちらもよろしくお願いします！

　そして、次の新刊は春頃になりそうです。書店でお見かけの際、お手に取っていただけると嬉うれしいです♥




　最後になりましたが、お世話になりました皆様にお礼を。

　素す敵てきな挿絵を描いて下さいました陸裕千景子先生には、心からお礼申し上げます。七紀も加賀もイメージしていた以上にかわいくてカッコよくて、もう本当に嬉しかったです！　ありがとうございました！

　担当様にも大変お世話になりました。とくにぎっくり腰の件では色んな心配をさせてしまって申し訳ありませんでした……。今後は気をつけるようにします……。

　感想のお手紙などを下さいました皆様もありがとうございました！　なかなかお返事が書けなくて心苦しいのですが、どのお手紙もとても励はげみになっております。




　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇九年十二月


藤崎　都　　
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